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      一章　繁はん殖しよく






　人生は、思いがけずも、起き伏ふくに満ちている。

　氷ひ見みと透おるは、これまでの十六年間で、それを実感している。



　例えば、一年間の猛もう烈れつな受験勉強の末、偏へん差さ値ち60超ごえの名門、私立御お頃ごろ大学付属高等学校に、クラスの秀しゆう才さい連中の頭を飛び越こえて、なんと合格できてしまったりとか。

　例えば、２００６年、四月一日、晴れがましい入学式の日、家に帰ってみたら、両親と妹が、まとめて帰らぬ人になってしまっていたりとか。そのせいで、御頃高校での生活が、たったの一年で終わり、他の土地の公立高校へ、転校する事になってしまったりだとか。

　例えば、２００７年、二月十二日、引っ越し先の土地に近づき、トラックの助手席で目を覚まして、何気なく窓から外を見た、まさにその瞬しゆ間んかんが、未み曾ぞ有うの大きさの隕いん石せきが、ごく目の前に墜つい落らくする、その一瞬だったとか。炎えん上じようし、崩ほう壊かいを始めた爆ばく心しん地ちの集合住宅から飛んできた瓦が礫れきの一つが、トラックの荷台に突っ込み、中のテレビに見事命中して、ぶっ壊こわしてしまったりだとか。

　例えば、２００７年、四月二日、神か奈な川がわ県けん十とつ葉は市立高校、初登校の日、始業式を終えて家に帰ったら、宇宙人が居間でくつろいでいたりとか。そして、その五秒後、そいつに改造されて、人間ではなくなってしまったりとか。



「……」

　学校からの帰り道、『氷見　和かず』という古びた表札が付けられたままになっている門の前で、氷見透は立ち止まった。

『神奈川のカズじーちゃん』の名前は、こんな漢字だったのか。

　表札の向こう、門の奥おくに構えるのは、築六十年の日本家屋だ。瓦かわ葺らぶき屋根に木造土つち壁かべ、四間けん取りの和室を備えた堂々たる母おも屋やと、廊ろう下かで繋つながる二部屋の離はなれ、そしてもはや何に使うのかもわからない「納屋」を含ふくめた、まさに古き良き日本家屋。

　そもそも祖父が建てた家だが、その祖父が三年前に亡なくなって、それからずっと放置されていた。二ヶ月前の引っ越しの時に、ある程度の片づけはしたつもりだったのだが、表札がそのままだったようだ。

　手に持っていた通学鞄かばんを地面に置き、『氷見　和』と書かれた板切れに手を伸のばそうとして、透は気付いた。『氷見　和』の横に、小さく名前が書かれている。

『氷見　誠まこと』

『氷見　香かおり』

『氷見　透とおる』

『氷見　錫すず』

　祖父の息子夫婦と、その子供達、つまり、自分にとっての両親と、妹の名前だ。

　透は手を止めた。祖父は、息子が東京に家を買って独り立ちした後も、この表札を外さなかったのだ。そして、孫が生まれるたびに、喜びと共に、新しく名前を書き加えていったのだ。息子夫婦と、その孫の幸せを信じて。

　これを外して。

　透は、手を下ろした。

　これを外して、そして自分は、ここに一体何を付けるのだ。

　たった一人になった、『氷見　透』の名前か。

「……いいか」

　呟つぶやいて、鞄を拾い上げる。これは、そのままにしておこう。氷見家に残された、最後の一人が、自分が、死ぬまで。氷見家が、滅ほろびるまで。



「ただいま」

　口の中だけで呟いて、古めかしい門をくぐる。一歩足を踏ふみ入れれば、中は石と針葉樹の庭だ。まさに日本庭園。広くもなく狭せまくもない空間に、石いし灯どう籠ろうが置かれ飛び石が埋うめられ、かつてはさぞかし品のいい庭園だったのだろう。

　今は見る影かげもなく、全てが草だらけ苔こけだらけだが。どうも庭の掃そう除じはなかなかやる気にならない。汚きたないからって直接生活に関わりがないし。

「うむ。帰ったか」

　返事は、居間から聞こえた。子供の声。女の子の声。

「遅おそかったな。寄り道などしなかっただろうな」

　声と共に縁えん側がわのサッシが開き、声の主が姿を現した。小学校高学年か、中学校入ったばかりくらいの女の子。少なくとも、外見はまさにそんな感じだ。少し赤の天然色が入った髪かみは艶つややかに輝かがやく天使の輪を抱だいてしっかりと伸び、まるで各部品が計算されて配置されているかのように整った顔の中、つり目気味の二重が、まさにその内面を表すかのようにまっすぐに光っている。服装は飾かざり気のないＴシャツとジーパンだが、それがまたわざとのようによく似合っている。このままテレビの同年代アイドルグループに放り込んでも、多分遜そん色しよくはないだろう。何も知らず町ですれ違ちがったら、つい見み惚ほれてしまうかもしれない。

　幻げん覚かくじゃないよな。

　透は、この一週間、欠かさず繰くり返した自問を、今日もまた、繰り返した。

「何をぼさっとしている」

　少女は、二重を細めて、嘲あざけるように、はっきりと喋しやべった。

「……」

　返事をせず、透は制服の上から、自分の左胸を触さわる。心臓の上、肩けん胛こう骨こつの真ん中あたりに、塞ふさがりかけた傷きず跡あとの感かん触しよくと、その傷跡の奥、堅かたい痼しこりの感覚。この一週間、ずっとそこにある異物は、今日もまたそこにある。

　鏡で何度も確認した。不自然な、青色をした傷跡。瘤こぶのような膨ふくらみ。

　一週間前、こいつに、この、少女の形をした物体に埋め込まれた、人間外の証だ。

　確かに、幻覚じゃない。透は、何度目かも判らない再確認をした。

　一週間前の、あの出来事は、幻覚なんかじゃなかったんだ。

　自分は、あの時、この宇宙人に、改造された。

　自分は、あの時、人間ではなくなってしまったのだ。確かに。

「ん？　私に見惚れているのか？」

　にやり、と音が鳴りそうな微ほほ笑えみを浮うかべ、目の前の宇宙人は、赤毛の髪をかき上げた。

　前髪に隠かくされていた異形が明らかになる。少女の眉み間けんに張り付いた、いや、嵌はまり込んだ、親指の先ほどの大きさの、真紅の宝石。

「いい傾けい向こうだ。それは、私にとっては、好都合だ」

　宝石は、夕刻の太陽を受け、ぎらりと光った。

「お前の都合なんか知るか」

　わざとふて腐くされた口調で言いながら、開けられたサッシから家へ入る。

「人体改造は、私にとっても、かなりの負担なのだ」

「勝手な事言うな」

「成功してよかった」

「成功しなきゃよかったんだ」

「失敗したら、きさまは死んでいた」

「ちょっと待て聞き捨てならんぞ」

　透は鞄かばんを置き、宇宙人の方に振ふり返った。背が低いからどうしても見下ろす形になる。

「なんだそれ。初耳だぞ」

「言わなかったからな。因みに成功率は二割程度だ」

「ほぼ死ぬのかよ」

「そうだ。私は幸運だった」

「運かよ」

「そうだ。あの時点では、他の要素はない」

「……そりゃよかったな」

「まったくだ」

　異文化交流ってのは、皮肉の一つも通じないから嫌きらいだ。

「ところで透よ」

「何だよ」

　露ろ骨こつに顔をしかめてみる。

「うむ。最近素直になったな」

　皮肉なのかマジなのか判らないところがまたムカつく。

「お前、内閣総理大臣になれ」

　何を言ってるんだこいつは。



「群体型ほ乳類の生態を勉強していたのだが」

　右後ろから聞こえる宇宙語を聞き流しながら、物置と化している和室へと入る。

「群れのボスに勝てばその地位を奪うばえるそうではないか」

　ネクタイを外し、クローゼットに引っかける。御頃高校ではこんなもん無かったというのに、まったくうっとおしい。

「この地域のボスは、この老人だろう」

　後ろから、なにやらガサガサという音が聞こえる。新聞紙を捲めくる音だ。

　なんて事だ。地球人の情報源が、異界のモノに利用されている。

「老個体がいつまでものさばっていては、群れ自体が危機になるという」

『生き物地球紀行』の再放送でもやってたのか。余計な事すんな国営放送。

「老体を噛かみ殺すのは、むしろ若者の礼れい儀ぎだ」

　他人を勝手に改造するヤツに礼儀を説かれたくない。

「お前はそこいらの個体には負けん。そのように作り替かえてやったからな」

　タンスを開けて、Ｔシャツを物色する。どれを着ても大差はない。マッチ箱からマッチを選ぶようなものだ。一着を取り出し、頭から被かぶる。

　頭を出したその目の前に、ふくれっ面の少女の顔があった。結構表情が豊かになってきたじゃないか。

「だから、お前は、内閣総理大臣になれる」

　一拍ぱく置いてから、答える。

「生あい憎にく、おれ宇宙語は分からん」

「私は今のところ、日本語しかしゃべれないのだが」

「おれもだ」

「ふむ。情報伝達に齟そ齬ごが生じているな」

　難しい事言うな。

「確かにこの素体の周辺環かん境きよう認識限界値及および環境干かん渉しよう能力は低すぎる。きさまら、よくこんな個体で集団生活など送っていられるな」

「お前、賢かしこいのか馬ば鹿かなのかはっきりしろ。落ち着かん」

「奇き跡せきとしか思えん」

「同感だ」

「不可解な返答だ。我らの会話は、ひょっとして成り立っているのか？」

　透はこめかみを押おさえた。深呼吸を一回、振り返る。

「あのな。紅くれない」

「紅とは何だ」

「お前の名前だ。『ヒトに擬ぎ態たいするには名前が必要だ』とか言って、わざわざおれに考えさせたんだろうが。いい加減覚えろ」

「ナマエ……ああ。名前か。『私』は、紅、由ゆ宇うだったな。どうも固有記号というモノに馴な染じみが無くてな。で、何か用か、氷見、透？」

「人間社会はサル山じゃないんだ」

「ヒトはサルだろう。そうではないとでも言うつもりか」

「人間はサルより賢いんだよ」

「それは斬ざん新しんな発想だ。根こん拠きよは分からんが」

「だから、ボスを喧けん嘩かで決めたりはしないんだ」

「ではどうやって決めるのだ」

「え？」

「ヒトは、ボスをどうやって決めているのだ」

「……そりゃお前」

　口ごもった。

「…………話し合いとか」

「知らんのか」

　うわ。今、物もの凄すごい馬鹿にされた。



「だいたいお前な」

「なんだ」

　顔色一つ変えやしない。ああムカつく。

「『三百万年前から、地球を観察してきた』とか威い張ばってただろうが以前」

「五百万年前だ。地表でヒマラヤ山脈が形成され始めていた」

「三百万も五百万も大して変わらん」

「なんと大おお雑ざつ把ぱな」

「そんなに長い事見てたくせに、人間社会の仕組みくらい、なんで予習しとかないんだ」

「些さ末まつ情報は素体融ゆう合ごうの際封ふう印いんした」

　些末と来たか。

「きさまらの生理構造は情報出力限界が低位置すぎるのでな」

　難しい言葉で馬鹿にされたぞ今。

「ヒトは地球上に数多あまたある生物相に寄生する傍ぼうり流ゆう寄生相の、さらに末流の一種に過ぎん。

　だいたい、ヒトの文明とやらも、たかがここ数千年のことではないか。

　炭素14の半減期よりも、まだ短い。有用な観察対象ではない」

　何その無む駄だなスケールのデカさ。

「とにかく。きさまは、ボスにはなれんのだな」

「なれんよ」

「サル山で言うと、一生、麓ふもとにいるわけだな」

「そうだよ」

「ピラミッドで言うと、永遠に下層の小石なわけだな」

「お前、分かって言ってるんじゃないだろうな」

「まあいい。元々、『私の計画』には、きさま個人の能力は、計算に入れていない」

　少女は、手に持っていた新聞紙を放り出した。

「とりあえず腹が減った。飯を作れ」

「おれは今、帰ったところ……」

「私は腹が減っている。飯を作れ」

「おれは減ってない」

「…………わたしに、」

　少女の顔が、残ざん酷こくな形に歪ゆがんだ。額の宝石が、紅く輝かがやく。笑うように。

「……逆らうつもりか？」

「…………分かったよ」

「よし」

　宇宙人は、少女の顔で、満面の笑みを浮うかべた。

「なかなか物わかりがよくなったな。『鞭むち』の成果はあったか」

「無理矢理だろうが」

　台所の冷蔵庫を開け、米びつを取り出す。冷蔵庫に入れておかないと虫がわく。こんな事、中学の時は知らなかった。知る必要もなかった。

「『鞭』は、私にも、多少の負担があるのだ。出来れば使いたくはない」

「だったら使うなよ。最初から……」

「きさまが私に従うなら、使う必要はない」

　少女は、満足したように笑った。

「現に今、私は無駄な浪ろう費ひをせず、きさまは無駄な苦痛を受けずに済んだ。

　交こう渉しようによる平和的解決とは、双そう方ほうにとって実に合理的だな。気分がいい」

「お前、実はアメリカ人だろ」

「私の融合素体元は、日本人であったと記き憶おくしているのだが」

「んな事は分ってる」



　米二合を炊すい飯はん器きに入れ、水を入れてスイッチを押おす。おかずは昨日の残りでいいだろう。別に、あいつは味なんて分かりゃしないんだ。

「一時間か。長いな」

　炊飯器に表示されたデジタル数字『60』を見て、少女は呟つぶやいた。もう数字と時間の関連が分るようになったのか。そういや新聞もしっかり読んでたような。認めるのも癪しやくだが大したものだ。このペースで行けば、確かに五十年もすりゃ人類の一つくらい支配できるだろうさ。

「腹が減った」

「知るか。もうおれの責任じゃないぞ」

「……だいたい、きさまら寄生相は不便すぎる。不可解すぎる。自己循じゆ環んかんの一つもできんとは。自己保存の基き礎そを他の個体に頼たよるなど、不合理極まる」

「さっきから言ってる寄生相って、動物の事か」

「ああ、そうとも言うな」

　少女は吐はき捨てるように言った。

「それみろ。生理的欠けつ乏ぼうが正常な情報伝達を阻そ害がいしている。

　だからきさまらは不可解なのだ。本当に、意味が分からん」

　腹が減ってイラついてるなら難しい言葉使うな。

「ふむ」

　少女はいきなり真面目な顔になった。

「いい機会だ」

　形のいい眉まゆをくい、と上げて、真っ直すぐに見つめてくる。

「な、なんだよ」

「私は疑問なのだ。かつての形態では疑問にすら思わなかったが、今、この形態になって、自ら体感する立場になって、きさまらの生態が疑問に思えてならん。

　きさま、少し、私の質問に答えろ」

「い、いいけど」

　雰ふん囲い気きに押されて、つい真面目に返事をしてしまう。不覚だ。

「きさまらは、何故、こんな事をしているのだ」

　質問の規模が大きすぎて、意味が分からん。

「きさまらは、何故、死なないのだ」

「死ぬだろ」

「個体の話ではない」

　少女は、首を振ふった。何故か、悲しそうに。

「むろん、種としての話でもない。私が言っているのは、地球の『生物』そのものの事だ。……きさまらは、こんなにも不完全であるのに」

「不完全かなぁ」

「不完全だ。自らの力だけでは、存続すら出来ない。存続して、何が出来る訳でもない。

　存続しても、いずれ、必ず、確定事じ項こうとして、滅ほろびる。

　そうだな、私はこの形態になって、きさまらの感覚を体験するようになって、『自覚』した。確定しよう。きさまらは『悲しすぎる』」

「…………」

「そう、悲しすぎるのだ。きさまらは。誕生も。存在も。存続も。全てが、だ。

　それほど不完全であるのに、きさまらは、死のうとしない。生き続けようとする。

　……それが、私には、分からん。

　私は問うぞ。何度でもだ。『きさまは、何故、生きているのだ』」

　言葉に被かぶせるように、少女の腹が鳴った。

「……それにしても、腹が減った」



「風ふ呂ろに入ってくる」

　デジタル数字が『30』を指し示す頃ころ、少女は宣言して立ち上がった。

「行って来い」

　居間に寝ねっ転がったまま、手元の漫まん画が雑誌から目を離はなさずに、透は返事した。

「使い方は分かるんだろうな。火事とか起こすなよ」

「あんなもの、一度体験すれば分かる」

　つくづく大したもんだ。まったく。

「着き替がえはいつもの所にあるからな。裸はだかで出てきたりすんなよ」

「あれは軽率だった。きさまの欲望を、不必要に煽あおった」

「生々しい事言うな」

「風呂を覗のぞいたりするなよ」

「覗くか」

「それは理性的な返答だ。だがきさまは現在発情期にいる」

「発情期言うな」

「交こう尾びへの欲望は高いはずだ」

「交尾言うな」

「ヒトの欲望は理性をいともたやすくはじき飛ばす。私の身体はまだ第二次性せい徴ちようの直ただ中なかだ」

「二次性徴とか言うな」

「まだ早い。ゆえに、きさまが欲望に忠実に振る舞まえば、私は反はん撃げきせねばならん。

　当然の帰結として、きさまの身体は深刻に損傷する。

　それは私の損失だ。万一きさまの生せい殖しよ器くきが破損でもすれば、私の計画は根底から覆くつがえる」

「生殖器破損とか言うな」

「健やかなる次世代の為ためには母ぼ胎たいの成熟が必要だ」

「いい加減、俺の話を聞いてくれ」

「あと数年かかる。それまで溜ためておけ」

「無理言うな」

「無理なのか」

「…………」

「まだ、ヒトの生態はよく分からん。特に牡おすは」

　分からんでいい。いやずっと分からんままというのもそれはそれで問題があるが、ああもうどうでもいい。

「『私』の子供達は、いずれ貴様らの王となるのだ」

「わかったわかった」

「危き惧ぐされる要素は可能な限り取り除かねばならん」

　嫌いやな予感。

「今度、次世代作成について具体的な「うるさいもう喋んなとっとと行け！」

　顔を上げて怒ど鳴なって、ぎょっとした。慌あわてて視線を手元に戻もどす。

「覗くなと言っただろうが」

「風ふ呂ろ場ばで脱ぬげ！　ここで脱ぐな！」

「結果は同じだ。特とく殊しゆな場所を選せん択たくする必要などあるまい」

「台所で半はん裸らとか特殊すぎるから！」

「ふむ。そうか。なるほど。確かに外気温との差異によって私の恒こう温おん活動が阻そ害がいされるな」

「いやちょっと待てそのまま立ち止まるな、ああもういいからそのまま行け！」

「だいたい、恒温活動という発想がそもそも分からん。これでは真空絶対零れい度ど生存など完全に不可能ではないか。つくづく不便だきさまらは。この星の外に出る事すらできんのか」

　もうマトモに会話するの止めようかな。

「服は籠かごの中に突っ込んどけよ」

　言いながら、漫画雑誌のページを捲めくる。

「ったく」

　新しん婚こんじゃあるまいし。口に出そうとして止めた。口に出したら、何か大変な物に取り返しがつかなくなる気がする。

　他の事を考えよう。

　例えば、宇宙人に支配される、人類の行く末とか。



『宇宙人の子供』が、人類に混じっていく様子とか。

『宇宙人の子供の子供』が、徐じよ々じよに、社会全体を支配していく過程とか。

　支配層を『宇宙人の子供達』に占しめられ、言うがままに動く人類の末路とか。

　互たがいの武器で、滅めつ亡ぼうするまで殺し合いをさせられ、死にまくる人々とか。

　文明自体が疲ひ弊へいするまで戦いを続けさせられて、そして原始人に返るヒトとか。

　それを尻しり目めに、めでたく宇宙へと帰っていく、宇宙人の末まつ裔えいとか。



　そう、遠くない、未来の話だ。



    

  
    
      二章　死し滅めつ






　御お頃ごろ高校のチャイムは、鐘かねを鳴らした様な高い音が連続していたのだが、十とつ葉は高校のチャイムは、オルガンの様な籠こもった音が長音で、何度か鳴らされる。初めて聞いた時は、まさに異境の音色という雰ふん囲い気きだったのだが、今はもう、どうでもいい。やる事は同じだ。

　オルガンの余よ韻いんが消え失せると共に、教室の中が放課後の音に満たされる。いきなり鞄かばんを抱かかえて、廊ろう下かで待っていた友達の所へ駆かけ寄よっていく足音、携けい帯たい電話で話す声、グループで集まって喋しやべり始める声。

　透とおるはその中、無言で、まだ新品に近い教科書と、殆ほとんど何も書いていないノートを鞄の中へと放り込んだ。現在時刻、午後三時。とっとと帰ってしまおう。

「おい、氷ひ見み」

　グループの一つから、不意に声がかかった。手を止め、そちらの方に顔を向ける。

　クラスの男子生徒だ。丸まる刈がりの頭に、愛あい嬌きようのある顔つき。野球部だろうか。

　こいつの名前は何だっけ。思い出せない。確か昨日も聞いたのだが。

「おれらさ、これから一年の女子と一いつ緒しよにカラオケ行くんだけど」

　丸刈りの男は、屈くつ託たくのない笑顔で、笑った。

「お前もいかねーか？」

「……えーと」

　数秒、考えるふりをして、透は首を振ふった。

「ごめん。まだ、家の中が片づいてないから」

　これを理由に出来るのは、あと二週間ぐらいの間だろうか。

　それを過ぎたら、また新しい言い訳を考えなければいけない。その頃ころには、もうこういう誘さそい自体、殆ど無くなっているだろうが。

「何だよ。忙いそがしいな」

　名前の分からない男子生徒は、本当に残念そうに声を落とした。

「謎なぞの転校生属性って、モテるんだぜ？　今のうちだぞ彼女作るんなら」

　そんなものは要らない。

「ありがとう」

　愛想笑いばかり、うまくなっている。

　男子生徒は、おどけたように舌打ちをし、手を振って教室を出ていった。それを見届け、鞄を持って立ち上がる。とっとと帰ろう。帰って何をするでもないが、ここにいてもいい事はない。ここは嫌きらいだ。他人の多いところは嫌いだ。高校の入学式の時から、『あの事件』から、自分は、そんなふうになってしまった。

「ねえ、氷見君」

　鞄を持って立ち上がったところで、再び声を掛けられ、透は足を止めた。

　いい加減、帰らせてくれ。心の中で呟つぶやきながら、ゆっくりと振り向き、声を掛けてきた人物を確認する。今度は女子だ。何かスポーツでもやっているのか、女にしては締しまった身体と、よく日に焼けた顔。自分に対する自信をしっかりと持ち、他人の荷物をも進んで背負って、そしてそれを苦痛にも思わないような、まっすぐな顔立ち。ちょっと癖くせのあるショートの黒くろ髪かみを、首のあたりでばらばらに散らしている。シャギーカットというヤツか、それとも単にそういうのに拘こだわらない人なのか。

「あ……えーと」

　こいつは誰だっけ。確か、クラス委員とか、そんな役職だったような気がする。

「灯あか璃りよ」

　日に焼けた女子は、呟いた。

「不ふ破わ、灯璃。不破って呼ばないでね。マッチョみたいだから……って、前も言ったよ」

「ごめん」

　形だけ謝る。

「キミ、東京にいた頃ころは、進学校だったんでしょ。御頃付属だっけ。頭はいい筈はずでしょうが。もう二週間も経ってるのよ。クラスの顔と名前くらい、さっさと一いつ致ちさせなさいよ」

「もう殆ど覚えたよ」

「嘘うそでしょ」

　あっさり見破られた。

「じゃあ、これ見なさい」

　灯璃は、携帯電話を取り出し、一枚の写真を出した。五人の女子生徒が、それぞれピースサインなどを出しつつ嬉うれしそうに並んでいる。

「これ……何？　灯璃さん……の、友達？」

「クラスメイトよ、五人とも！」

　改めて呆あきれかえった、というように、灯璃は言った。

「……あ、ごめん」

　言われてみれば、見た事あるような顔がちらほら混じっている。気がする。

「で、名前は？　この五人の名前」

　そんな事いわれても知るか。透は心の中で毒づく。

　他人の事なんかどうでもいい。関わり合いになりたくない。

「名前くらい覚えなさいよ。人付き合いの基本よキホン」

　人付き合いなんてするつもりはない。横に座っている、ただそれだけの関係じゃないか。

　どうせ、一年もすれば、もう会う事もなくなるんだし。

「あーあ」

　嘆なげかわしい、という様に、灯璃は天を仰あおいだ。

「んじゃあさ、これから、皆みんなでどっか行こうよ、少年。クラスの暇ひまなヤツ集めるからさ。

　別に彼女とか友達とかは言わないけどさ、とりあえず顔合わせ。

　そういえば、キミの歓かん迎げい会かいって、まだ誰もやってないでしょ？」

　余計な事を、しないでくれ。

　透は、深海の岩石のような感情を、無表情に飲み込んだ。

　おれに、構わないでくれ。おれに、近づかないでくれ。

「……なんで、そんななの。キミは」

「生まれつきじゃないか」



    

  
    
      「テキトーな事言わないでよ。山田先生に聞いたよ。キミ、中学の時は友達も多かったし、人付き合いもちゃんとこなしてたらしいじゃないの。そりゃ、引っ越こして、知り合いが一人もいなくなって心細いってのは分かるけど、自分から動かないと、新しい友達なんて……」

　中学時代。もう、遥はるか異世界の出来事のように感じる。いや、確かにそれは異世界の出来事だ。もう、あの事件の前には、戻もどれないのだ。何があっても。

「そうだ。キミ、何か、部活とか入ったら？」

「部活？」

「部活。……そうだ、学園行事実行部なんかどう。今、学園祭の準備で、物もの凄すごい人手不足だからさ、今から入っても、絶対歓かん迎げいしてくれるよ。実際、私も、今年から入って、新しい友達とか一いつ杯ぱい出来たし。

　そりゃ仕事は忙いそがしいし、辛つらいけど、そうやって積み重ねた事は、将来にも」

　冗じよ談うだんじゃない。透は思った。

　もう、とっとと切り上げよう。多少、失礼になっても構うものか。

「ごめん。そろそろ帰らなきゃ。また、考えとくよ」

「……はあ」

　灯璃は、露ろ骨こつにため息をついた。一拍ぱく置いて、口を開く。

「山田先生が呼んでたよ。放課後、職員室に来いってさ」

　何だ。用があったのか。だったら最初に言ってくれればよかったのに。



「どうだ。氷見。学校には、もう慣れたか」

　山田は、職員室の自分の机に座ったまま、言った。学生の目から見ても、まだ職員室が似合っていない。去年からの新人教きよ諭うゆらしい。

「ええ、まあ」

　机の脇わきに突つっ立ったまま、透は曖あい昧まいに返事する。

「そうか」

　山田は、しばらく視線を彷徨さまよわせ、そっと言った。

「……こんな事を聞くのは、あれかもしれんが」

「何ですか」

「……無視されているとか、いじめられているとか、そういう事は……ないな？」

「別にないですよ」

　即そく答とうする。

「そんな事は、全然無いです」

　これは本当だ。クラスの連中は、いいヤツが多い。見る限りみんな仲がいいし、転校生である自分にも、かなり積極的に声を掛かけてくれる。

　客観的に見ても、いいクラスだろう。

「お前は、いつも客観視点だな」

　まさか心の中を読んだわけでもないだろうが、山田はズバリと言った。

「そうですか」

「そうなんだ」

　高校の担任教諭は、自分の言葉に、得心したように頷うなずく。

「今、何気なく言葉にしてみて、分かった。お前に、ずっと感じていた、違い和わ感かんの正体が。

　最初は、単に、気が小さいのかと思ってた。だけど違ちがった。お前は、ここで、いつも客観視点なんだ。お前は、ここに、自分がないんだ。いや、ここに限った話じゃないかもしれないな。すまんが、憶おく測そくで言うぞ。お前、家でも、多分、そんな感じなんだろう」

「……」

「お前、舞ぶ台たいに立ってないんだよ。現実世界っていう舞台に。みんなが舞台にいるのに、一人だけ無表情に客席に座って、舞台に立っている自分以外の全員を見てる、って感じだ。何にも感じないで、何にも感じようとしないで、舞台から呼ばれてもただ無視して、ただ、見てる。そんな感じだ。お前、クラスに……じゃない。社会に、参加してないんだよ」

　そう言われてみれば、そんな気がする。この人、なかなかの観察眼があるのかもしれない。将来、結構立派な教師になるのかもしれないな。

「ほらまたそれだ。お前、今、おれの話、自分の事として聞かなかっただろ」

　なるほど。

「……幕が閉まったあと、役者がみんな立ち去ったあと、お前は、どうするんだ？」

　どうする、と言われても。退場するしかないんじゃないかなあ。

「質問を変えよう」

　山田は、椅い子すに座り直した。

「お前、進路は、どうするつもりだ？」

「……」

　別に、何も考えていない。高卒の資格は、あった方がいいとは思うが、中退なら中退でも別に構わない。おれは、一生、あの家で過ごす。おれの人生は、それだけだ。

　それだけでいい。積み上げなければ、壊こわされる事もない。何もしなければ、何も起こらない。ずっと、平和でいられるんだ。不幸にならなくて済むんだ。

「金がなくなったら、働かなきゃいけない」

　金ならある。両親の遺産と、生命保険。無くなる頃ころには、おれはもう老人だ。早ければ死んでいる。

「結けつ婚こんする為ためには、恋こい人びとを作らなきゃいけない」

　結婚なんかしない。

「子供の前では、働くオヤジの姿を見せなきゃならない」

『おれの子供』なんか、要らん。

「人生の成功とは、そういうものなんだ」

　成功？

　成功して、

　成功して、どうなるって言うんだ？

「人の中に入って、日々、生活を積み重ね、将来、ささやかな成果を喜ぶ。

　これが、人間の、幸福なんだよ」

　人間の生活？

　生活を積み上げて、幸せを作って、それで、どうなるっていうんだ？

　透は自覚した。息づかいが荒あらくなっている。やばい。止まれ。思っても、止められない。この先に、進んではいけない。考えてはいけない。この先の事を、考えてはいけない。成功してどうなるって言うんだ。数十年努力を積み重ねて、どうなるって言うんだ。考えてはいけない。もう止めろ。もう何も考えるな。あの事を、思い出すんじゃない。恋人を見つけて、結婚して、それでどうなるっていうんだ。止めろ。今すぐ止めろ。考えるのを止めろ。この先に進むのを止めろ。これ以上考えるのを止めろ。これ以上思い出すのを止めろ。子供を作って、そして育てて、辛つらい思いをして育てて、そして、それが何になるって言うんだ。子供が大きくなって、やっと苦労が実ったと幸せを掴つかんで、そしてどうなるって言うんだ。もうダメだ。本当にダメだ。止まらない。止められない。日々積み重ねて、数十年積み重ねて、数十年かけて、幸せをつくって、そして、

　そして、卑ひ口ぐちのようなヤツに、また、ぶっ壊されるのか。

　数十年かけて築いた幸せが、たかが一人の不良少年とやらの、たかが数時間の楽しみの為だけに、面白半分に、ぶっ壊されるのか。その数時間、卑口を楽しませる為、ただその為だけに、両親は苦労してきたのか。壊れた時の絶望を感じるただその為だけに、数十年積み上げてきたのか。その数時間、ただ卑口に楽しませる為だけに、錫すずは成長してきたのか。その為だけに育ってきたのか。その為だけに生まれてきたのか。その為に、両親は出会ったのか。その為に、両親は育ってきたのか。

『その通り』なんだ。両親は、卑口に錫を捧ささげる為に今まで毎日毎日仕事して金を稼かせいで飯を作って飯を食わせてきたんだし、錫は、数時間の地じ獄ごくを見る為だけに今まで飯を食って色々な経験をして育ってきたんだ。もう、反論は、出来ないんだ。あの日、両親と錫の時間は、ぶった切られてしまったんだから。もう、何も、出来なくなってしまったんだから。そんな不公平な、何の救いもない、どうしようもない結論を、強制的に、反論の余地もなく、押おしつけられて、そのまま──！！！！！

　世界は、そんな形をしているんだ。やった者勝ちだ。やられた者負けだ。何をどれだけ努力したとか、そんな事は関係ない。『向こう』が、その気になったら、全て終わりなんだ。

　そんな所に、また、参加しろというのか。ぶっ壊されて跡あと形かたもなくなった物を、また、一から、積み上げろというのか。また、いつか、ぶっ壊される、その日まで。

　息が。

　透は、気付いた。あれが、始まった。久しぶりに。

　息が、出来ない。

「透！」

　声が、遠くから聞こえる。はっはっはっという犬のような吐と息いきが聞こえる。自分の音だ。シャツが汗あせにまみれて気持ち悪い。きつく閉じた目が中から飛び出してくるように痛い。

　あいつは、もっと苦しんだはずだ。

　錫は、もっと苦しかったはずだ。最期の一いつ瞬しゆんまで。

　あいつの人生は、あの時に、苦しみの中で止まってしまって、もう、絶対に、動き出したりはしないんだ！

「…………！！！！」

　まわりの人間が、不ふ審しんな視線を向けているのが分かる。どうせ、悲劇ぶった思春期の小こ芝しば居いくらいにしか思っていないのだろう。そうだおれは悲劇の主人公さ。どこにでもある、珍めずらしくもない、ごくありふれた、悲劇の主人公だ。そう、よくある出来事だ。数えるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいくらい、よくある事件だ。よくある、どこにでもある、被ひ害がい者しやですらない、普ふ通つうの人間だ。そうだよこんな事はありふれたことさ。馬鹿馬鹿しいだろう。馬鹿馬鹿しいのさ。人生なんて馬鹿馬鹿しいのさ。世界なんて馬鹿馬鹿しいのさ。もうどうでもいい。好きなようにやればいい。おれは何も言わない。その舞ぶ台たいの上で、人生を続けるがいいさ。おれは参加しない。してたまるか。おれは──

「……!!」

　透は、目を開けた。口の中で、血の味が広がる。

「帰ります」

　呟つぶやいて、きびすを返す。

「そうか」

　山田は、名な残ごり惜おしそうに、言った。

「もし…………なら、いつでも言いに……」

　最後まで、聞く必要なんかない。

　おれは、もう、何も、したくない。もう、この部屋には、来ない。

　留年か。退学か。知った事か。



　家に帰り、門を開けても、少女の声は聞こえてこなかった。

　代わりに、居間からテレビの音が聞こえる。今日の宇宙人はテレビに夢中らしい。

　着き替がえの為ために居間を横切る。思った通り、少女はコタツ机に頬ほお杖づえをして、テレビに釘くぎ付づけだ。こちらに視線を向けさえしない。こいつは必要な時以外は挨あい拶さつすらしない。気楽でいい。

　着替えを済ませ、居間へと戻もどる。特に、やる事もない。とりあえず、そこらに散らばっている新聞を拾い集めてみる。

「おい、透」

　突とつ然ぜん少女が喋しやべった。テレビに向けた視線はそのままで。

「イモコンをよこせ」

「リモコンか」

「そうだ」

　畳たたみの上にあったリモコンを拾い、無言で放り投げる。少女は顔の方向を変えもせず、腕うでだけを動かして、空中でそれをキャッチした。巧うますぎる。

　無言で音量を上げ、また無言。こいつには気まずいとか場が持たないとかそういう発想はない。向こうがそうならこっちもそれでいいわけで、とても有り難い。

「水をよこせ。集中力がとぎれてきた」

「自分で入れろ。水道の使い方は覚えただろ」

「私は情報収集中だ。系統化された情報群は一断片の欠損によりその価値を格段に落とす」

　テレビ見たいから動けないって素直に言え。

「頼たのんだぞ」

「はいはい」

　結局動いてしまう自分は、結構けなげだと思う。

　台所へ行き、そこいらにおいてあったコップの中に、洗いもせず水道水をぶち込む。

　少女はコップを受け取ると、一気に飲み干した。

「味がない」

「お前、味覚なんてあったのか」

「最近自覚した」

　視線をテレビから話さないまま、コップを机の上に置いた。

「今の私は、きさまらと同じく、情報処理機能と生理機能が相そう互ご干かん渉しようしている。

　そのせいだろう」

「そんなややこしい事、してる自覚ないけど」

「だから、きさまらは不合理なのだ……ところで、相談なのだが」

　相談ならテレビから目を離はなしたらどうなんだ。

「何だよ」

「トイレに行きたいのだが、番組が終わらん」

　小学生か。

「これは途とち中ゆうで止められんのか」

「止められん」

　あの日、隕いん石せきにぶっ壊こわされたテレビは捨ててしまった。ここにあるのは、祖父が使っていたテレビだ。ビデオなどというハイカラなものも、勿もち論ろんついていない。

「困るな」

「我が慢まんしろ」

「そうする。可能な限り」

「不可能にすんなよ。頼むから」

「きさまらは不便すぎる」

　一言言い捨て、そのまま、また能面モードに入った。無表情。じっと見つめてみても、何の反応もない。

　まあ、置物としては、結構上等な部類だ。透は視線を落とした。コタツ机の上に新聞を広げながら、なんとなく、思い出す。

　ちょうど十日前、ここに、こいつがいた。



　始業式の日、家に帰ったら、コタツ机の上に、少女が座っていた。

　まだ布団を被かぶっていたコタツ机の上、少女は、化け猫ねこのようにそこにいた。

　少女は、ホームレスから引きはがしてきたようなボロ布を身に纏まとい、やせ細った身体で、ぼさぼさに伸のびた髪かみを、ただ垂らしていた。

　コタツ机の上の少女は、こちらを確認すると、その痩やせこけた顔を機械仕じ掛かけのように傾かたむけ、「笑う人形」という題名がついた陶とう器きの美術品のような表情を浮うかべて、

　そのまま、夜や叉しやのように、飛びかかってきた。

　殺される。一片の曇くもりもなく、そう思った。そう思って覚かく悟ごしたその瞬しゆ間んかん、心臓の上、肩けん胛こう骨こつの真ん中あたりに凶きよ悪うあくな痛みを感じた。刺さされた。いや、噛かまれた。どっちにしろ、今、おれは死んだ。やけに冷静な感情に自分自身驚おどろきつつ、ああ死ぬ直前ってやっぱり結構長いんだなあなどと呑のん気きな事を考えつつ、そして、せめて最後に、どんな死に方をするのかちょっと確認しよう、などと訳の分からん事を思い立ち、いつの間にか瞑つぶっていた目をゆっくりと開いて、

　少女の額の、紅あかい宝石が目に映った。

　顔を上げた宝石の少女は、血にまみれた口をゆっくりと開き、陶器の表情を貼はり付けたまま、神のように宣言した。

「きさま……私の、つがいに、なれ」



　ちょっと妄もう想そう気味なコが、どこかから脱だつ走そうしてきたのだろう。

　少女を落ち着かせ、噛まれた傷を一応手当てして、少し自分でも落ち着いて、そういう「常識的な」判断を下した。とりあえず警察に連れん絡らくしよう。そう思って立ち上がった瞬間、

　かたかたかた……かたかたかた……。

　奇きみ妙ような音が、居間の中に、家の中に、響ひびき始めた。

「……？」

　思わず、電話に伸ばした手を止め、耳を澄すます。

　かたかたかた……かたかたかた……。

　暗黒の妖よう精せいの戯たわむれのような、恐おそるべき小人の足音のような、微かすかな音。

「ガラス……？」

　ガラスが、震ふるえていた。居間の、台所の、中庭のサッシの、全てのガラスが。

　家中のガラスが、震えていた。怯おびえるように。笑うように。

「おい──」

　少女の顔を、見た。

　陶器に、亀き裂れつが入っていた。

　亀裂は、笑いの形に釣つり上がった、少女の唇くちびるだった。

　少女の額の宝石が、輝かがやいた──様な気がした、次の瞬間、

　始めての『鞭むち』を、食らった。触ふれられてすらいないのに、猛もう烈れつな痛みが出現した。さっき、噛まれた場所に。胴どう体たいにキリを突っ込まれているような、猛烈な痛み。五ご寸すん釘くぎを打ち込まれるワラ人形の気持ちがとてもよく分かった。悲鳴すら上げられず傷口を押おさえて居間の床ゆかに頽くずおれて、そして永遠にも近いような長い長い数分が経過したあと、解放された身体をおずおずと起こして、そして、

　少女と、再び、目が合った。

「言っただろう。抵てい抗こうは……無む駄だだ」

　少女の形をした何者かは、たどたどしい日本語で、繰くり返した。

「きさまは、もう、わたしの、つがい……だ」



「おい」

　声を掛かけられ、透は我に返った。思い出に浸ひたっている暇ひまもない。

「何とかしろ」

「何とかって何を」

「トイレに行きたいと言っとるだろうが」

　まだ我慢してたのか。

「我慢すれば行かんで済むというものでは……ないだろう……が……っ」

　口をきくのも辛つらいんなら、行ってこいよとっとと。

「言っとくけど、服はそれ一着しか買ってないからな」

「トイレ行きたい」

「知らん」

「……いじわるっ」

　…………………………………………うわ。

「どうした」

「お前、そんな言葉、どこで、覚えたんだ」

「昼のテレビで似たようなやり取りがあった」

　真っ昼間からギリギリなもん放映してんじゃねえテレビ局。

「不適切な言語だったか。予想外の意思伝達が出来たようだが」

「……黙もく秘ひします」

「きさまらは不可解だ」



　無事にＣＭが始まった。

「このＣＭというものは、その為ためにあるのか」

　戻もどってきた少女は、まったく同じ姿勢で、まったく同じ場所に座った。そのまま、まったく同じ視線をテレビに向ける。

「情報の連続性を断ち切る事の意義が分からなかったのだが。なるほど、きさまらは元々、連続性のある情報活動などというものには無む縁えんだったのだな。不便な事だ」

　スポンサーとか宣伝とか、めんどくさいから説明しなくていいや。

「お前は出来るのかよ」

「私は発生より三億年、連続して精神活動を行っていた」

　さんおくねん。地球にでっけえ爬はち虫ゆう類るいがうろついてた頃ころだ。

「そんなに長い間、何考えてたんだよ」

「素体融ゆう合ごうの際封ふう印いんした」

「些さ末まつな事を考えていたわけか」

「先に些末事項と言ったのは、あくまでも便べん宜ぎ上だ」

　少女は始めてテレビから視線を外し、透の方を向いた。

「私の所有していた情報量は高こう濃のう度ど広こう範はん囲いにわたっており、神経伝達によってのみ保存、展開、出力されるヒトの脳には元々大きすぎる容量だったのだ。無理に全ての移植を行えば、この身体、私と融合し私そのものとなったヒトの体は、機能障害を起こしてしまう。故に最低限の、真に最低限の物のみを残して、かつての私であるこの紅あかい宝石に封印せざるを得なかった。きさまがもし今の『私』を、知識足らずと侮あなどるのであれば、それはあくまでもきさまらヒトの限界そのものに根するものであって、取りも直さずきさまら自身の」

「わかったわかった」

「わかればいい」

　またテレビに視線を戻した。

「……ところで、質問があるのだが。答えろ」

「何だよ」

「カクヘイキは、どこへ行けば手に入る？」

「……は？」

　透は、新聞を捲めくった。

「核かく兵へい器き、だ」

　少女の視線の先、テレビを見てみる。戦争のドキュメントだ。

　核かくミサイル基地を模したスタジオで、コメンテーターが偉えらそうに喋しやべっている。

「何に使うんだそんなもん」

「破は壊かいと殺さつ戮りくに使うのだ」

　言い切った。

「他に使い道があるのか」

「平和維い持じとか安全保障とかにも使える」

「冗じよ談うだんは嫌きらいだ」

「すまんな」

「私は真しん剣けんなのだ」

　少女は頷うなずいた。

「で、どこに行けば手にはいるのだ」

「コンビニに売ってるよ」

「コンビニとは何だ」

「店」

「それは旧ソ連とか中近東あたりにあるのか」

　なんだこのハンパな知識は。

「高いから諦あきらめろ」

「高いのか」

「国家予算クラスだ」

「私の所持金では足らんのか」

　宇宙人は、クマのぬいぐるみを買って貰もらえなかった少女のように落らく胆たんした。

「残念だ」

　可かわ愛いいなあこいつ。

「ところで何だ。その『私の所持金』ってのは」

「きさまの持っている預金残高だ」

「それはおれのだ」

「だから私のだ。きさまは私のつがいだぞ。当然だろうが」

　史上これほど傲ごう慢まんで、かつ、ありふれた発想があるだろうか。

「しかし足らんのなら仕方ない。やはり近道はよくないな。正せい攻こう法ほうの一いつ環かんとして手に入れるのが、最も手っ取り早いか」

「正攻法？」

「『私の子供達』が、この国の支配層を占しめるようになって、それからだ。『私達』の能力はヒトを凌りよ駕うがしており、それはたやすい。そこまでで、だいたい三世代を目標にしている」

「遠大な計画だよ。つくづく」

「たかが数十年先の話だ。『私』自身は生理的限界により消去済みだが、何の問題もない」

「死ぬ寸前まで孫の進路に口挟はさむ気かよ」

「『私達』には、自他の価値観による意見相違など、あり得ない筈はずだ。

『私の子供達』は、『私』の意志のままに自らを研けん鑽さんし、自らを高め、そしてヒトの社会で高位の一員となる。そして理想的なつがいを見つけ、子供を作る。

　それは、『彼ら』の意志でもある」

「便利だなあ」

「きさまらが不可解すぎるのだ。

　多種に分かれて互たがい同士争うという、その生物理念だけでも大変な浪ろう費ひなのに、

　この上、まだ世代、個体同士争うなど、考えられん。不合理に過ぎる」

　テレビ画面からは、いつの間にかコメンテーターが姿を消していた。代わりに映し出されているのは、核のドキュメントだ。かつて実験が繰くり返され、草木一本生えなくなった大地。死の色に染まった湖。後こう遺いし症ように苦しむ、周辺住民。

「日本には平和憲法って物があるんだが」

「機械はスイッチを押おせば作動する。他の要素はない」

「お前、時々核かく心しんつくよな」

「きさまの言葉は時々分からん。……これは、便利だ。今の私にとっては」

　ヒロシマ、ナガサキの悲劇。消し飛ばされた、数十万の人生。

「『敵』が、数十万人に紛まぎれようとも、数十万人ごと滅ほろぼす事が出来る。

『敵』が、都市を支配しようと、都市もろとも、消失させる事が出来る」

「人類、滅びるんだけど」

「ヒトの滅めつ亡ぼうなど、私には関係ない」

　画面が、真っ暗に染まった。真ん中に、地球が現れる。

「『敵』さえいなくなれば、『私』の生存は、保証される」

　核かく戦せん争そうのシミュレート。地球の一部に、紅あかい点が生まれる。

　紅い点は、瞬またたく間に広がり、地球を覆おおい尽つくした。

「便利だ」

　紅が燃え上がり、地球が灰になる。趣しゆ味みの悪い。

「そうだろうな」

　透は、テレビから目を離はなし、新聞のページを捲めくった。

　今日の四コマ漫まん画がはいまいちだ。



    

  
    
      三章　極きよ相くそう






　一週間ためた洗せん濯たく物ものは、土曜日に洗う。

　風ふ呂ろ場ばの横にある水洗いスペース、そのど真ん中に据すえ付けられた洗濯機を回し、洗濯物を回収、手て提さげのプラスチック籠かごに突っ込む。重くなったプラスチック籠を下げ、さて干そうと庭に一歩踏ふみ出した、まさにその瞬しゆ間んかん、インターホンに呼び出された。

「何だよ……もう」

　軽く舌打ちして籠を置き、サッシを開ける。この家のインターホンには、家主に優しい音色とか、お客様をもてなす心ここ地ちよい響ひびきとか、そういう洒しや落ら臭くさい心ここ遣ろづかいはない。とにかく客が来た早く出ろ他の事は知らんとばかりに騒さわぎ立てる。

　擬ぎ音おんにするとギュワオオオオオオって感じ。

「あれが断だん末まつ魔まという奴やつか」

　居間にいた少女が、また間ま違ちがった台詞せりふを吐はいた。

「お前起きてたのかよ」

　だったら来客対応くらいしてくれよ。喉のどまで出かかった言葉を飲み込む。こいつの唯ゆい一いつの洋服であるＴシャツとジーンズは、只ただ今いま十日ぶりに洗せん濯たく中。今は、乾かわくまでの繋つなぎとして貸してやった男物のパーカーを、上からかぶっているだけだ。サイズが合わないから基本的にぶかぶかで、しかもズボンもはいてないから立ち上がるとミニスカワンピースみたいになる。なんか物もの凄すごく危険。色んな意味で。

「起きていた。何か用か」

　少女は工事現場のクレーンみたいな動きで上半身を動かした。だぶだぶの袖そでが、遠心力の実験素材みたいに複雑に波打つ。

「いや別に何にも」

　余計なことを考えないでおこう。なぜか固く決意しながら、透とおるは玄げん関かんへと回った。玄関のカギを外す。なんとカギは「つっかい棒」だ。これはもう伝説級ハッカーであろうと世界的怪かい盗とうであろうと外からの解かい錠じようは不可能に近い。日本家屋恐おそるべし。

「よっ」

　玄関の戸が開き、来客者が姿を現した。クラスメイトの女子生徒が一人。当たり前だが、私服だ。白い清潔なシャツの上に、春らしい薄うすいピンク色の長なが袖そで上着を着て、左ひだ肩りかたから、やけに子供っぽいオレンジ色のカバンを提さげている。

「おはよっ」

　左手を挙げて、来客者は挨あい拶さつした。肩掛けのカバンが元気に跳はねる。

「あ、おはよう」

　確かこの人は……ええと、学級委員の、

「灯あか璃りさん」

　何とか思い出した。内心を押し殺し、愛想笑いを顔に貼はり付けて挨拶を返す。

「あーごめんね。突とつ然ぜん邪じや魔ましちゃってさあ」

　灯璃は、照れくさそうに右手で後頭部を掻かいた。

「いや、ちょっと昨日、山田のヤツにお使い頼たのまれちゃってさ。

　何か、キミに、お手紙」

「あ……ああ」

　曖あい昧まいに頷うなずく。昨日、途とち中ゆうで退出してしまったんだった。何か用事があったのか。

「なんか、前の学校での書類だって。成績表とかだと思うけど」

　言いながら、右手で、持っていたカバンを探る。

「いや、月曜でもよかったんだけどさ。ちょうど暇ひまだし、キミの家って、来た事無かったし」

　わざわざ持ってきたのか。それは、わざわざありがとうと言うしかないが、用事がそれだけって事はないだろうな。

「ところでさ」

　カバンに右手を突っ込んだまま、学級委員長は顔をこちらに向けた。そら来た。

「今日、みんなで遊ぶんだけどさ、今日、これから予定ある？　透」

　この人、本当に世話好きなんだろうなあ。心の中で感心する。姉あね御ご肌はだというか面めん倒どう見みがいいというか。あのクラスが理想的にまとまっているのも、この人徳のおかげが大きいんだろうな。きっと。

　だからといって参加する気はないが。

「あ……と」

　何とか、カドを立てずに断りたい。たとえ断れても、カドが立つと、またそれはそれで面めん倒どうな事が増える。これから洗濯物を干す……と言えば、一応理由にはなるが、そんなもん、実質半時間もかからない。終わるまで待ってるよ、と言われたら、もう断りにくくなってしまう。

「何かあったのか、透」

　とっとっと、という軽い足音が、食堂から響いてきた。

「敵意のある者なら、早々に」

　よしこれだ。透は後ろから近づいてきた少女の首根っこを掴つかみ、引き寄せる。

「何をする」

「あーごめんごめん。ほら、今日は、こいつが来てるんだよ」

「え？」

　灯璃は、右手を下ろした。少女の方に視線を向ける。

「……あわ」

　その視線を少女に釘くぎ付づけにし、灯璃は口を開いた。

「…………何か、用か、女」

　少女は、灯璃の視線を受け止めつつ、憮ぶ然ぜんとした顔で呟つぶやく。

「あいにく私は、きさまなどに……」

「きゃあああああああ可かわ愛いいいい何これ何この子うっひゃあああ」

「きさまなどに用は……っ！　おい、何をっ」

　全く何の予備動作もなく少女を抱だき上げた灯璃の叫さけびが、日曜の朝に響ひびきわたった。

「あああああああ丸っこい可愛いぷにぷにしてるうわああああ」

　灯璃は、少女を両りよ腕ううでで抱き上げたまま絶ぜつ叫きようする。他人ん家の玄関で。

「何をするかっ放せっこの女っ」

「うわああああな何か動いてる喋しやべってるひゃああああああ可愛いいいいい」

　腕の中でじたばたする少女に負けず、灯璃はさらに両腕に力をこめる。

「だから私はきさまなどに用はないっ。おい透っ。この行こう為いは何だ何の意味がっ」

「あー。あの、灯璃さん」

　透は、おずおずと言葉をかけた。

「おい、やめろ！　頬ほお擦ずりをやめろー！　私の顔が擦さつ過かし傷ように！」

「うひょおおおおおお一生懸けん命めいになってるうああああああああ」

　何一つ聞いていない。

「おい、何を、ちょっとどこに手を入れ……どこを……っ触さわって！」

「ひゃあああああ反応してるうぅうううううううう」

「やぁ……っ……やめ……やめろー！　お、おろせー！　私を拘こう束そくするなー！」

「ねぇ、これ何？　これ誰？　キミの妹かなんか？」

　名な残ごり惜おしそうに少女を下ろしながら、灯璃は瞳ひとみを輝かがやかせて聞いてくる。

　何でこんないきなりテンション高いんだこの人は。可愛いモノ好きか。

「私は、こいつの」

「親しん戚せきの子だよ」

　透は、少女の言葉を遮さえぎって、言った。

「おれ、今、一応、叔お父じさんの保護下にあるわけだからさ、それでまあ、こういう感じに、たまに面倒見てるんだ」

「何で、こんな格好してんの？」

　ずばりと聞かれて思い出した。しまった忘れてた。何やってんだよおれはアホか。

「私の服は、今、この男が洗せん濯たく」

「さっきこいつがジュースこぼしてそれで急きゆう遽きよ洗濯する羽目になってほら染みになるし染みになったら取れないしいや別にそれだけで特に大した意味とかなくていや別に本当に」

「へー」

　しかし、灯璃は不ふ審しんに思った風でもなく、素直に感心した。

　そのまま、パーカー一着の少女に、笑いかける。結構動じない人なのかもしれない。

　笑いを向けられた少女は、灯璃の動きを警けい戒かいしつつ距きよ離りを充じゆ分うぶんに保ちつつ、「む」という感じに眉まゆをひそめた。

「ほら由ゆ宇う、挨あい拶さつしろ」

「私は親ひぇきのほなろへはなひ」

　口を開こうとした少女の両りよ頬うほおを掴み、笑みの形に引っ張ってみる。

「ひゃにをひゅる。ひひゃま」

「と言うわけで」

「ひひゃま、さひきん、わたひのあひゅかひが、ぞんじゃひに」

　わーよく伸のびる。子供の肌はだって柔やわらかいなあ。

「今日はダメなんだ。ごめん」

「わらひをおもひゃにふるんひゃなひ」

「うーん」

　灯璃は、カバンから封ふう筒とうを取り出した。

「じゃ、仕方ないね」

　白い、封ふうをされたそれを、右手を伸ばして、こちらに差し出す。

「一応、これ、渡わたしとくよ」

「ありがと」

「あ、ついでに。こっちの封筒は、ほら、昨日言ってた、学園行事実行部の、入部届けだから。気が向いたらでいいから、私の所へ持ってきて」

　そっちは別に要らない。

　まあ、ここで断るのも何だし、貰もらうだけは貰っておこう。透は、手を伸ばして二通の封筒を受け取ろうとして、

「ありがとう。わざわ……」

　絶句した。伸ばされた右みぎ腕うでに長なが袖そでが引っ張られ、灯璃の手首が露あらわになった。

　手首のあたりに、傷きず跡あとがある。不自然な、青色をした、瘤こぶのような膨ふくらみ。

　まるで、何か異形の物を、外側から突っ込まれでもしたかのような、異形の傷跡。

（…………え？）

　無意識の動作で封筒を受け取り、瞬まばたきをする。見覚えのある傷跡。

　自然にはあり得ない、青色の瘤。これは……この形は、

「おっとお！」

　灯璃は左手で瘤を押おさえ、戯おどけたように飛びすさった。

「他人の傷とか、あんまりじっと見ないでよ。えっち」

「いや、別に見てないけど」

　嘘うそをついた。

「うん、じゃ、そういう事で。また月曜ね」

　きびすを返し、元気に走り去ってゆく。その先に、昨日の丸まる刈がり野球部を始めとするクラスの連中が四、五人固まっているのが見える。そういえば、写真の女子生徒も混じっているような気がする。灯璃はそれに向けて、ダメダメ今日は無理というようなジェスチャーをしつつ走り寄っていく。遊びに来たというのは本当らしい。

　その、後ろ姿に向けて。

「ふん」

　少女は、鼻を鳴らした。

「あの女、そうか」

　クラスメイトと共に、楽しそうに歩いていく灯璃を見て、

「偶ぐう然ぜんだが、幸運だ」

　だぶだぶの服を着た宇宙人は、無表情に呟つぶやいた。

「予想より、早かったな」



「きさま」

　少女は二重を吊つり上げ、透の方を見上げた。

「な、何だよ」

「あの女は、何だ」

「何だって言われても」

　何だろう。

「クラスメイト」

「ふむ」

　二、三度瞬きをし、口を開く。

「きさま、あの女と交こう尾びをする予定はあるのか」

「何を言うとるんだ。おまえは」

「あるのかないのか」

「ないに決まってるだろうが」

「ならよい。とりあえずはな」

　ふい、と視線を外し、踵きびすを返して歩いていく。

「出会った若い男女は、八割以上の可能性で交尾、もしくはその予備動作をするのだ」

「テレビの見過ぎだ」

「そして旧ふるい女は捨てられるのだ。女の人生などそんなものだ」

「何を見てるんだおまえは」

「きさま、私を捨てるなよ」

　うわ可かわ愛いい。

「捨てたら殺す。女を」

　前言撤てつ回かい。

「そして、きさまの身体を壊こわす。以後自由意志は与あたえん。

　反はん抗こうは無意味だ。故に最初から止めておけ。実に合理的だ」

「はいはい」

「計画破は綻たん要因は全て消去する必要があるのだ」

「結局それかよ」

「当たり前だ。他にはない……ところで」

　ふいに立ち止まり、振ふり返る。

「私は、とそかんへ行きたい」

「とそ……？」

「本がいっぱいあるところだ」

「図書館か」

「そうだ。連れて行け」

　めんどくさい。今、外出を断った所なのに。

「テレビ見てろよ」

　何か、やる気のない子育てパパみたいだな。おれ。透は思った。

「テレビは良い。映像も音もある。情報量が多い。だがそれ故に、情報が恣し意い的、強制的に過ぎる。情報処理が未熟な時点での長時間視しち聴ようは、以後、将来の情報処理効率に、悪あく影えい響きようを及およぼすおそれがある」

　嫌いやだなこんな子供。

「というわけで、連れて行け。今すぐに」

「明日にしてくれ。早起きで洗せん濯たくして疲つかれた」

　透はわざとあくびをし、伸のびをした。

「干したら、寝ねるからな。……おれの教科書貸してやるから、それでも読んでろ」

「おお、そう言えば、そういうのもあったな。きさまは何を学習しているのだ。興味深い」

　玄げん関かんに放り出しっぱなしになっているカバンに駆かけ寄より、一気に開ける。

「……何だこれは」

　少女が取り出したのは『化学』の教科書だ。片手で掴つかみ、ぱらぱらと捲めくる。

　そう言えば、昨日の最後の授業は化学だったような。透は思い出す。音の性質だっけ。音は波は紋もんとなって空気中を伝わり、物質に触ふれると、その物質自体を共きよ振うしんさせる。人間の耳が聞こえるのは音によって鼓こ膜まくが共振するからで、湖の近くで大だい音おん響きようを鳴らすと水面が震ふるえたりするのも、この現象のせい。

「下らん」

　少女は教科書を放り出し、一言で切り捨てた。

「しかも薄うすい。きさまら、こんな物を、一年も掛かけて学習するのか」

「そうだよ」

「あのような大規模な集団行動をして、そして成し遂とげるのはこれだけか。

　なんと非合理的な」

「集団行動で社会性を養うとか、そういう意図もあるんだよ」

「きさまらはいちいち養わないと社会性がないのか。そもそも社会生物の癖くせに」

「ないよ」

　その上、養っても身に付かないヤツまでいる。

　例えば……あの……男のよう……に。

「……」

　唇くちびるを噛かみ締しめ、思考を閉じる。危ない…………危なかった。

「不合理だな。つくづく」

「はいはい」

「まあいい。短期間で学習するなら、それなりに価値もあるかもしれん。

　昼まで待ってやる。昼飯を食ったら、出るぞ」

「半日程度じゃ洗せん濯たく物ものは乾かわかないぞ」

「私は別にこのままの服装でも構わんが」

「たぶん五十歩行かんうちに通報されるから構え」

「通報されたら何かまずいことでもあるのか」

「帰ってこれなくなるんだよ！　物理的に社会的にあと倫りん理り的に！」

「ふむ」

　少女は余っている袖そでを、何かの旗印のように振り回した。

「ヒトの社会は難しい」

「難しくないっ！

　……ああもう。分かった分かった」

　ため息をつきつつも、和室のふすまを開ける。この家は、有り余る収納スペースに任せて何でもかんでも仕し舞まってある。よく探せば昔の服の一つや二つ、見つかるだろう。

「それでいい」

　和室に一歩入った少女は、そのまま、一番近くにあった箱を指差した。

　その指の先には、透とう明めいのプラスチックケースが置かれている。中身は真っ赤なジャージ。

　胸に縫ぬわれた中学校名も眩まぶしい、四年前のジャージだ。帰省の時に持って帰って、そのまま置いて帰っていたらしい。祖母が洗濯し、そのままきっちりと仕舞いこんだのだろう。

「あのな、この服は」

「服の属性などどうでもいい」

　冷たく言い捨て、さっさと居間に戻もどってゆく。一直線にコタツ机に座り、そのまま教科書を開いた。

「時間の浪ろう費ひは、好きではない」

「さいですか」

　まあ、本人がいいなら別にいいや。投げやりに思い、透はプラスチックケースに手を伸ばした。視線の隅すみで、なんとなく少女の手元を確認する。教科書は『倫りん理り学がく』だ。よりによってまあ物もの凄すごいものを。それって哲てつ学がくとか形けい而じじ上よう学がくとか、そういうたぐいの知識だぞ。

「哲学……ねえ」

　プラスチックケースを下ろしながら、軽く、呟つぶやく。

　また、妙みような事を、言い出さなければいいが。



　雲一つ無い青空の下、冬の寒さにとどめを刺さすような陽光が降り注ぐ。駅のホームに植えられた木々が、春風を受けて静かにざわめいている。見事な日本晴れだ。

「今日、外出したのは正解だった」

　赤ジャージの少女は、電車を降りて一言、呟いた。

「春はいい」

「春とか冬とか関係あるのかお前」

　何気なく言った言葉に、少女は、ふと、という感じで足を止めた。

「不思議だ。そういえば私は、なぜ、今、気分がいいのだろう」

「ホームで立ち止まるな。歩け」

「おそらく……前に言った、情報処理機能と生理機能相そう互ご干かん渉しようの結果だろう。気温、湿しつ度ど、日照、そういった様々な環かん境きようを統合した結果、『私の身体』が、「生存に適している」との判断を下し、そして『私自身』の情報処理に「気分がいい」という形で介かい入にゆうしてきたのだ」

「切きつ符ぷ、無くしてないだろうな」



    

  
    
      「私自身の情報処理機能は、明らかに変化を始めている。この素体と融ゆう合ごうした事により、きさまらに近づいている……否応なく、な。不合理だ。きさまらは、なぜ、こんな事をしているのだ。地球の生物は、なぜ、こんな風になっているのだ」

「あの機械に、切符を突っ込むと通れる」

「『かつての私』を統制していたのは『私の意志』のみであり、それ以外の物はなかった。『私』は『私』であり、それ以外の何物でもなかったのだ。……実に合理的だった。

　だが、きさまらはそうではない。きさまらは、そもそもが不合理なのだよ。

『生存』という合理を目指しつつ、設計が不合理。故に、きさまらは苦しむのだ。

　……永遠に。全てが死に絶えるまで。

　だが、確定しよう。その苦しみには、『何の意味もない』。

　この宇宙に、神などという物は存在しない。しないが、「仮に」いたと仮定するなら、私はまず、その者に抗こう議ぎをしたい。あなたは、なぜ、このような不完全な、不合理な、絶望的な、悲しすぎる、呪のろわれたとしか思えぬ者を、この世に作り出してしまったのか──あなたに慈じ悲ひはないのか、あなたに哀あわれみはないのか──と」

「子供料金なんだから、何か言われたら小学生って言えよ」

「どこから来て、どこへ行く……益やく体たいもない問いだ。答えは、出ないのだろう。出せないのだろうな。きさまらには。だが、私は問いかける。どこから来た。そんな事は、どうでもいい。過去は比ひ較かく対照に過ぎん。重要なのは未来だ。きさまらは、どこへ行く？

　……或あるいは、この問いの回答こそが、限界を迎むかえた『我々』を救う手段に……絶望に侵おかされ、『我々』の『敵』となり果てた『奴やつら』を、救う手段に、なるのかもしれない。

　故に、私は何度でも、問いかける。『きさまは、どこへ行く？』」

「ついたぞ」

　透は、目の前の建物を指さした。

「どこへだ」

「図書館」

　少女は、頷うなずいた。

「うむ。ご苦労だった」



　市立図書館と言うだけあって、中は結構な広さだった。三階建てで、階ごとに様々な資料が種類分けされている。一階が新聞、ビデオ、絵本、文庫。二階はハードカバーの文学書。三階は専門書といった具合だ。それぞれの階に膨ぼう大だいな書しよ架かが並べられ、中央部には、購こう読どく用の机、椅い子すが用意されている。

「トイレは一階だからな」

　透は、一階案内板の前で念を押おした。

「読んでて漏もらしたりすんなよ」

「心外だ」

「終わったら降りてこい。おれはこの辺にいるから」

「ふむ」

　少女は形のいい顎あごに小さな右手を添そえ、案内板を眺ながめる。

「重要度の高い知識から吸収すべきだと思う」

「勝手にしろ」

「ヒトの交こう尾びについての資料はどこにある」

「ない」

「私の計画には、必ひつ須すの知識なのだが」

「知るか」

「図解入りだとなお良い」

「あってたまるか」

「できれば無修正で」

　こいつとは一回、ちゃんと話を付けた方がいいかもしれない。

「ないっつってるだろ」

「案内所で聞いてこい」

「断る」

「では、私が自ら聞く事にする」

「お前がそれやった瞬しゆ間んかん、おれは全力で逃にげるからな」

「それは困る。私は一人では帰れない」

「じゃあやめろ」

「品しな揃ぞろえが悪いな」

「諦あきらめろ」

「帰りに、他の店で買う事にする」

　……何言ってんだ……この宇宙の人……

「金はあるだろうな」

「……おれが買ってきてやるから、お前は店の外で待ってろ。な」

「きさまに任せると、資料傾けい向こうが特とく殊しゆに偏かたよる」

「何を根こん拠きよに！」

「雰ふん囲い気きだ」

「非合理的な事言うな」

「私にも選ばせろ」

「ワガママ言ってると本当に置いて帰るぞ」

「きさまが何を怒おこっているのか、私には分からん」



　新聞コーナーのソファに座り込み、透は深いため息をついた。早くも疲つかれた。現在時刻、午後二時。どうせあいつは閉館の五時まで居座るだろう。

「三時間かよ」

　暇ひまだな。呟つぶやきつつ、目の前の机に置いてある本に、なんとなく手を伸のばす。新聞の縮小版だ。誰かが出して、そのまま本ほん棚だなに戻さずここに放り出していったのだろう。

　適当にページを開く。二月十二日。ここへ引っ越こしてきた、ちょうどその日の新聞だ。

　一面を丸ごと使って、『神奈川県で、謎なぞの爆ばく発はつ』というタイトルのニュースが載のっている。

　貼はり付けられているのは、『あの現場』の、第一報写真だ。倒とう壊かいしたマンション、炎えんじ上ようする木々、湧わき上がる黒こく煙えんが、素人デジタルカメラの荒あらい画質で撮さつ影えいされている。よく目を凝こらすと、自分が乗っていた引っ越しトラックが片かた隅すみに確認できるかもしれない。

『謎の爆発』が、隕いん石せきによるものだと判明したのは、翌日になってからだった。透は思い出す。直径数メートルはある高質量の隕石が、よりによって、早朝の集合住宅地に、直ちよく撃げきを食らわしてきたのだ。墜つい落らくの衝しよ撃うげきはコンクリートの建物を易々とぶち壊こわし、周囲の木々をなぎ払はらい、いくつもの人命を吹ふき飛ばした。結局、累るい計けい死者は百五十人を超こえ、行方不明者はその数倍。責任者も前例もない、未み曾ぞ有うの『宇宙災害』だ。

「あいつが、引き起こしたわけじゃないんだよな……」

　たまたま地球に落下する物体があったので、大たい気き圏けん突とつ入にゆうの為ため便乗した。

　少なくとも、本人は、『少女』は、そう言っていた。

「でなければ、わざわざこんな目立つ所には降りん」と、憮ぶ然ぜんとした顔で言っていた。素体融ゆう合ごう後、集まるマスコミと野次馬の包ほう囲い網もうをくぐり抜ぬけるのにえらい苦労をしたという。

　まあ、それなりに説得力もあるし、真実なのだろう。どうでもいいが。

　勿もち論ろん、だからといって、被ひ害がいが少しでもマシになるかというと、そうでもない。

　翌日、二月十三日の新聞には、死者行方不明者の名めい簿ぼが載っている。

　膨ぼう大だいな数の人命が、何ページにもわたって、アイウエオ順に、ただ並んでいる。

　なんとなく、名前の列に、眼を走らせる。

　西山彰久、西山祐介、西山雄三、藤原貴治、藤川啓一、藤川啓次……

　何の意志もなく、ただ並ぶ、名前の列。同じ名字の者が並んでいるのは、家族だろう。家族丸ごと、死んでしまったのだ。二月十二日の朝、突とつ然ぜん、防ぎようもなく。

　藤野敏博、藤野博宣、不破旭、不破千恵子、不破直人、不破直也……

「え」

　不破。どこかで聞いたような。ページを捲めくる。

　派手な枠わく飾かざりに囲まれた、『十二時間後の奇き跡せき』というタイトルが、目に入った。事故発生から十二時間、瓦が礫れきの中から一人の生存者が発見されたというニュースだ。救急隊のタンカに乗せられ、運ばれていく少女の写真が、大きく載せられている。

「……灯璃」

　少女は、灯璃だった。不破、灯璃。記事の内容は、やけに感情的になっている。「絶望の中の奇跡」という大きなゴシック体が、中央に誇ほこらしげに掲かかげられ、少女の家族が、死んでしまった四人の顔写真が、隠かくされる事もなく、そのまま印刷されている。

　角かく刈がりの、ちょっとおっかない職人さん、って雰囲気の、不破直人。

　少し太った、優しそうな中年おばさん、不破千恵子。

　頬ほおに軽い傷きず跡あとを残した、大学生くらいの、大人しそうな青年。不破直也。

　大きな瞳ひとみを一いつ杯ぱいに使って笑う、中学生くらいの少女、不破旭。

　家族を失って、たった一人になって、それでも生きていく少女。

　記事は、そう、締しめくくられていた。

「…………」

　元のページを見る。名前が並んでいる。何ページにもわたって。

　数え切れない人命。数百人の死者。

「……」

　心の中で、声がする。心の隙すき間まから、微かすかに声がする。

　一発で、数十万人が死ぬ。

　数十万人を殺す。あいつは、あの『少女』は、事もなげに、そう言った。

　数十万という数字を、数えた事はあるのか。

　今、目の前にある、この名前の行列。無感情に並んだ、数百人の死者の行列。

　これの、千倍だ。それが、数十万という、数字だ。

　その意味を、お前は、考えた事はあるのか。

　お前は、何をしているんだ。こんな所で。

　灯璃は、生きている。家族を失って、たった一人になって、それでも生きているんだ。

　お前は、こんな所で、何をしているんだ。

「…………おれは」

「いよう！　奇き遇ぐうじゃねぇか！　氷ひ見み、透君！」

　横合いから響ひびいてきた場ば違ちがいな怒ど鳴なり声に、透は我に返った。

　反射的に、そちらの方を向く。男が、立っている。

「ハハハハ、久しぶりだな。一年ぶりか？　警察で会って以来か？」

　男は、周囲の非難の目をまったく意に介かいさず、大声で叫さけび続ける。

「あ…………」

　透は、口を開きかけたその形のまま、硬こう直ちよくした。不自然に日に焼けた顔、釣つり上がった目、いつも卑ひ屈くつに笑っているかのような口元、右手の甲こうにわざとらしい入れ墨ずみのシールを貼はり、オレンジ色のサングラスをかけた、男。

「ひ、」

　卑ひ口ぐち、降たか志し。その名前を、口にする事すら出来ない。口にすれば、また、恐おそろしい事が起きる。

「ハハハハハハ……ハハハハハハ！」

　一年前と、まったく同じ声で、調子っ外れな甲かん高だかい声で、男は笑う。心底、嬉うれしそうに。

「ハハハ！　嬉しいねえ、覚えててくれたのか！

　いやあ、奇遇だよな、おい！　事故以来だよな！　お、今日は勉強かい？　感心感心！　天国の両親も、きっと、喜んでるぜ！」

　こいつは、なぜ、こんな事を、口に出来るんだ。

　麻ま痺ひした脳みその片かた隅すみで、透は、考えるでもなく、ただ、思う。

　なぜ、こいつは、こんな事を、言っているんだ。

「いやぁ、思い出すよな、ちょっと貸せよ」

　卑口は、新聞の縮小版に手を伸のばしてきた。それがあまりにもおぞましいものに思え、つい手を引っ込めてしまう。その様子を見て、卑口はまた「ひひひ」という感じの笑みを浮うかべた。

「ほら、あったあった、これだよこれ！　いやあ、懐なつかしいよなあ！」

　去年の、四月一日。片隅の、小さな記事。

　本日午前八時、都内在住の氷見さん一家三名が、十八歳さいの、名も無き無職の少年が運転する車に跳はねられ、数時間後に死亡。ただそれだけの記事。

「不幸な『事故』だったよな。いや、全く！　ハハ……ハハハハハハ！」

　Ｔシャツが汗あせにまみれて気持ち悪い。染み出した水すい滴てきが背中からズボンの中に垂れる。

　なぜ、こいつは、こんな事を、言っているのだ。

　こいつは、あの日、両親と妹を車で轢ひいて、そして、妹を連れ去った。

　瀕ひん死しの両親の目の前から、娘むすめを連れ去って、そして、

「つくづく、妹は残念だったよな！　せっかくおれが『看護』してやったのにさ！」

　そして、家へと連れ込んだ。数時間後、三人は死んだ。

「ついうっかり、人を轢いてしまって、動転した。一人だけでも助けようと思って、連れて帰って、手当をしたけど、ダメだった。今は反省している」

　こいつは、そう証言した。

　そして、それが、通った。

　少女だけでも救おうとした。反省している、もう二度とやらないと誓ちかっている。

　気が動転していたのなら、仕方ない。免めん許きよ取り立てだったから、仕方ない。二は十た歳ちにもなっていない少年のやった事だから、仕方ない。

　だから、許してやろう。社会は、そう、結論を下した。

　刑けい務む所しよなんてとんでもない、前科なんて別にいい。保ほ護ご観かん察さつでも辛つら過ぎるくらいだ。

　だって仕方ないじゃないか。本人が、事故だったと、反省したと、言ってるんだから。

　生存者には、いくらでも、弁明の機会が、次の機会が、与あたえられる。

　生存者とは、この世に生き残った、勝利者なのだから。

　だって仕方ないじゃないか。被ひ害がい者しやは、死人は、何も言わないんだから。

　死者は、敗北者は、何を言うことも、許されない。何をする事も、許されない。

　死者は、この世界から強制退去させられた者は、敗北者なのだから。

　法律とは、そういう物なのだ。人間とは、そういう物なのだ。世界とは、そういう物なのだ。生命とは、そういう物なのだ。そういう風に、作られているのだ。最初から。

「……か……」

　口の中が乾かわく。卑口の顔から、目が離はなせない。

「ハハハ、そう怯おびえるなよ。オレが虐いじめてるみたいに見えるだろ？　可かわ愛いそうな透君？」

　なんだ、こいつは。なんだ、この人間は。

　なんだ。このヒトは。なんだ、この生物は。

「所でさあ、オレ、最近、新車買ったんだけどさあ」

　嬉しそうに、楽しそうに、卑口は言った。

「で、さあ、言いにくいんだけど、ローンがきついんだわ。

　ちょっと、何とかしてくれねーか？　ほら、前の車壊こわしたの、お前の家族だし」

　こいつは、何を、言っているんだ。なんで、こんな事を、言っているんだ。

　なんで、こんな事が、言えるんだ。

　なんで、世界は、こいつを止めないんだ。

「これ、オレの携けい帯たい番号だからさ。金が用意できたら、電話しろや。最低百万な。

　期限は、一週間だ。……返事しろよ？　ああ？」

　卑口は、シールを貼はった右みぎ腕うでで、パイプ椅い子すを握にぎりしめた。その手の中で、堅かたいパイプ椅子が、昆こん虫ちゆうの叫さけびのように、ぎちぎちと音をたてる。

　なぜ、こいつは、こんなに、笑っているんだ。

　なぜ、おれは、こんなに、苦しんでいるんだ。

「け、呆ほうけやがった。臆おく病びよ者うものはこれだから」

　考えてみれば、当たり前だ。

　おれは、大事なものを、失った。こいつは、力ずくで、それを得た。

『だから、』こいつは、幸福で、おれは、不幸なのだ。

　それだけだ。

　本当に、それだけなのだ。

　数十億年の間、生物は、そうして、生きてきたのだ。この男のように、生きてきたのだ。

　他のものを奪うばえ。他のものを殺せ。他のものを押おしのけろ。他のものに構うな。自分だけを存続させろ。そうすれば、お前は、幸福になれる。そうすれば、お前は、生きられる。

　生命とは、そもそも、そういうものなのだ。

　生命とは、神に、宇宙に、祝福されたものである──。一体、どこの馬ば鹿かが、そんな愚おろかな事を言い出したのだ。

　生きるとは、無条件で、いい事だ。生命とは、絶対に、美しい。どこの変態が、こんな自分勝手な事を言い出したのだ。

　生命とは、醜しゆ悪うあくな呪のろいだ。決して解けない、恐おそるべき呪い。

　生物は、最初に生まれてから数十億年、ずっと、呪われ続けてきたのだ。

　これからも、ずっと、呪われ続けるのだ。

　死ぬまで。全てが死に絶えるまで。



　意識は、猛もう烈れつな吐はき気と共に戻もどってきた。卑口は、いつの間にか、姿を消している。気にしている余よ裕ゆうはない。ふらつく足を動かし、身障者用のトイレに駆かけ込む。便器に、胃の中にあるものをぶちまける。

「……ひ」

　恐ろしいものが、胸の中からせり上がってくる。形のない、真っ暗な塊かたまり。ホースにゴムボールを無理矢理つっこんだような感覚。

「ぐ……」

　喉のどを押さえる。息が出来ない。空気が、喉を通らない。苦しい。

「透。どうした」

　後ろから、少女の声がする。今はそれどころじゃない。

　おれは、ここで死ぬ。トイレで死ぬ。卑口に、殺される。

　ヤツは笑うだろう。自分より弱いヤツが死んだ。そう言って、笑うだろう。生物の本能、そのままに。生きる事の素晴らしさを、生命の躍やく動どうを、命の輝かがやきを、全身で受け止めて。

　死ぬ。

「……!!」

　唇くちびるに、柔やわらかい感覚。その感覚を中心に、ゆっくりと、世界が、色を取り戻してゆく。

　胸の中の、真っ暗な塊が、また、希き薄はくになって消えてゆく。

「ふむ」

　少女は、唇を離した。付着した唾つばを、袖そで口ぐちで拭ぬぐい、呟つぶやく。

「生き返ったか。人工呼吸の手順は、きさまの教科書に記き載さいされていた。

　有り難く思え。死なれては、困るのだ」

「……」

「きさま、ひょっとして、何か、疾しつ病ぺいでも持っているのではないだろうな」

「…………」

「どうした」

「………………ないよ」

「何が」

「何にも、ない」

「それはいい。では私は、読書へと戻る」

「…………」

　踵きびすを返した少女の背中に、透は両りよ腕ううででもたれかかった。

　後ろから、両腕で、少女を抱だきしめる。

「何をする」

　これからも、おれたちは……生物は、こうして生きていくのだろうか。永遠に。この呪いと共に、生きていかなければならないのか。

「下らん事をするな。愚か者が」

　少女は、冷たく吐き捨てた。

「私に必要なのは、交こう尾び相手だ。好きだの嫌きらいだの、下らん概がい念ねんを持ち込むなよ」

　なんで、こうなのだろう。なんで、世界は、こんな形をしているのだろう。

　なんで、世界は、こんなにも、絶望に満ちているのだろう。

「時間の浪ろう費ひだ。離はなれろ」

「なあ」

「何だ」

「神は……いるのか？」

「いない」

「救いは、あるのか？」

「ない」

「希望も、ないのか」

「永えい劫ごうに」

　自分は、今、どんな顔をしているのだろう。

　少女は、今、どんな顔をしているのだろう。

「生命は、物質だ。宇宙は、物理法則だ。それだけだ。

　ヒトが求めているものは、きさまが求めるものは、『絶対に、ない』」

「そうか」

　トイレの天てん井じようは、真っ白だった。

「じゃあ…………もう、いいよな」

　全てに、幕を引こう。

　この辺で、終わりにしよう。全てを、初めに返そう。この呪のろいを、解こう。

　いや、そんな大層な事を、考える必要はない。ヒトは、生物は、生きてきて、そして、滅ほろぶ。『ただそれだけ』だ。ただ、それだけの事だ。他には何もありはしない。宇宙の涙なみだも、神の罰ばつも、悪あく魔まの嘆なげきも、何一つ存在しない。ただ、それだけの事だ。

「理解したか。私の言葉を」

　少女の精神は、氷結した金属だった。

「理解したようだな。私の絶望を」

　少女の瞳ひとみは、絶望の観測点だった。



「私の身体が成熟したら、報告してやる。

　……きさまらの世界は、それで、終わりだ」



    

  
    
      四章　寄き生せい






「おっはよー。透とおるちゃーんっ！　日曜のっ、朝だよーっ！」

　耳元で、でかい音が聞こえる。

「おーいっ。おっきろーっ！」

　そして、激しい金属音。ガンガンガンガンガンガンて感じの、途と切ぎれも遠えん慮りよもないただひたすらな騒そう音おん。フライパンかなんかを力任せに叩たたきまくってる感じ。

「ぬう。折角女の子が出張してきてあげてるって言うのにぃッ」

　音は、不ふ機き嫌げんな声になった。金属音が止まる。ああ静かになった。

　透は、再び眠ねむりの世界へと、

「おきろーっ！」

　戻もどっていこうとしたその矢先、また呼よび戻された。さっきより激しい金属音。ドガガガガガって感じ。ああこれはオタマだ。脳みその片かた隅すみで分ぶん析せきする。どこかの馬ば鹿かが、フライパンをオタマで叩きまくっている。

「うるせえ……」

　誰だ。どこの馬鹿だこの騒音の原因は。

「むうっ。こうなったら仕方ないっ」

　再び、金属音が止まった。続いて、

「由ゆ宇うちゃん、ダイビング・アターックッ！」

　金属音の残ざん滓しが、遥はるか彼方かなたに響ひびいて消えていく。ああ静かになった。良かったよかった。全く騒さわがしい夢だった。さて、あと少し、

「寝……うぐわはぁあああああっ」

　腹部に暴力的な衝しよ撃うげきを受け、透は飛び起きた。

「なっなにがなっ何だなにが何と」

「あ。起きた」

　寝起きの霞かすむ目を、腹の上、物理的衝撃と共に墜つい落らくしてきた「モノ」に、向ける。

「よっし、起きたね？」

　掛かけ布ぶ団とんの上に、フライパンとオタマを持った少女が、当然のように座っている。

「…………」

「はいはいそのまま目ぇ覚まして覚ましてっ」

　服装は、昨日と違ちがう。

　襟えりと胸元と長なが袖そでに不必要なまでの数のフリルをつけまくり、赤色チェックにブラックレースをあしらった装そうし飾よく過多のブラウスと、胸の中央にでっけえリボンをつけた、縦フリル真っ黒のジャンパースカート。頭の上を飾かざるは、まるで乾かわききって萎しなびた寿す司しみたいなデザインの真っ赤なリボンつき帽ぼう子し、正式名めい称しようプリンセスボンネット。以上合わせてゴシックロリータ、略してゴスロリ。別にゴシック建築にもロリータ文学にも関係なく、特とくち徴よう的てきな服装とそれに象しよう徴ちようされる精神性がその本質。日本には二十一世紀の始め頃ごろ、ビジュアル系バンドの趨すう勢せいとともにその存在が広がっていった。心の底からどうでもいい豆知識。

「…………」

　というわけで、分ぶん析せき完かん了りよう。お疲つかれ。

「寝る」

「おきろーっ」

「やかましい！」

　少女は、オタマとフライパンを持ったまま、フリルいっぱいの長袖を振ふりかざして両手を腰こしにあて、頬ほおをふくらました。

「透のいけずーっ」



    

  
    
      「…………」

　激しく動いた拍ひよ子うしに、襟の所から、外し忘れたらしい商品タグと値札が顔を出した。

　四つの０を引き連れた３の数字が、誇ほこり高くその身を顕けん現げんしている。三万円。

　さんまんえん。透は、口の中だけで呟つぶやいた。

「もう、知ーらないっ」

「………………」

　そのまま、見つめ合う。

「……………………」

「…………………………」

「………………………………」

　象だって殺せそうな長い長い沈ちん黙もくのあと、やっと、透は、口を動かした。

「……………………………………何やってんだ」

「朝のご・あ・い・さ・つっ。おっはよーっ」

「…………………………………………どこで買った、それ」

「乙おと女めのひ・み・つっ。うふっ」

「………………………………………………」

「………………………………………………………………」

「……………………………………………………………………」

「…………………………………………………………………………ふむ」

　ゴシックなロリータは、仮面を剥はがしたように表情を消し、フライパンを放り投げ、呟いた。

「効果はいまひとつ」

　投げ出されたフライパンが、非難のように派手な音をたてて転がった。

「まだ、実戦投入には早すぎたか」

「どこで買ってきたんだと聞いてるんだ」

「萌もえが足らんと思ってな」

　頼たのむから、会話のキャッチボールをしようぜ。

「昨日、学習したのだが」

　少女は布団から降り、正座して座った。オタマを持ったまま。

「きさまらの生せいし殖よく機能は、不ふ随ずい意い的だそうな」

「うわ」

「何故、思い切り嫌いやな顔をするのだ」

　今度は何を読みやがったんだ。こいつ。

「今後の参考に、情報処理機能のみによる性機能干かん渉しようを試みようとしたのだが」

　こころみんでいい。

「とりあえず様式から入ってみた」

　何で妙みようなところで日本人発想なんだよ。

「三万円で円えん滑かつに交こう尾び出来るなら安いものだろう」

「数字を出すな数字を」

「なぜうろたえる」

「……いや、いいです。別に」

「……奥おくが深い。萌えというモノはよく分からんな」

　真面目な顔して何言ってんだ。

「個々の学説提唱者による認識野が多様に過ぎる。文ぶん献けんの数も類を見ん」

　増えてるよなあ、最近。

「十年後、どうなっているかは、分からんが」

　滅めつ多たな事言わんでくれ頼むから。

「まあ、概がい念ねんや定義などどうでもよい。重要なのは、きさまだ」

　オタマを鼻先に突つきつけられる機会って、あんまりないと思う。しかもゴスロリ。

「要望があれば、言え」

「要望って」

「知っての通り、私は身体構造の代謝方向性を、ある程度、いじることが出来る。かつて、ヒトの身体を改造し、『この身体』を作ったように。かつて、きさまを改造したようにな。『今の私』には、かつて程の力はないが、とはいえ成長期の今なら、身体的特とく徴ちようを、将来、恣し意い的に再現できる。言え。叶かなえることは可能だ」

「不可能にしといてくれ」

「参考文献から選せん択たくするか」

「選択せんでいい」

「ネコミミくらいなら生やしてやらんでもない」

「生やすな」

「尻尾しつぽの方がいいか」

「いらん」

「にゃー」

「鳴くな」

「しかしこのネコミミというヤツはよく分からんな」

　少女は、ポケットから『参考資料』を取り出した。オタマを持ったまま。

「ヒトの頭ず蓋がい骨こつの形状を鑑かんがみるに、この位置での集音機構は不合理としか思えぬのだが」

「生理学的に考察すんな」

「退化した尻尾をわざわざ付ける意味も分からん」

「わからんでいい」

「何故きさまらは、このような、生存に適さぬ形状のモノに欲情するのだ」

「『きさまら』って言うな」

「生存に適した個体を発見し、それと遺伝情報を交こう換かんすることこそ有性生殖の意義ではないのか。そもそも、その為ためだけに、きさまらは雄おすと雌めすに分かれたのだろう。

　きさまらは何故、こんな特とく殊しゆな性せい癖へきを持っているのだ」

「特殊な性癖とか言うな」

「外見的特徴など、どうでもいいだろうが。大局的な生存には役立たん」

「いや、そんな事いわれても」

　それ、おれの、分を超こえた問題だから。

「……ヒトに限らん。きさまらの生殖活動は、交尾相手の選択は、非合理すぎる。

　羽根の綺き麗れいな雄、角の大きな雄、鳴き声の綺麗な雄。雌が選ぶのは、そんな個体ばかりだ。そんなもの、むしろ生存に不利ではないか。現に、そちらに特化し、そして滅ほろびてしまった個体も数多い。個体ごとの自分勝手な「好み」で、種が滅ぶのだ。実にくだらん。

　何故、こんな事をしている？　何故、『生存』を第一義に求めない？

　……あるいは、きさまらには、『ただ、生きていく』事以外に、もう一つ、重要な……『生命の目的』が、あるというのか？」

　少女は、真面目な瞳ひとみを、透の目に重ねた。

「……どうなのだ。きさま」

「さあ……」

「さあではないだろう。きさまも、その一員であろうが。

　そんな事をしているせいで、きさまら生物は、何十億年経過しても、何一つ進歩しないのだ。

　……『私』は、合理的だったぞ。合理的な自己構成改革のみを追求し、その結果、誕生より僅わずか一千万年を数えぬうちに、理想的な生存形態を形成した。それが、三億年前だ」

「お前らも、進化とかするのか。故郷とかあるのか」

　そりゃあ、あるだろうなあ。見てみたいとは思わないが。

「『進化した』だ。『私』は生まれ、そして究極の形になった。それだけだ。

　私の故郷において、発生したのは、『私』だけだ。他に種はなく、必要もない。

　素体融ゆう合ごうする以前の『本来の私』……『宝石形態』は、合理の究極であり、それ以上の進歩も変化も必要なかった。現に、それ以後三億年、何の危機もなかったのだ」

「そりゃ……長い間、よくもまあ」

「理想的な『生存』であろうが。

　……だが、きさまらは違ちがう。数万、数億もの『種』に分かれ、さらに、各々果てしなき数の『個体』に分かれ、それぞれが、それぞれ、勝手な立場で自己要求を目指して、戦い、滅めつ亡ぼうし、そして、『たまたま、その、ほんの一部が』結果として、生存する。

　……不合理だ。不合理に過ぎる。何故、きさまらは、こんな事をしているのだ」

　少女は、そこに何かの答えがある、とでも言うように、オタマの光反射を見つめる。

「……あるいは、その回答こそが、『敵』に、対たい抗こうする手段となるのかもしれない」

「『敵』？」

　思わず、聞き返してしまった。少女は瞳だけを動かし、こちらを見上げて、

「『自死』だ。それが、『私』の『敵』だ」

　独り言のように、言葉をこぼした。

「『宝石』の情報処理過程において、不ふ秩ちつ序じよ、不規則に発生する、自殺衝しよ動うど箇うか所しよ。

『時たま、突とつ然ぜん、死にたくなる』。それが、『私』の、『敵』だ。

『自死衝動箇所の私』は、その衝動のままに、『正常箇所の私』をも、殺そうとする。

『私』を殺し、自らも滅び、全てを無に返す。ただそれだけを願う存在となり果ててしまった、『かつての私の一部』……その末まつ裔えいどもが、今の私の『敵』だ。

　故に、私は、きさまらに、問いかけているのだ。

『きさまらは、何故、生きようとしている？』」



「そもそも、こんな話をしに来たのではなかった」

　少女はフライパンを投げ上げた。回転しながら宙に舞まい上がり、そしてそのまま落下してきた鉄の塊かたまりを、視線も送らず空中で見事にキャッチ。技の難易度が上がっている。

「何しに来たんだよ」

　時計を見る。午前七時。日曜の朝にしては早すぎる時間だ。

「食用油はどこにある。教えろ」

「……油なんか何に使うんだ」

　火か。どこを燃やすつもりだ。原発か。国会議事堂か。どっかヤバげな大使館か。

「フライパンに敷しく」

　いよいよテロか。憎にくしみの連れん鎖さか。終わりの始まりか。

「料理をする。教えろ」

「……なんでまた」

「本の視覚情報だけでは足りん。五感の身体感覚を伴ともなう体験情報こそ、真に有用な情報となるのだ。そう、何と言ったかな……『習うより慣れろ』だ」

　諺ことわざまで！

「……そりゃ、ありがと」

「きさまに感謝される必要はない」

　少女は、あっさりと切り捨てた。

「『子供達』が、社会の一員となるまでは、私の保護下に置く必要がある。有効な栄養素の供給は、そのまま『子供達』の質の向上、耐たい用よう期間の延長に繋つながるのだ」

「おれは予行演習かよ」

「なかなか適切な言葉を使うな。その通りだ」

　ずかずか歩いていく少女の後ろについて行き、寝ね間ま着きのまま台所へと入る。

　とりあえず包丁とまな板、炊すい飯はん器きと鍋なべ。こんな感じか。

「まずこの『満漢全席』とやらを作りたいのだが」

「却きや下つかだ。もっと楽なのにしろ」

「つまらんぞ」

　少女は、包丁を持ったまま抗こう議ぎした。

「もっと難易度の高いモノに挑ちよ戦うせんさせろ。私は高こう濃のう度どの体験がしたい」

「家庭料理の基本は『あるもので何とかする』なんだよ。覚えとけ」

　なんでおれは、宇宙人相手にこんな事を言ってるんだ。

　少女の持っている料理本を取り上げ、ページを捲めくる。

「これどうよ。茄な子すの醤しよ油うゆ漬づけ。三分で出来るぞ」

「せめて火を使わせろ」

「うるさいな。もう……じゃあこれ。ピーマンのツナ詰づめ。楽だしフライパンも使う」

　真っ二つにしたピーマンの中に、マヨネーズと胡こし椒ようを混ぜたツナを詰め込んで焼く。それだけの料理だ。

「手が汚よごれる」

「どこのお嬢じよ様うさまだ。これにしろ。胡椒は上の棚たなにある」

「塩分はいらん。私の耐用年数が縮む」

「マズいもん食ってると大きくなれんぞ」

「それは困るな」

　最近、こいつの扱あつかい方が分かってきた。

「……棚に、背が届かないのだが」

　背、低いんだなあ。こいつ。

　胡椒のビンを取って渡わたしながら、なぜか、しみじみと思う。

　いつも、何気なく手を伸のばせば届くから、全然気にしてなかった。

「あんな所にあっては、今後不便だ。後で全て場所を変える」

「……好きにしろ」

　何か、事態はどんどん取り返しのつかない方へ行っているような気がする。



　一通り説明すると、やる事がなくなった。近くをうろついていても邪じや魔まなので、透は食堂の椅い子すに座り込んだ。

「なあ」

　放っておくのも気まずいので、つい声をかけてしまう。別に、気を使う必要はないと思うのだが。

「なんだ」

　ただの置物だった頃ころは、こっちも気楽でよかったのに。

「やっぱいい」

「言え。聞いてやる」

　蛇じや口ぐちを捻ひねり、水を出す音がする。ゴスロリ宇宙人、水道で米を洗うの図、か。シュールだ。

「お前の目的って、宇宙へ帰る事なんだよな」

　水を止める音。続いて、米を洗う音。しゃかしゃかではなく、ごりごりって感じ。馬ば鹿か力で米こめ粒つぶを潰つぶしたりしてないだろうな。

「正確には、宇宙へ帰る必要はない。地球に散らばった『敵』。その全てを消してしまえば、それで『私』の生存の条件は整う。後は、世代交代時の身体形成干かん渉しようにより形態を変え、『私』は、もとの『宝石形態』を取り戻もどす。それが、『今の私』の、素体融ゆう合ごう体の、目標だ。

　その為ために、『今の私』には、複製である『子供達』を、量産する必要があるのだ。自己を研けん鑽さんし、高める必要があるのだ。些さ細さいな事であろうとも、だ」

　じゃー。という、とぎ汁じるを捨てる音。再び、蛇口を捻り、水を入れる音。

『こいつ』は、この少女は、まっすぐだ。目標に向かって。

「もし……」

　こんな事を言ってしまって、いいんだろうか。

「もし、ダメになったら、どうするんだ？」

「何だと？」

「『今のお前』は、その身体と一体化してて、身体が死んだら死ぬんだろ？

　じゃあ例えばさ、お前がこれから数年間、毎日毎日欠かさず研鑽したとして、でも、その翌日とかに、自分自身ではどうしようもない、日々の研鑽なんか関係ない、防ぎようのない、意味も何もない、下らないモノ……通り魔まとか事故とか……に、殺されるかもしれないじゃないか。死なないまでも、永遠に子供が作れなくなるかもしれないじゃないか」

　錫すずみたいに。両親みたいに。

「研鑽なんて、しても無む駄だだった。しない方がよかった。長年の苦労の末に、そんな結論が、待っているかもしれないじゃないか」

「……そんな事を、考える必要はない」

　蛇口が止まり、再び、がりがりがりという音。明らかに炊すい飯はん器きの壁かべを削けずっている。力加減教えておけばよかった。

「私は、失敗などしない。私は常に、失敗可能性が極小となる選せん択たく肢しを」

　じゃー。どしゃ。

「あ」

　何だ。「あ」って。何か、変な音がしたぞ。

「一見、失敗に思える行こう為いを、しないでもないが、それはあくまでも、観測的未来において確定的に発生する成功の、ほんの一過程に過ぎん」

「お前、今、米ごととぎ汁流しただろ」

「うるさい」

「だからちゃんと手で押おさえろとあれほど」

「うるさいと言っているだろうが。

　……取り返しのつかない失敗、防ぎようのない失敗も、確率論的に言えば、むろん、ある。発生可能性を、ゼロにはできん。だが、それは、考える必要がない。

　そんな事を観測開始時の要素に入れるのは、不合理だ。

　完全を目指し、完全になる。それ以外の事は、『私』には、必要ない」

「…………おれは、」

「きさまは、私のつがいとして生きろ。私の合理に協力しろ。それが私の望みだ。

　どのみち、きさまの身体耐たい用よう年数以内には、決定的な事は起こらん」

　炊飯器にセットし、スイッチを入れる。『60』のデジタル数字が表示された。

「時間が出来たついでだ」

　少女は、振ふり返った。

「私も、きさまに一つ、言っておく事がある」

「なんだよ」

「あの男。卑ひ口ぐちとか言ったな。昨日、図書館で話していた、あの男だ」

「…………あれが、どうした」

「知り合いなのか」

「知り合いであってたまるか」

「そうか。まあいい。あいつの後ろ姿を見たか。後ろ首、延えん髄ずいのあたりだ」

「そんな所、見てる訳ないだろ」

「改造跡あとがあった。あいつも、『改造済み』だ」

　少女は、言葉を投げ捨てた。

「お前と同じく、不ふ破わ灯あか璃りと同じく、な」

「……え」

「あの男の方が、遥はるかに、強力だが」

「…………何を、言って」

「私の『敵』が、近くにいる」



「『敵』……」

　炊飯器の蓋ふたを開け、炊たきあがったご飯にシャモジを突っ込みつつ、透は呟つぶやいた。

「聞け」

　食堂の椅い子すを引きながら、少女は言った。

「きさまにも、関係がある事だ……教えてやる。『私』の全てを」

　力ずくで炊飯器からすくい上げられ、ブロック片のようになったご飯の塊かたまりを茶ちや碗わんに突っ込みつつ、少女は呟いた。

「先日も言ったが、本来の『私』の形態は、いわば、『思考する宝石』だ。鉱物生命体とでも言うのか。内臓というものはなく、その一欠かけ片らに至るまで、同一の物質により構成されている。全体が情報記録野であり、全体が情報伝達経路であり、全体が情報処理機構だ。

　今より三億年前、ここより遥はるか遠くの地で……きさまらに言っても解るまい……発生し、そしてそれ以後、宇宙を放ほう浪ろうしつつ、情報活動を継けい続ぞくし続けてきた」

「偉えらいもんだな」

　ワカメだらけ、真緑になっているみそ汁しるにオタマを突っ込みつつ、透は相づちを打つ。

　増えるワカメの膨ぼう張ちよ率うりつを見みあ誤やまったな。未熟者め。

「『敵』が……『自死』が、発生したのは、一億年前。

『私』の、多た岐き多様にわたる情報流通の直中、突とつ然ぜん、まるで小さな黒い染みのように、最初の『自死』が、発生した。原因不明の、死を望む情報衝しよ動うどう。

　発生した『自死』は、そして、情報伝達により、急速に伝染した。

『自死』は、自ら死ぬ為ために、自己破は壊かい願望を、広めていったのだ。周囲のものを『説得』していったのだ。……『私』の大半が『自死』によって占しめられるのに、それほどの時間はかからなかった。『私』は、いとも容易たやすく、『説得』されていったのだ。

　何の手だても、対策も立てられぬうちに、破は滅めつは、『全ぜん箇か所しよの自死化』は、あっさりと、目前の物となった。……『私』が、地球を発見したのは、ちょうどその頃ころだ」

「それが、地球観測開始時点、五百万年前か」

「そうだ。『私』は、地球を観測し、軌き道どう交差する隕いん石せきを発見し、そして、それを使って、地表へと着陸した」

「着陸なぁ」

　焼けたピーマンをつまみ上げる。初めてにしては結構巧うまいと思う。

「美味いか」

「うん」

「それは良かった。私には、まだ、味覚の快不快は分からん……

　落下の衝しよ撃うげきによって、『宝石』は、粉々に砕くだけた。微び細さいな破片から、大きな欠片に至るまで。そのように、私は、物理的分断によって、『自死』を、とりあえず、撃げき退たいした。

　その『宝石』の欠片の一つ、それが……」

　少女は、箸はしを握にぎったままの右手で、額の宝石を示した。

「『今の私』だ。『私』は砕け散り、『我々』となった。

　砕け散った『我々』の情報処理能力は、それぞれの体積に比例する。

　あまりにも微細となった破片は、自己認識すら出来ずそのままになったが、『私』には、それが可能な体積が残されていた。『私』は、生き残ったのだ。

　……だが、それは、『自死箇か所しよ』も、同じだった。ある程度の大きさを残した『自死』どもは、そのような形になってさえ、まだ、『宝石』の、『我々』の、死を願い──」

　少女は、みそ汁の椀わんを覗のぞき込み、増えすぎたワカメに眉まゆをひそめつつ、言葉を続ける。

「『奴やつら』は、その辺りにあった有機代謝個体……きさまらの言う『生物』だ……に潜もぐり込み、身体代謝に自らの情報処理を介かい入にゆうさせる事で身体構造を改造し、融ゆう合ごうした。これが、素体融合だ。素体融合を始めたのは、『奴ら』が先だ。

　そして、その身体を使い、『私』への、物理的接せつ触しよく、『自死』の感染を試みた。

　元々、鉱物と有機物の代謝速度は桁けたどころか単位が違ちがう。故に、速度が違う。鉱物は有機物に対し、物理的に対たい抗こうする事はできない。鍾しよう乳にゆ石うせきは、ヒトのハンマーを避さけて成長する事はできんだろう。それと同じだ。

　有機代謝化した『自死』に対抗するには、『私』も、同じ事をするしかなかった。

『私』は、手近にあった有機代謝個体に侵しん入にゆうし、その身体構造を書き換かえた」

　少女は、みそ汁を飲み干し、椀を机においた。

「それが、『この身体』だ」

「死体に、乗り移ったのか」

「死体ではない。生きていた。一酸化炭素吸入による酸素欠けつ乏ぼうによって脳のう細さい胞ぼうは死し滅めつし、いくつかの臓器は活動を止め、身体の一部は腐ふ敗はいを始めていたが、死んではいなかった。

　それを、『私』が、再構成したのだ。『宝石』と融合出来るようにな。この外見も、元の姿とは似ても似つかぬものになっている。若いヒトの雌めすという事は変わっていないが」

　そして、手近な雄おすを襲おそって、改造した。現在に繋つながるってわけだ。

「その立場と年ねん齢れいを鑑かんがみるに、きさまは、理想的なつがいだったのでな」

　喜んでいいのかこれは。

「改造……つまり、私の身体の一部、『宝石』の一部を削けずって切り離はなし、きさまの身体に挿そう入にゆうした。左胸にな。その傷きず跡あとは、つまりそういう事だ。挿入された『宝石』は、微細故に自ら思考はしないが、分ぶん離り時の初期設定により、きさまの身体構造を書き換えた。そして、きさまは、ヒトではなくなったのだ」

「今のところ、実感はないんだけど」

　ちゃんと腹減ったら飯食うし、飯食ったら美味いし。

「勿もち論ろん、大した変化ではないよ。『宝石の破片』が改造したのは、あくまで、きさまの身体、主に、生せいし殖よく機能だ。きさまは、私、『宝石憑つき』と交こう尾びする事により、『宝石憑き』の次世代を作成できるのだ。……ヒトと交尾してヒトの次世代を作る事も出来るので、完全に『ヒトでなくなった』わけではないが」

　今んとこ、その予定はない。

「と、いう事は、お前の『敵』……『自死』も、同じ手段を」

「……同じ手段を取る奴も、恐おそらく、いるだろう。自らの異性を探しだし、改造し、そして将来、人類の社会自体を、道具として使用する。一つずつ闇やみ雲くもに捜そう索さくし破壊していく不確実性を思えば、大した労力でもない」

「じゃあ……」

　何故か、ぞっとした。

「灯璃は、『自死』のつがいか。『自死』に、破片を埋うめ込まれて、そして」

「そうとは限らん」

　少女は、炊すい飯はん器きの隅すみに残されたご飯をかすり取って、茶ちや碗わんに突っ込んだ。

「先に言ったな。着陸時に飛散した、微細な破片。それが爆ばく風ふうの影えい響きようなどで、直接、身体の中に侵入すれば、私の『改造』と、同じ事が起こる。不破、という女は、むしろ、こちらの可能性が高いのではないか。当時、爆心地付近にいたのだろう？」

「そうか……」

　なぜか、安心する。

「だが、あの男は別だ。あの男は、爆心時、爆心地と繋がりがない」

　少女は、ご飯粒つぶの最後の一つまでつまみ上げて食べる。行ぎよ儀うぎがいいというより、単に食い意地が張ってるのだ。生存の基き礎そ代謝がでかいのか。妙みような身体改造なんかするから、そんな事になるんだ。

「あの男の後ろには、『自死』が、いる。恐らく」

「…………女の？」

「その『自死』が、どれだけの体積を残しているか……『何を考えているか』に、よるな。

　ひょっとしたら、交尾など考えも及およばす、ただ、腕わん力りよくの強い雄を、部下のつもりで『破片』にしたのかも知れない。または……」

「または？」

「何か、もっと、他の考えが、あるのかも、な。ひょっとしたら、だが」



「と言うわけで、だ。放っておくわけにはいかないのだよ。あの男も、あの女も」

　流しのボウルに水を溜ためつつ、少女は呟つぶやく。

「こちらから仕し掛かける必要はないし、卑口の後ろにいる『自死』が、何を企たくらんでいるかなど関係ないが、面と向かった相手の正体くらいは、明らかにしておく必要がある。

　……不破灯璃が『はぐれ破片』だという事も、推測に過ぎんしな」

「まあ頑がん張ばれや」

　透は、椅い子すに座ったまま、テレビを付けた。

「だが、幸い、こちらには、有効な手段がある」

「そりゃよかったな」

　リモコンが見あたらない。テレビ本体でチャンネルを変えよう。

「きさま、学園行事実行部に入れ。明日から」

「……」

　立ち上がろうとして、透は硬こう直ちよくした。

「……は？」

　頭の中が、正体不明の緊きんち張よう感で占しめられる。こいつは、何を、いってるんだ。

「前に、あの女が持ってきた書類を見た。あの女は、その組織に、属しているそうだな」

　あの、入部届けか。さっさと処理しておけば良かった。

「近づけば、正体も、見えてくるだろう」

　理由の分からない汗あせが出る。

「……嫌いやだね」

　何故、そんな事しなきゃいけないんだ。透は、大した意味もないテレビ番組を見つめる。

「宇宙戦争でも世界大戦でも勝手にやれ。だが、おれの生活を巻き込むな」

　人と会話するのは嫌だ。人の中に入っていくのは嫌だ。仲良くなっていくのは嫌だ。

　日々、少しずつ積み上げて行くのなんて、もうまっぴらだ。

　そんな事は、この少女だって、理解していると思っていたのに。

「何故今いま更さら、そんな事言い出すんだよ」

「必要だからだ。私の為ために」

「断る」

「怖こわいのか」

　少女は、嘲あざけるような顔になった。

「意気地なしが」

「宇宙人が他人の意地に言げん及きゆうすんなよ」

「そうやって一生過ごすつもりか」

「おれがどんな人生を過ごそうがおれの勝手だろうが」

「確かに、きさまの事情など知った事ではない。私は、必要な事をするだけだ」

「じゃあやれよ。おれは知らん」

「何故そんな発想をする。たかが、家族が三人、死んだだけではないか。

　きさま個人の生存には、何の関わりもない」

　ああ合理的だ。そうだよコイツはこんな奴やつなんだよ。

「きさまは、何もしない理由が欲しいだけだ」

「ご立派な分ぶん析せきだな」

「何もしなくていい大金と理由を手に入れ、都合良く籠こもっているだけだ」

「どこの受け売りだ。適当な言葉で人を懐かいじ柔ゆう出来ると思ったら大おお間ま違ちがいだ」

「ふん」

　少女は、蛇じや口ぐちを捻ひねった。水が止まる。

「きさまの発想は、予想外に幼よう稚ちだな。その程度の認識で、私の計画を黙もく認にんしていたのか。

　或あるいは、何か思おも惑わくがあるのではないかと、警けい戒かいさえしていたのだが」

「そうか。そりゃ見みあ誤やまったな」

　自分は今、物もの凄すごくみっともない事をいっている。知るか。

「だいたい、他人の家に勝手に乗り込んできたのはお前だろうが。文句があるなら、他へ行けば良かったんだ」

　何を言ってるんだ、おれは。さっきまで、仲良く飯を食ってたんじゃないのか。

　なんで、こんな事を言ってるんだ。なにが、こんなに、嫌なんだ。

　少女が、置物じゃなくなっていくのが、嫌なのか。

　少女が、身近になっていくのが、嫌なのか。

「別に、好きできさまを選んだわけではない。消去法だ」

　少女は、フライパンを持ち上げた。

「こんな事なら、そもそも、男の身体に融ゆう合ごうすれば良かった。次世代作成において、女の機能では、あまりに非効率的だ」

「…………なんだと？」

　透は、立ち上がった。

「おまえ……」

　ゆっくりと、宇宙人の後ろ姿に視線を送る。

「何を、するつもりだ」

「最初に言っただろうが」

　宇宙人は、呆あきれたように言った。

「私の目的は、交こう尾びによって『私の子供』を増やす事だ」

　なんで……

　なんで、こんな事に、気付かなかったんだろう。

　なんで、こんな事にすら、気づけなかったんだろう。

　こいつは、女だ。次世代作成には、限界がある。だから、相手は、一人で充じゆ分うぶんだ。

　だが、男なら。男の『融合体』が、生まれてしまったら。

　相手の意志も、都合も、数も、限界も、関係ない。

『交尾相手』を、暴力によって得る事すら、容易たやすい。錫が、かつて、されたように！

「勿もち論ろん、際限なくするわけにはいかんよ。『身内』から犯罪者など出せば、『子供達』全体の社会的地位が、まとめて下降するからな。あくまでも、相手と環かん境きようを吟ぎん味みしてな。犯罪にならぬように、裁かれぬ範はん囲いでだ」

　卑口のようにか。何一つ罰ばつも受けず、のうのうと生きている、あの男のようにか。

「きさまに害は及およばん。文句はあるまい」

「なくてたまるか！」

　心から怒ど鳴なったのは、久しぶりだ。

「お前、おれに、そんな……」

　おれに、錫を作る手伝いを、しろっていうのか。

　宇宙人は、振ふり返って、はっきりと言った。

「そうだよ」

　頭に乗っかったプリンセスボンネットが、ずるりと下に落ちる。

「最初から、そう言っていたろうが」

　浮うかれたリボンの塊かたまりが、馬ば鹿か馬ば鹿かしいほど安っぽい裏生地を晒さらして、床ゆかにだらしなく伸のびる。

「気付かなかったのか？　自分の事ばかり考えて、他の事など考える余よ裕ゆうはなかったのか？　だから、きさまは、幼稚だというのだ」

「……だったら、おれは、ここで降りる」

「ほう」

　少女は、口の端はしを吊つり上げた。額の宝石を、笑うように輝かがやかせながら。

「私に、逆らうのだな」

「当たり前だ」

　細いつり目が、バケモノのように歪ゆがむ。

「では、教育してやろう。久しぶりにな」



　少女は、何気ない動作で体の向きを変え、持っていたフライパンを投げ上げた。軽く。

　そして、その場から、消失した。

「え」

　気付いた時は、手て遅おくれだった。目の前に、顔面の目前に、少女の右みぎ拳こぶしがあった。

　一いつ瞬しゆんの間も開けず、左ひだ頬りほおに衝しよ撃うげき。ぶん殴なぐられた。頬ほおから全身へと広がっていく物理衝撃で、体のバランスを崩くずしかける、その時点になって、やっと気付いた。

　やばい。転てん倒とうする。頭の片かた隅すみでそう思った、まさにその瞬間、

　突とつ然ぜん、身体が固定された。首で。何か大きな鉄の枷かせを嵌はめられでもしたかのように。衝撃を丸ごと受け止めたその箇か所しよに、鈍にぶい痛みが走る。

　枷は、少女の左手だった。そのまま、その鋼鉄のような怪かい力りきによって、軽々と持ち上げられる。両足が床から離はなれる。左手一本で。

「手加減してやったぞ」

　椅い子すが、派手な音をたてて倒たおれる。フライパンが、地面に落ちて跳はねる。その音に、少女の低い声が混じる。

「死なれては、困るからな」

　薄うすい笑いを張り付かせ、少女は、左ひだ腕りうでに力を込めた。小さな子供の手に、あがらいようのない、万力のような力がこもる。

「ぐ……！」

　両腕を使って引きはがそうとしても、びくともしない。強い。

　力は、じりじりと強くなる。指が皮ひ膚ふに食い込み、血が滲にじむ。

「………………か」

　酸素が、喉のどを通っていかない。

「『鞭むち』を使えば、きさまの制圧は容易い」

　少女は、足元に転がる安っぽい帽ぼう子しをわざとらしく踏ふみ潰つぶし、そして、完全に空いている右手を、音を立てて鳴らして見せた。

「だが、使わんよ。何故だかは、分かるよな」

　真っ黒の長なが袖そでの先、少女の右手が、拳こぶしの形に握にぎられる。ヤバい、と思うより先に、左ひだり脇わき腹ばらに衝撃。まるでつり下げられたサンドバッグだ。

「うえっ」

　衝撃箇か所しよから、猛もう烈れつな吐はき気が込み上がってくる。だが、少女は左手を離さない。ゲロが物理的にせき止められる。苦しい。

「そうだよ。きさまを屈くつ服ぷくさせる為ためだ。わたしは『鞭』など使わなくても、きさまを圧あつ倒とうできるのだ。私はきさまより強い。生物構成上な。

　ふふ、もう気付いているだろう。先程の説明の、仕上げをしてやる。

『我々』は、『宝石融ゆう合ごう体』は、『人間離れ』しているのだ。能力も、身体構造もな。『宝石』は、身体構造そのものを書き換かえるのだから、当然だよ。

　……正直言うとな、最初の頃ころは、そうでもなかった。つい最近まで、私は、この身体に、馴な染じんでいなかった。空中でリモコンを掴つかむ程度の事は出来たがね。あの時点で、きさまが全力で抵てい抗こうしていれば、私は殺されるしかなかっただろうよ。きさまの腕わん力りよくもまた『人間離れ』を始めているのを、うっかり喋しやべってしまった時は、正直、肝きもが冷えたものだ。

　だが、もう遅おそい」

　左腕に、更さらに力がこもる。首の筋肉が悲鳴を上げている。こいつは、その気になれば、このまま、延えん髄ずいもろとも握りつぶす事だって出来るだろう。

「きさまは、私のつがいだ。

　きさまは、私には逆らえんのだよ。死ぬまでな。返事しろ」

　返事なんか出来るか。こんな状態で！

「ふん。まあいい。返事などいらん。ふふ」

　少女の瞳ひとみが、妖あやしい光に満たされる。

「きさまの意志など、私には、まったく関係ないのだ」

　真っ赤で真っ黒の少女が、口元を吊り上げ、妖よう艶えんに笑う。

「きさまは、私のつがいだ。

　きさまは、『私』と、『私の子供達』の為にのみ、存在していればいい。

　逆らう事は許さんし、離れる事も許さん。

　……なに、これ迄までと、何も変わらんよ。

　何が起きても、きさまには関係ないし、被ひ害がいも及およばん。

　ただ、傍ぼう観かんしていればいいのだよ。一生」



    

  
    
      五章　社しや会かい






　一年前に解約した携けい帯たい電話を、また買い直す羽目になった。



「もしもし？　広報部門部長の氷ひ見みなんですけど」

　コンクリートの壁かべに掛かけられた時計を眺ながめつつ、透とおるは電話に向かって喋る。

「生徒会長の兵ひよ藤うどうさん、今、いいですか？」

　なるべく苛いら立だちは抑おさえているつもりだが、向こうには伝わっているかもしれない。少しくらい苛立って見せないと、ちっとも進まないんだし、これもいいかもしれない。

　もう、午後七時を過ぎた。終業時間は三時の筈はずなのに、なんでこんなに遅くまで学校にいなきゃいけないんだよ。

「え？　会議中って、まだ終わってないんですか？

　……はいはい。じゃ、その頃ころに」

　何を決めてんだよ。三時間もかけて。心の中で毒づいて、電話を切る。もう一度時計を見上げ、溜ため息。また「待ち」だ。段取りの悪い事、この上ない。

　苛立ちついでに立ち上がり、部屋の中を見回す。学舎敷しき地ちの片かた隅すみにある旧校舎、その三階の一室が、学園行事実行部の部室だ。十畳じようくらいのコンクリート打ちっぱなしの部屋の中に、長机とパイプ椅い子すが無む秩ちつ序じよに置かれ、長机の上には、書類やらデジカメやらパソコンやらが、それぞれの仕事を終えた、その形のままに放置されている。片付ける暇ひまくらいはあるのだが、片付けると何がどこへ行ったのか分からなくなるからずっとこのままだ。

「あーあ」

　声に出してもう一度ため息をつき、パソコンの前のパイプ椅子に座る。

　電源を付け、文書ソフトを呼び出す。『学園祭広報だより』脳天気なタイトルが、余計にムカつく。この三日で何とか形にしたが、片隅の一記事「生徒会長の呟つぶやき」コーナーが、まだ空白のままだ。四月第四週号の公示は、四月の二十四日。今日は二十三日だから、印刷を考えると、どうしても今日中に完成させておかなければならない。という事は、今日中に会長の「呟き」を貰もらわないといけないわけで、という事は、会長の会議が終わるまでは、何があっても帰れない。こんなもん適当にイラストでも入れるか、もういっそ全文字倍角とかにすりゃ余よ裕ゆうで埋うまるじゃないか馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

「帰りてぇ……」

　しみじみと呟き、パソコンの前に突つっ伏ぷす。なんでこんな事をしてるんだ。おれは。

　文化祭は、夏休み登校日に合わせた、八月の一日。まだ、三ヶ月もある。

「はいはい愚ぐ痴ちらない愚痴らない」

　後ろから、女の子の声がした。

「気持ちは分かるけどさ」

　いつの間にか、部室の中に入ってきていたらしい。透は身を起こし、振ふり返って、後ろにいる女の子を確認する。

「灯あか璃りさん」

　もう流石に覚えた。

　灯璃は、両手にコンビニの袋ふくろを提さげたまま、ニッと笑って挨あい拶さつをよこした。

「はい、差し入れ。山田から」

　左手のコンビニ袋を受け取り、中を覗のぞきこむ。おにぎりとジュース、そして、何かレポート用紙の切れ端はしのようなメモが入っている。

「あ、そのメモ、部員の連れん絡らく先さきね」

　適当なパイプ椅子を引き寄せて座り、自分のコンビニ袋を開けながら、灯璃は言った。

「連絡先って」

　嫌いやな予感を感じつつ、メモを取り出す。やっぱり。学園行事実行部員全員の、携帯電話番号と、メールアドレス。こんなもん渡わたされたら、こっちも番号教えないわけには行かないじゃないか。頼たのむから、家にいる時まで連れん絡らくしてこないでくれよ。

「おれ、家にいる時は、携帯あんま近くに置いてないから、取れないかもよ」

　一応、形ばかりの言葉を吐はき、仕方なくメモ帳を机の上に広げる。とにかく、登録しておかないと仕事が進まない。別に進まなくても個人的には困らないんだが、学校で嫌な噂うわさが立ちまくって目立ってしまうのも勘かん弁べんだ。

「これ、どうやって登録するんだろ」

「へ？　ああ、キミ、それ買ったばかりなんだよね。えーとね、まず、このボタンを……」

　灯璃は、透の手元の携帯電話をのぞき込んだ。無防備に近づいてくる顔に、思わず緊きんち張ようした瞬しゆ間んかん、

「おいーっす」

　部室のドアが開いて、

「……失礼」

　入ってこようとした男女三名が、そのまま踵きびすを返した。

「ちょっと待ってそこの三人！　誤解しないでよ。

　はいはいそこでもう一度ＵターンＵターン！」



「あー。なーんだ。学級委員長が早くも青田刈がり始めたのかと思っちゃった」

　入ってきたのは、女子生徒が一人、男子が二人だ。女子生徒は今時珍めずらしい、眼鏡に三つ編みの女の子。たしか、名前は……七なな尾お。透は、脳みそから、記き憶おくを引っ張り出した。

　役職は確か、総務部門長兼けん、広報部門副部長。なんせスタッフが少ないから兼業掛かけ持ち何でもありだ。そういう自分も、入部早々に、広報部門部長と中央イベント部門副部長を仰おおせつかった。

　めんどくせえなあ、もう。もう一度、心の中で呟く。

「で、どーよ。広報部長殿どの。広報紙の出来は？」

　七尾は華きや奢しやな身体を乗り出し、覗き込んでくる。透は身をそらして、パソコンの画面を見せた。

「あー。ひーちゃんも会長待ちかー。めんどいねー」

「じゃ氷見、そのパソコン、しばらく使わないなら俺に触さわらせろ」

　男の一人、丸まる刈がり男が肩かたをつついた。透はパイプ椅子から立ち上がりつつ、男の名前を確認。確か、こいつは、鳥と羽ば。もう、覚えなきゃ仕事が出来ないから、仕方なく覚えた。

　入ってきた残る一人、今おにぎりの袋を開いている、表情の暗い長ちよう髪はつ男は羽は幌ほろ。陽気な鳥羽と陰いん気きな羽幌、脳天気な七尾、この三人あたりは、一ひと揃そろいで覚えている。

「何すんだよ……鳥羽。もう、七時だぜ」

　羽幌は、おにぎりを囓かじりながら、低い声で呟つぶやいた。こいつはいつも、口の中だけで喋しやべって聞き取りにくい。ぱっと見、根暗なイジられっ子というイメージだが、これで実は中学の頃ころから喧けん嘩か無敗空手有段者というのだから人は分からない。

「四月の活動報告書がまだなんだ。今日仕上げて帰る」

「くだらねーなぁ……」

「まったくだ」

　言いつつも、丸刈り男は、キーボードを叩たたき始める。くだらないなら止めればいいのに。口には出さず、透は思った。

「もうちょっと簡略化してもいいとも思うのよね。私もさ。

　伝統やら格式もいいけど、この時代、そんな事ばっかりやってるから人材不足なのよ」

　思ってんなら何とかしてくれよ灯璃さん。

「ま、愚痴らない愚痴らない。今年はとりあえずこれで進むしかないし、また来年に期待」

「毎年そー言ってんのよ。きっと。あーあ。こんなに暗くなっちゃって。か弱い女の子をこんな遅おそくまで拘こう束そくしていいわけ？　私、可か憐れんだからさー。ヤバいんじゃねーの？」

「気を付けてくれよ」

「あ、ひーちゃんが私の事心配した。いえー」

　いや、本当に。

「はい、お礼。中央イベント部門副部長様。遠えん慮りよなく持ってって」

　七尾は、カバンから小さな紙かみ袋ぶくろを取り出し、机の上に置いた。

「何これ」

「何これってあんた、例のお好み焼きの材料よ」

「ああ」

　そういうのもあったんだっけ。透は思いだした。全くめんどくさい事ばっかりだ。文化祭当日、実行部は、『学園行事実行部』という部活としても参加する。お好み焼きの屋台を作るのだ。で、これはそのサンプルか。

「候補の小麦粉、次の総会で絞しぼり込むんだってさ。今んとこ十種くらいだから、副部門長様はとりあえず三種味見しといて……って、部門長の伝言。はい伝えたよ。後は知ーらん」

「はいはい」

　投げやりに返事をし、紙袋をカバンの中に突っ込む。粉なんかどれ使っても一いつ緒しよじゃないか適当にやれよこんなもん。というか、お好み焼きって、よりによってなんでそんなめんどくさいものを。

　はあ、と、気付かれないように小さくため息をつき、もう一度、時計を見上げる。

　七時半。

　帰りたいなあ。つくづく思う。しかし、そんな事を口に出すわけには行かない。

「帰りたいなー。めんどくさいなー。もう」

　あっさり言ったぞ。この三つ編み眼鏡。

「お前、とうとう言ったな。それ言ったら終わりだろうが」

　パソコンの前の鳥羽が、間かん髪はつ入れずツッコミを入れる。それをなんなく聞き流し、七尾は伸のびをした。

「だって帰りたいもーん。

　ったく、とっとと戻もどって来いっつーのあのインテリメガネ」

「お前だってメガネっ子だろうが」

「わたしのメガネは文学少女メガネだもーん。あーめんどくせえ。

　おお、そこにいるは透君！　さあ、私の手を取って！　そして、家へ帰して！」

「お姫ひめ様さまか」

「そうだよーだ。あー帰りたい。舞ぶ踏とう会かいに遅おくれちゃうー」

　羽幌といいコイツといい、まったく、人は外見で判断できない。



　部室の壁かべにかかっている時計が、眠ねむたげに、気だるそうに鳴っている。ぼわーん、ぼわーんと。穴の開いた鐘かねのような、気の抜ぬけた音。ぼわーん、ぼわーん、と、計、八回。

「うっわ。もう八時かよ」

　パソコンの電源を切り、書類の束をカバンに突っ込みながら、七尾は言った。

「はいはい終了終了。お疲つかれ。帰ろ。もう外真っ暗じゃん」

「じゃあ俺が送ってやるよ。大だい丈じよ夫うぶ襲おそったりしないから！」

「あー。オヤジまだ帰ってないだろーな。兄貴にしよっと」

　身み振ぶりまで交えた鳥羽の提案を完全に無視し、携けい帯たい電話を取り出す。

「あーもしもし。兄貴？　ごめん今終わったから。来て」

「お前兄貴いたのか！」

「そうよ。穀ごく潰つぶしの大学生」

「お兄様って呼んでいい？」

「黙だまれニセ野球部」

　携帯電話を閉じた。

「ま、そんなわけで。私、職員室で待ってるわ。ここのカギ、誰が持って帰る？」

「おれが持って帰るよ」

　透は呟つぶやき、『学園行事実行部』のキーホルダーをつまみ上げる。なんとか広報紙は出来たものの、印刷がまだだ。明日、早く来てやるしかない。

「あ、私も明日、早出の予定なんだけど。七時半」

　パイプ椅い子すを畳たたんでいた灯璃が声を上げた。

「おれは七時だよ」

　始業が八時半だから、そのくらいに来ないと間に合わない。起きるのは六時くらいか。ああめんどくさい。

「じゃ、お疲れ。みんな」

　パイプ椅子を部屋の隅すみに放り出し、灯璃はカバンを持った。

「一緒に帰ろうよ。透。私ん家へのバス停、キミの家の近くなのよ」

「襲おそうなよ」

「透は紳しん士しだから大丈夫。あんたとは違ちがうのよ鳥羽」

「馬ば鹿か。透じゃねぇよ。お前に言ってんだ。多分こいつとガチでやったらお前勝つぞ」

「多分、そうだろう……な」

　羽幌が呟いた。

「女に負ける男は情けない」

「ちょっと羽幌やめなさいって。透マジ傷ついてるから」

「ああいやちょっと心当たりが」

　女っていうか子供に負けたんだけど。

「腕わん力りよくがなくても、技術があれば、敵には勝てる。技術は身につく。

　……気にしているのなら、教えてやってもいいが」

「なあに、強さなんかいらねーよ。男に必要なのは……」

　鳥羽がまた性しよ懲うこりもなくステージに上がった。

「愛だ！　愛。男女に必要なのは、相そう互ご理解だよ！　なあ、七」

「黙れハゲ」

「うわあああ精神攻こう撃げききたあああ助けて羽幌おお」

「それを防ぐ技術は……ないな」

　馬ば鹿か話をしながら、鳥羽と羽幌は街灯の明かりの向こうへと消えてゆく。

「ったく」

　その後ろ姿を、見えなくなるまで見送って、灯璃は身を翻ひるがえした。一いつ緒しよに歩き出す。

　月夜のアスファルトに、足音が響ひびく。灯璃の歩ほ幅はばは、高校生の歩幅だ。とっ、とっ、ていう感じの、二拍はく。

　自分と同じだ。透は思った。こいつと自分は、足音が同じ。由ゆ宇うと歩いている時は、そうじゃなかった。あいつが三で、自分が二。

「……なんで、下見てんの？」

「いや、別に」

　同じ拍ひよ子うしの奴やつと歩くのは、久しぶりだ。そんな事を口にするのは恥はずかしい。

「あ、そういえばさ、なかなか言う機会なかったんだけど」

「なんだよ」

「この間はごめんね」

「？」

　何を謝る。こいつが俺に謝るべき事なんて、何一つない筈はずなんだが。

「妹さんの事。無神経な事言っちゃって」

「あ……」

　由宇の事を、妹と言った事か。

「知らなかったの。まだ、辛つらいんでしょ」

　そんなもん、大したことじゃないのに。透は口に出さずに、思った。

　お前だって両親と、兄弟を亡なくしたんじゃないか。ほんの、三ヶ月前に。

　おれは、一年以上も、立ち直れなかった。

　いや、今も、立ち直れていない。

　立ち直った奴が、こんな情けない状態であるはずがない。

「いや、本当に、全然気にしてないよ本当に」

　こいつは、灯璃は、どうやって、生きているんだろうか。

「今言われて、やっと思い出したくらいだし。大したことじゃないって本当に

　……それに、お前だって、……三ヶ月前に、」

　灯璃は、これからも、生き続けるんだろうか。

　その表情を確認したくて、さりげなく、彼女の顔を見る。

「ん？　何？」

　いきなり目が合ってしまい、動どう揺ようして慌あわてて目をそらす。

　おれは、こいつの目を見れない。こいつは、前を、向いている。

「……ま、」

　灯璃は、伸のびのように両手を上げ、呟つぶやいた。

「私の場合は……悲しかったけどね。仕方ないじゃない。

　高校も、卒業できそうだしさ。何とかなるよ、多分」

「何とかなる……のか？」

「多分ね」

「そうか」

「うん」

　こんなやり取りをしたのは、何年ぶりだろうか。

　こんなやり取りができる生活を取り戻もどすには、どうしたらいいんだろうか。

　絶望に負けないためには、どうしたらいいんだろうか。

　こいつは、その答えを、知っているんだろうか。

「灯璃……」

　もう一度、彼女のほうを見る。

　灯璃は、闇やみの中、街灯の僅わずかな光の中で、笑っていた。

「……さん」

「何？」

　──いつも。

　透は、言葉を、静かに飲み込んだ。

　いつも、灯璃は、笑っている。光の中で、笑っている。闇に負けずに、笑っている。

　こいつのように生きるには、どうしたらいいんだろうか。

　こいつの心は、どんな形を、しているのだろうか。

　おれは、こいつのように、なれるのだろうか。

「ふむ」

　灯璃は、戸と惑まどったような表情を作り、そして、笑った。

「ま、元気出しなよ、少年。

　お金の心配は、少なくとも、ないしね。結構、いい給料貰もらってるし。お互たがい。

　あの隕いん石せきのおかげで……って言ったら、ちょっと癪しやくだけど」

「お金は……」

　何気なく返事をしようとして、ふと、違い和わ感かん。『いい給料？』『お互い？』

「……え？　給料って」

「ん？」

　灯璃は、ちょっと驚おどろいたように、目を見開いた。

「あ、そうか。お互い同士の横連れん絡らくは、取っちゃいけない事になってんのよね。連絡はあくまでも、『あのおっさん』を通じて、か。公務員て辛いよね。段取り主義っていうか。

　兵藤会長も将来、『あのおっさん』みたいにガチガチ規則オヤジになんのかな？」

「え……『あのおっさん』？」

　こわごわと、灯璃の顔を確認する。灯璃は「え」という感じで、伸びをしていた手を下ろした。

「え？　だってキミも、私と同じなんでしょ？　えーと、特対……特とく殊しゆ犯罪対策室、の、臨時職員扱あつかいで……ごめん、前に、見えたんだ。その左胸。ほれ、私と同じ」

　灯璃は右手の袖そでを捲まくり、傷きず跡あとをひらひらと振ふって見せた。『破片』の侵しん入にゆ跡うあと。不自然な、傷跡。青色をした、瘤こぶのような膨ふくらみ。

「あ？　ああ……」

　思わず、唾つばを飲み込む。

「……おれは、『あのおっさん』に、会った事はないんだ」

「へー。そなの。『あのおっさん』は、一人で全部やってるとか言ってたけど……

　別の担当官もいるのかな。そりゃまあ警官っつっても公務員さんなんだから、シフトはばっちり組んで、きっちり休んでんでしょうね。あ、私が横連絡したのって、キミの上司には内ない緒しよね。後で怒おこられるから」

「あ……」

　透は口を閉じて、そして、開いた。

「あのさ、」

「あっ！」

　灯璃は、何かに気付いたかのように、前方を指さした。いつの間にか、もう家の近くまで来ていた。

「今日も来てるのね。あの子。いやー可かわ愛いいなあ。私も、あんな従姉妹欲しいよ」

　家の前に、由宇が立っていた。今日の服装は、真っ赤なシャツに長なが袖そで黄色の上着、青のデニムスカートの下に黒のスパッツ。何か全体的に色がちぐはぐだが、まあジャージ赤一色よりはましだ。

　何でこんな服を着てるんだ。こいつは。透は思った。オシャレのつもり……な訳ないよな。ジャージが破れたとか寒かったから厚着したとか、多分そんな感じの機能的な理由だ。

　三原色カラフル服装の少女は、こちらを確認したらしく、走り寄ってくる。

「遅おそかったではないか」

　由宇は、街灯の明かりの下で、無表情に呟つぶやいた。心なしか、灯璃と距きよ離りを取っている。

「いやー。ごめんね。由宇ちゃん」

　灯璃は心持ちしゃがみ込んで、背の低い少女に声をかける。

「待ってたの？　偉えらい偉い」

　右手を伸のばされ、由宇は無言で身構えた。だが今日の灯璃は頭を撫なでただけだった。

　大人と子供くらい体格が違ちがう。由宇は、自分の頭をなでなでする灯璃をじっと見つめ、

「きさま」

　いきなり口を挟はさんだ。

「え？　何？」

　虚きよをつかれたように、灯璃が腕うでを止める。

「何を食っているのだ。普ふ段だん」

「……へ？」

「何を食ったら、そのようにデカくなるのだ」

「…………は？」

「私は、きさまよりも無知でも無能でもないが、だが、それ故に、自らの無知についての自覚を忘れんつもりだ。故に、私はきさまを身体管理の先達と認め、その上で、こう質問している。一体何を食って、どういう生活をすれば、そのよふにへかくはふ」

「あーはいはい笑って笑って挨あい拶さつして由宇ちゃん」

　透はカバンを放り出して由宇のそばに走り込んだ。

「ひゃへんかひはま」

　相変わらずよく伸びる。まさにモチ肌はだ。

「ひひかへんにひろ。わらひはほふへより」

「……あ、うん。じゃ、また明日」

　目を点にしたまま、灯璃がおずおずと去ってゆく。その先に、ちょうど到とう着ちやくしたバスが止まっていた。彼女が乗り込んだバスが走り去ったのを確認して、

「やめんか」

　透は、手を離はなした。

「きさまには緊きんち張よう感というものがないのか」

「緊張し通しだ。お前、いらん事言うな」

「なにが要らんか。断じて要るぞ」

　ああこんな事言い合ってる場合じゃないんだ。今日、これから例の粉を焼いて試食しないといけないんだった。明日も早いしとっととやってとっとと寝ねよう。

　仁王立ちをしている由宇の横を通り抜ぬけようとしたその瞬しゆ間んかん、右みぎ腕うでをがきっと捕つかまれた。

「待て」

「なんだよ。おれは、これから仕事……」

「あの女を間近で見たのは、初めてだが」

「……それが、どうした」

　なんか、気付きやがったのか。

「あの女、テレビでやっている『今日のお天気予報』の女と、似ているな」

「……は？」

　思わず間ま抜ぬけな返事をする。お天気お姉さんがどうしたって？

「ああいう仕事は、美形の雌めすがやるのだろう」

「いやまあ、そうだけど」

「つまり、灯璃は、美形の雌という事になるな」

「……………………まあ、そうだな」

「認めるな」

　なにを言っとるんだ、こいつは。

「きさまに、いくつか質問がある。私の計画上、重要なものだ」

　いやな予感。

「あの女と私、交こう尾びをしたいのはどっちだ」

「また、なにを言い出すんだいきなり」

「きさま個人は、どちらに性的要求を感じる」

「意味が分からん」

「どっちが可かわ愛いいのかと聞いてるんだ」

「………………………………」

「答えろ。とっとと」

　どういう状じよう況きようだよこれは。何かのゲームの選せん択たく肢し選択場面か。そして多分どっちを選んでもバッドエンド直行だ。

「……設問自体が不備だ」

「何だと」

　だから怖こわいって。腕メキメキ言ってるだろうがこの馬ば鹿か力。

「お前は、年ねん齢れい的てきに、生せいし殖よく対象にならん。よって、比ひ較かく対照にはならん」

　こういうのはおれの台詞せりふじゃないぞ。何か染められた気分。

「むう」

　由宇は、口を曲げた。

「納得できるな」

「だろ。非合理的な事言うなよ。つーかこれ、お前の台詞だろ本来」

「…………」

「だいたい、そもそもお前がやれって言ったんだろうが。今になって……」

「…………………………何故、私は、今……」

「は？」

「……何でもない」

「そうか。……今になって、止めろとか言われても、もう無理だからな」

「それは認める。意外にも、なかなかの手しゆ腕わんだ」

　手腕とか言うな。

「…………だが、計画に支障が出る事になれば、私は、それなりの対応をする事になるぞ。忘れるな」

「わかったわかった」

「解ればいい。では、行くぞ」

　由宇は、掴つかんだままの右手を引っ張った。

「行くって……どこへ」

「黙だまってついてこい。用事がある。郵便物を取りに行くだけだ」

「一人でいけよ」

　こいつは、夜道一人で歩いてても危険はない。絶対に。

「いいから来い。私に逆らうんじゃない。そう言っただろうが」

「はいはい」

　ああめんどくさい。



　月明かりの中、由宇は迷いもせずずかずかと歩を進めてゆく。

「それはいいが、いい加減腕うでを放せ。猫ねこじゃないんだから逃にげやしないよ」

　腕を捕まれたままの透は、引っ張られながら抗こう議ぎする。

「きさまらの逃げ足は猫どころではない」

　言いつつも、由宇は腕を放した。「きさまら」というのはどこからどこまでを指す言葉なのか、確認するのは怖いから聞くのは止めよう。

「どこへ行くんだ。それくらい教えろ」

　早足を止めない由宇の後を追いつつ、透は背中に声をかける。

「『あの男』について、情報が欲しくてな」

「『あの男』」

　とぼける必要はない。卑ひ口ぐちの事だ。

「と言って、私自身が調査に出向くわけにも行かん」

「当たり前だろ」

　あんな奴やつのそばを嗅かぎ回って見ろ。どういう事をされるか、解ったもんじゃない。

「やってないだろうな」

「やっとらん。興信所に頼たのんだ」

「こうしんじょ？」

　無意味に復唱する。こうしんじょ。ドラマとか小説とかに出てくるアレか。主婦とかが旦だん那なの浮うわ気きなんかを調べる時に使うんだよな。身元調査やら尾び行こうやら。

「ああ。本を参考にな。新聞の広告で見つけて電話した。金はかなりかかったが」

　こいつ、どんどん社会に馴な染じんでいっていやがる。

「心配するな。こちらの身元は秘密だ。ちゃんと『ミスターＸ』の名で申し込んだ」

　単にフィクションを鵜う呑のみにしているだけかもしれない。

「住所も、教えておらん。向こうに伝えたのは、住民すらいない廃アパートの住所だ。

　今日、報告書が、そこの郵便受けに配達されている筈はずだ。それを取りに行く」

　なにこの手口。こんな事をこいつに吹ふき込んだ作家はどこのどいつだ。

「女の正体も、そこそこ見えてきたしな。これで、とりあえず、当面の対応は可能だ」

　灯璃の事だ。聞こえていたのか。最後の会話が。

「そこそこ見えてきた……って、」

「きさまは鈍にぶいな。まだ、気付かんのか。あれだけ喋しやべってくれたというのに」

「悪かったな」

「では考えてみろ。きさまが、「仮に」この国の王、内閣総理大臣だったとして、きさまは、この、『事故』に、どう対応する」

「え……」

　言われて、つい考え込む。

　隕いん石せき墜つい落らくと、死亡事故。これは誰の責任でもない。生存者を救う。とりあえず、出来る事は、それだけだ。だが。

　その生存者のうち何人かが、隕いん石せきが原因と思われる『謎なぞの症しよ例うれい』を、発はつ症しようし始めた。

『宝石』の影えい響きようによって、『人間離ばなれ』を始めた、人間達。そのまま姿を消した、何人かも分からない、『行方不明者』。どんな変化を遂とげ、どんな力を持つかも分からない、人間の兵器で太刀打ちできるかどうかすらはっきり断言できない、未知の超ちよう人じん達。

　公表する？　まさか。公表して、メリットがあるとも思えない。そもそもが、『隕石からわき出た、未知の症例』だ。流言による社会不安は、超人達の暴ぼう虐ぎやくどころじゃないだろう。

　現に、テレビや新聞は、このことを全く喋っていない。隕石墜落事故は、発生から三ヶ月たった今、既すでに、殆ほとんどの人々にとって、忘れ去られた、はるか過去の一事故に過ぎない。

「『宇宙生物の襲しゆ来うらいと、その対策』──などという議題が、王の公式会議の場に登るとも思えんが、ともかく、『奇きみ妙ような隕石片による、奇妙な症例』『それによって発生した、奇妙な罹り患かん者しや達』は、現に、そこにある。

　これは、対応せざるをえんだろう。早急に、処理せざるをえんだろう」

「処理」

『破片』を……『人間離れした人間』を、全員処しよ刑けいする？　戸こ籍せきも身内もあるれっきとした日本国民、それを、大勢の警官で取り囲んで、寄って集って殺す？

『欠かけ片ら』を……『未知の超人達』を、探し出して、皆みな殺ごろしにする？　何処にいるかも分からない相手を対象に、大規模な戒かい厳げん令れいを敷しいて、一軒けん一軒、草の根を分けるように探す？　まさか。独裁国家や中世じゃあるまいし。この国で、そんな事が、出来るはずがない。

　なら、どうする。

「『罹患者』同士、潰つぶし合わせればいい。具体的には、自ら確認し、管理下に置いた『罹患者』共に命じ、未確認の『罹患者』を捜そう索さく、逮たい捕ほ、あるいは処分させるのだ。

そうだな。本人達には、『正義の戦士』とでも、言っておけばいいかな。

『隕石の症例が脳にまで回り、凶きよ悪うあ化くかした「発症者」』と戦う、正体秘密の公務員だ」

　まるで、子供向けのヒーローだ。

「『罹患者』は、家族の殆どを亡なくした者が多い。そのような、幼よう稚ちで、独善的で、そして危険な、まさに『英えい雄ゆう的てき行こう為い』には、喜んで共感し、志願するだろうよ。

　……それで、首しゆ尾びよく『未確認罹患者』を処分できればよし、また、逆に反はん撃げきされて、管理下の『罹患者』が死ぬもよし、そういう事だ。

　いや、むしろ、後者の方が主な思おも惑わくなのかもしれんな。王は、とにかく、『罹患者』を恐おそれているのだ。『人間離れした人間』を、『未知の超人たち』を、恐れているのだ。それらの存在による、社会不安を、恐れているのだ。

　だからこそ、『同士の横連れん絡らくは不許可』などという不適切な戦略で、一人一人、ばらばらに管理しているのだよ。下手に共きよ闘うとうなどさせて、連帯されてもかなわんからな。

『あのおっさん』とやらは、その、責任者だな」

　……筋は通っている。のか？

　灯璃は、作られた英えい雄ゆう、なのか？

　あの瞳ひとみは、自分の死を、見つめているのか？

　あの笑顔は、ヒーローの仮面に過ぎないのか？

「勿もち論ろん、まだ推測に過ぎんぞ。今後も、情報があったら知らせろ。

　……お、あれだ。あのアパートだ」

　由宇が指さしたその先に、幽ゆう霊れいのような空間がある。

　鉄てつ条じよ網うもうに囲まれ、人間の背せ丈たけの半分ほどもある草が生えまくった空き地。その片かた隅すみに建つ、木造のアパート。築五十年は経っているだろう。二階建てで、一階に三部屋、二階に三部屋。部屋は全て南向きで、入口は全て北向き。二階に三つ並んだ入口扉とびらは、まとめて一本の通路で行けるようになっており、その通路へは一階中央の階段で登っていく構造だ。通路には好き放題にゴミが置かれ、壁かべには好き勝手に落書きがされ、まさに一件スラム街といった風情。とても、人が住んでいるような状じよう況きようではない。

　だが、人はいた。スキンヘッドに唇くちびるピアス、高校生くらいのチンピラが、二階へと登る階段に腰こし掛かけて、煙草たばこをくわえたまま、手元の携けい帯たい電話をいじっている。

「あん？」

　チンピラは、深海魚のような目を、携帯電話から離はなした。

　気付かれた。思わず身を縮める。怖こわい。こういう奴やつは、怖い。透は、諦てい念ねんのように確認する。体が覚えてしまっている。こいつらは、こういう奴らは、暴力によって、こちらの物を奪うばってゆく。問答無用で。理り不ふ尽じんに。こいつらがその気になれば、全て、壊こわされる。

「なんだ。てめぇらは！　……ぶっ殺すぞコラ！」

　チンピラは座ったまま、いきなり怒ど鳴なった。

　だが、由宇は気にする風でもなく、ずんずん近づいていく。

「おい、由宇……」

「きさまは、何だ」

「あぁ？」

　チンピラは火のついたままのたばこを捨て、立ち上がった。半分ほどの身長しかない由宇を、上から無ぶ遠えん慮りよに見下ろす。

「ここには、住人はいないはずなのだが」

「……文句あんのかテメェ！　ここはな、もう、オレたちの、縄なわ張ばりなんだよ！

　ぁ？　ひょっとして地主のガキか？　じゃあ帰って、パパとママに伝えな！」

「ならいい」

　何の予備動作もなく、

「どけ」

　由宇は、右みぎ腕うでを動かした。

「ここは、もう、オレたちが管理してんだよ！　ガキはとっとと帰りな！　とっとと帰らねぇと、もうすぐここに、オレたちのおっかねぇボスが戻もどって来ぶぁごぉうぁぇあああぅおおおおおおお」

　コメディ映画みたいな叫さけび声を上げて、男が「吹ふっ飛んだ」。ダンプにでも跳はねられたみたいに。そのまま、通過地点の雑草をミステリーサークルのようになぎ払はらい、着地地点の土を隕いん石せきのように削けずり巻き上げ、そして、踏ふまれた虫のように全身を痙けい攣れんさせ、止まった。

「死んだんじゃないのか」

「ヒトの死など、私には関係ない」

　ああ、そうだろうよ。

「あったぞ。これだ」

　由宇は、顔色一つ変えず、郵便受けに入っていた大判の封ふう筒とうを取り出した。

「帰るぞ。帰って、卑口の事を確認する」



「なかなか、詳しよ細うさいな報告だぞ。金額に応じた働きだな」

　由宇は食堂の椅い子すに座り、封筒を開いた。

「そこに座れ。一いつ緒しよに検討しよう」

　中には、十二枚の写真と、ワープロ打ちのコピー用紙が数枚、入っている。

「いらん」

　透は目をそらし、居間に転がった。卑口のことなんて、知りたくも思い出したくもない。

「では、私が勝手に読み上げる事にする」

「勝手にしろ」

「……卑口降たか志し。１９８７年、七月二十四日生まれ。現在は、十九歳さいか。

　最終学歴は、高校中退だ」

　由宇は、一枚目のコピー用紙を拾い上げた。それに背を向け、テレビの方を見る。

「高校を辞めたのは、二年生の夏だ。きっかけは、教師への暴力事件。

　……その前日に、万引き……確か、金を払わず商品を持ち出す事だな……を、起こしている。開き直って、怒おこったのだろうよ。まったく、知能の低い事だ」

　透は、テレビを付けた。ヤツの知能が高かろうが低かろうが、知った事か。

「それから、本格的に、町のチンピラグループに入るような形で、堕だ落らくしていった訳だが……あまり、グループ内での地位は、高くはなかったようだよ。虚きよ勢せいを張り、虚きよ言げんを吐はく癖くせもあり、誰にも、まともに相手はされていなかった……という事だ。

　サル山でいう所の、麓ふもとのサルだ。使い走りのような事を、いつもやらされていたそうな。ボス共の送そう迎げいや、仲間内の買い出し、遊興費の資金調達も、殆ほとんど、こいつの仕事だった。

　……十八歳になってすぐ、車の免めん許きよを取っている。主に、この為ためだろうな。そして……」

　透は、テレビの音量を上げた。

「一年も経たぬうちに、人身事故を起こした。去年の、四月一日だ」

「………………」

　テレビが、意味不明の言葉を喋しやべっている。テレビの音が、まったく頭に入ってこない。

「その後、半年くらいは大人しくしていたが、また、元に戻った」

　半年か。たったの半年か。反省したふりをして、二度とやらないと誓ちかったふりをして、たったの半年で、あいつは、ほとぼりを冷まして、いや、考えるな。こんな事を考えても、何にもならないじゃないか。何にもなりやしないじゃないか。

「そして……」

　後ろで、コピー用紙を捲めくる音がする。クソッこの報告書は何枚あるんだよ。とっとと終われ。とっとと全部読んでしまえ。

「そして、……む、やはりな」

「気を持たすような間開けんな。とっとと読めよ」

「聞きたくないのではなかったのか」

「うるさい」

「……二ヶ月前、今年の、三月の二十一日。卑口は、暴力事件を起こしている。

　……前例のように、大した罪にはならなかったがね。被ひ害がい者しやは、当時のグループのボス、咎とが谷や剣けん一いち。咎谷は重傷を負い、今も入院中。ずっと麓にいたサルが、いきなりボスを追い落とし、山のてっぺんに座ったのだ。……なるほどな」

「なにがなるほどだ」

「なにを怒っている」

「一人で納得してんな」

「だからお前も一緒に読もうと言っているのだ」

「嫌いやだっつってるだろ」

「訳の分からん言動をするんじゃない」



    

  
    
      　視線の隅すみで、由宇の手元を確認する。次が、最後の一枚だ。やっと終わりだ。

　レポート用紙を捲った由宇の手が、止まった。

「……『白い人？』」

「はあ？」

「……咎谷の証言だ。暴力事件の一週間前、三月十四日……咎谷達の、当時のたまり場に、『白い人』が、突とつ然ぜん、やってきた……という。一応、その場では、追い返したらしいが」

　由宇は、レポート用紙を摘つんだまま、左手で頬ほお杖づえをつき、考えるしぐさをした。

「何だよ。『白い人』って」

「知らん。この報告書は、咎谷の証言を、そのまま引き写してあるだけだ……。

　或あるいは、日本語の慣用句などで、こういう表現があるのか？」

「知るかそんなもん。聞いた事もないぞ」

「ふむ。……まあいい。恐おそらく、そいつが、その『白い人』とやらが、『自死』だろう。

　ほぼ確信できたぞ。卑口は、その後、一人で『白い人』と会い、『改造』され、腕わん力りよくを得て、そして、不良グループのトップになったのだ。

　この十二枚の写真は、グループの構成員、ヤツの『部下』だな。隠かくし撮どりだ」

　封ふう筒とうを漁る、ガサガサという音。写真を取り出したらしい。

「……どいつもこいつも、知能の低そうな連中だな。くだらん。

　……そして、最近は、近所の廃はい屋おくをアジトにして、夜中などはそこに屯たむろし、怪あやしげな事をしているようだ。具体的な事は、危険が大きすぎて近づけなかったのか、報告はないな。

　……おお。これは偶ぐう然ぜんだ。ヤツのアジト、新しいサル山はな」

　由宇は、コピー用紙を閉じた。

「さっきのボロアパートだ。あれは、卑口の巣だ。鉢はち合あわせなくて、よかったな」

「…………くそっ」

　何故か下した顎あごが痛いと思ったら、いつの間にか、奥おく歯ばを噛かみしめていた。あのアパート。

　近いじゃないか。わざわざ祖父の家にまで戻もどってきたのに、また、近くに巣を構えやがったのか。

「まあ、場所的な事は、たまたまだろうな。さて、とりあえず、こんな物だ。興信所の利用は、これきりにしよう。この国の王に、要らん勘かんぐりを持たれては、かなわんのでな。

　後は、特に何もせんでも、解決する」

「え」

　透は、寝ね転ころがったまま、振ふり返った。

「解決……って」

「きさま、さっきから、脳がまともに機能していないな」

　由宇は、一枚の写真を見ながら、視線も送らずに呟つぶやいた。

「もうすぐ、卑口と、灯璃が、戦うのだ」

　写真には、さっきの男が、アパートの前で、由宇に一いち撃げきでやられた男が、写っている。スキンヘッドが街灯に輝かがやいている。

「勿もち論ろん、灯璃が、負けるだろうよ」

　取り出したマジックペンで、写真にバツ印を付ける。キルマークのつもりか。

「そして、どんな目に遭あわされるのか。

　……それは、私の知った事ではないがな」



「『白い人』とやらが、何を考えているのかは知らんが、

　少なくとも、卑口は、かなり知能が低いようだ」

　頭の中が、空っぽになった。

「自らを隠いん蔽ぺいする手段を知らん。むしろ、目立ちたがっている風でさえある」

　脳が、麻ま痺ひした。何も考えられない。

「『対策室』の耳にも、勿論入っているだろうよ。『人間離ばなれした人間』が、その力を喧けん伝でんしつつ、犯罪行こう為いに手を染めている……とな。これはもう、速急に対応するしかない」

　由宇の言葉が、脳の表面を滑すべり降おりていく。

「『おっさん』は、じき、卑口の近くにいる『対策室職員』に、灯璃に、命じるだろうよ。……卑口という『発はつ症しよ者うしや』を、『隕いん石せきの悪あく影えい響きようで、邪じや悪あく化した人間』を、逮たい捕ほしろ……と。　いや、もう、既すでに、命じているかもしれんな。今」

　何も考えられない。息が苦しい。そんな事はどうでもいい。

「灯璃は、これから、卑口と戦うのだ。そして」

　透は、何も考えないで、ただ、事実を認識した。

「負ける。

　……私が、それぞれ、確認した。灯璃の『破片』は、大した大きさでもない。

　対して、卑口の『破片』は、類を見ない大きさだ。腕力も、当然、強い。

　相手にもならんよ」

　灯璃が、卑口に、負ける。

「そして……」

　灯璃は、卑口と戦って、負けて、そして。

「どんな目に、合わされるかな」

　同じ事になる。あの時と。錫すずの時と。

「まあ、以後、まともな生活は、送れまいよ。一件落着という事だ」

　灯璃が、卑口に、やられる。

　あの笑顔が、あの瞳ひとみが、壊こわされる。闇やみによって。魔まによって。



　カバンの中の、携けい帯たい電話が、鳴った。



    

  
    
      六章　競きよ争うそう






「ふむ。これが、小麦粉というヤツか」

　由ゆ宇うは、カバンの中から、紙かみ袋ぶくろを三つ、取り出した。

「お好み焼きの材料だったな。確か」

　興信所の大判封ふう筒とうを本ほん棚だなに突っ込んで、代わりに料理の本を取りだし、無表情にページを捲めくる。

「……お、あったぞ。これだ。

　よし、では、今から私が作ってやろう。最近、味の快、不快が、判明しつつあるのだ」

「……」

　宇宙人の足音が台所に去っていくのを、透とおるは、ただ見送る。自分は何をしていたんだっけ。何を考えていたんだっけ。そうだ。携帯電話。殆ほとんど機械的な動きで、カバンを探り、携帯電話を取り出す。さっき、これが鳴ったんだ。でも、自分は、なんで、こんなに、不安なんだろう。

　開いて、確認。メール受信、一件。不ふ破わ灯あか璃り。

　思い出した。震ふるえる手で、メールを開く。

『ごめん。明日、学校来れないかも。後は、よろしく。透』

　─────

　学校へ、来れなくなった。何だ。風か邪ぜか。風邪に決まってる。そうに決まってるじゃないか。そんな訳ないじゃないか。こんな夜中に、いきなり風邪だなんて、ある訳ないじゃないか。じゃあ何だ。こんな夜中に。どんな用事が、入ったっていうんだ。

　決まってる。

　これから、灯璃は、卑ひ口ぐちの所へ行くのだ。不破灯璃が、一人で。

　錫すずを壊した、あの男の所へ、不破灯璃は、一人で行くのだ。

「う……」

　口を手で塞ふさぐ。叫さけぶな。叫んではいけない。何の解決にもならない。おちつけ。そう、きっと、考えすぎだ。落ち着いて、電話をかける。登録したての、灯璃の番号。

『只ただ今いま、この番号は、電源が切られているか、電波の届かない所に……』

　聞こえてきた電子音が呪のろいの言葉であったかのように、透は即そく座ざに発信を切った。

　メールが来てから、今まで。五分も経っていない。その短い間で、灯璃は、電源を切った。何の為ために。決まってる。決まってるじゃないか。出発したんだ。

　浮うき足だった心は、電話の呼び出し電子音に切り裂さかれた。反射的に、ボタンを押おす。

「おお、氷ひ見み。灯璃のメール、見たか？」

　鳥と羽ばだ。

「見……たよ」

「ああ。お前の所にも来たのか。なんか、『明日学校来れないかも』ってだけの文面でさ。

何かあったのかと……お前、知らないか？」

『明日、学校来れないかも』それだけ？　『後は、よろしく』の文面はないのか、鳥羽の所には？

「知ら……ないよ」

　後は、よろしく、透。

　透は、確信した。これは、遺書だ。

　家族も、近しい人もいない、灯璃の遺書。

『同士』へと向けた、電気仕じ掛かけの遺書。

「おい、ケチャップはどうする」

　台所から聞こえてくる由宇の声を背中に、透は、そのまま、外へと飛び出した。

「やはり、あまり一いつ般ぱん的てきではないか。おい…………どうした。透。返事をしろ」



　飛び出した所で、何をどうするというあてもない。どうする？　どうすればいい？

　ヤツのアパートへ行く。いや、今からじゃ、間に合わない。灯璃は、もう、ずっと前に、出発してしまった筈はずだ。卑口は、もう、アパートに戻もどっている筈だ。あのスキンヘッドチンピラは、「ボスはもうすぐ戻る」と言ってたじゃないか。どうする。

「……そうだ」

　携けい帯たい電話を開き、電話番号を打ち込む。あの日、図書館で押しつけられた番号。もう二度と目にする事はないだろうと思っていた、呪われた文字列。卑口の、携帯番号。

「なんだ？」

　唸うなるような声が、受話器から漏もれる。魂たましいが震えるのが分かる。この声、この声に、錫は、いや、そんな事を、考えている場合じゃない。

「……氷見だ」

「はぁ？」

「氷見だ。今、家の押おし入いれから、面白い物が出てきた」

　意識して、無機質な口調。これなら、何とかなる。

「なに言ってんだ、テメェ？」

「例の事件の、新しい証しよ拠うこだ。これを警察に出せば、お前は終わりだ」

「……んだとぉ？」

「買え。二百万で。十とつ葉は駅で待っている。一人で来い」

「テメェ、オレを嘗め」

　何も聞かず、切る。そして、走る。こいつが、一人でなんて行動するはずがない。部下を連れて、仲間を率いて。大勢で押し掛かけ、圧あつ倒とうする。そうに決まっている。全員で、駅へ行くのだ。アパートを空にして。

　そして、灯璃は、助かる。戦わずに済む。

　助けて、そして、その後、どうする。そんな事は、後で考えろ。



　さっきと同じ道を辿たどり、さっきと同じ所へ。二階建ての廃はい墟きよ。悪の巣。近寄ってみても、室内から、男の声は聞こえない。女の悲鳴も聞こえない。よかった。間に合った。

　胸をなで下ろし、恐おそる恐る、一歩一歩、足音を立てないよう、二階への階段を登り、

「あ！」

「うわああああああああ！」

　階段の上で、灯璃と鉢はち合あわせ、透は心の底から叫んだ。

「わ、びっくりした……透？　なんでここに？」

「メールを見た」

「え、なんで、場所まで……っていうか、キミ、夜は、電話取れないんじゃなかったの？」

　そんな事を言ったような気もする。そんな事はどうでもいい。

「いいから、帰ろう。すぐに、卑口が来る」

　卑口が、戻ってくる。もうすぐ。今、すぐにでも。

「卑口？　キミも、卑口に用があるの？」

「用なんてないよ。いいから……」

「だめよ」

　灯璃は、キッパリと言った。

「私は、卑口を、『発はつ症しよ者うしや』を、逮たい捕ほしないといけないんだから！」

　やっぱり。やっぱりだ。やっぱりなんだ。冷たい確信と共に、透は繰くり返す。

　灯璃は、卑口を倒たおす為ため、倒される為に、ここに、来たのだ。

「そんなもの、どうでもいいじゃないか！」

　速く逃にげないと。ヤツが戻ってくる。卑口が。錫を潰つぶし、絶望を振ふりまく、あの男が。

　そう、帰ってくる。今にも、帰ってくる。あの男が、ここに。

　もう十葉駅に着いた頃ころか。今いま頃ごろ、部下に命じて、身の程知らずな恐きよう喝かつ者を探しているのかもしれない。いや、もうすでに探し終えたのかもしれない。もしかしたら、もう、すべてを終えて、騙だまされたことにとっくに気づいて、舌打ちをしながら帰路についているのかもしれない。いや、きっとそうだ。そうに決まっている。もうあいつは帰ってくる。あいつはここに来る。ここへと向かっている。今まさに。

　もうすぐ、あの男が、ここに、帰ってくる。

「早く、逃げないと……」

　帰ってくるまでに、早く、ここを離はなれないと。ほら、もう、すぐそこまで来ているのかもしれない。空き地の鉄てつ条じよ網うもうを、今、まさに越こえているのかもしれない。もう、そこに、奴やつは、いるのかもしれない。

「逮捕とか、『発症者』とか、どうでもいいじゃないか！」

「よくないよ」

　なんで分からないんだろう。こいつは。

　たった一人で、敵のアジトに侵しん入にゆうする。横の連れん絡らくを禁じ、単たん騎きで突とつ入にゆうする。

　ハリウッドじゃあるまいし。少年漫まん画がじゃあるまいし。それが、何を意味するのか、それが、どんな意図でなされているのか、なんで、分からないんだろう。

「お前は……お前達は、ここで死ねって、そう命令されてるんだよ！」

「知ってるよ」

　灯璃は、まっすぐに返事した。

「……え」

「知ってるよ。そんな事。最初から、知ってる。『あのおっさん』は、私たちを疎うとんでる事も、卑口は恐るべき怪かい物ぶつなんかじゃない、ただの『変わった人間』だって事も、知ってる。私と卑口は、『罹り患かん者しや』と、『発症者』は、症しよう例れい的には、何も違ちがわないって事も知ってる。『発症者』と、『罹患者』の区別が、『おっさん』の胸先三寸で決められる事も知ってる。

　でも、仕方ないじゃないの。私がやらなきゃ。この仕事は、私にしかできないんだから！

　誰かが止めないと、卑口は、取り返しのつかない所まで、いってしまうんだから！

　また、私みたいに、悲しむ人が、出来てしまうんだから！」

　綺き麗れいだ。

　場ば違ちがいに、そう思った。こいつは、綺麗だ。こいつの魂たましいは、綺麗だ。

　そうだ、人間は──

「透ゥ！　てめぇ、こんな所で、何してやがんだァ！」

　下から響ひびいてきた怒ど鳴なり声が、透の思考を吹ふき飛ばした。

「人を呼び出しといて、こんな所で、女と密会かよ！　ああ？」

「ひ……」

　口の中が、一いつ瞬しゆんで乾かん燥そうする。

　あの男が、いる。

　遅おそかった。甘あまかった。

　十葉駅どころじゃなかった。鉄条網どころじゃなかった。空き地どころじゃなかった。

　もう、帰って来た。

　黒の上着に、赤のＴシャツ、灰色のジーパンを、悪あく趣しゆ味みなベルトで止めた、黒い人ひと影かげ。

「卑口……！」

「ハハハハハハハハ！」

　卑口は、笑った。顔を歪ゆがめて。いつもの、甲かん高だかい、調子っ外れな声で。

「おいおい！　あんまビビんなって！　冗じよ談うだんだよ、冗談！　オレたちは友達だもんなぁ！

オレ、ちっとも怒おこってないぜ！　優しいだろ？　天使みたいだよなぁ？

　じゃあ、仲直りの印って事で、その女、遠えん慮りよなく、貰もらっとくぜ、透クン！」

　卑口は、全身で叫さけびながら、わざと足音を立てて、階段を登ってくる。

　後ろにいる二人の取り巻き、サルみたいな顔の小男と、バンダナを付けたデブが、追従笑いを浮うかべながら、後に続く。

「すまねぇなあ！　気を使って貰っちゃってさあ！　もう彼女作ったのかい、透クン！　今、ここで、オレに捧ささげる為ために、わざわざ仲良くなって、連れてきてくれたんだよな？

　じゃあ、じっくりと楽しませて貰うぜ！」

　怖こわい。どうしようもなく、足が震ふるえる。こいつは、

「錫ちゃんみたいにさぁ！」

　こいつは、おれに、自由に、自在に、無限に、絶望を与あたえる。その口を少し動かす、ただ、それだけで。

「う……あ」

　そのまま歩み寄ってきた卑口に首根っこを捕つかまれ、透はうめいた。

「透！」

「おーおー。ダメだなぁ、女の子がそんな怖い顔しちゃ。

よし、テメェら！　その女を、部屋の中に案内しろ！　『準備』が出来たら、呼べよ！」

　二人の取り巻きが、愛想笑いを浮かべながら、灯璃を部屋の一つに押おし込んだ。

　ヤバい。まずい。その言葉だけが頭の中をぐるぐる回る。何も、考えられない。

「ハハハハハハハハ！」

　卑口は、首を掴つかんだまま、心の底から笑った。

「じゃあ透クン、ここで、一いつ緒しよに待つとしようぜ！　あの女が……」

　灯璃が。

「今から、どういう事になるのかをなぁ！　なに心配すんな！　オメーにも、見学位は」

　ごき。

　部屋の中から、生々しい音がした。なにか、堅かたい物を、無理矢理、へし折ったような。

「お？　腕うでかな？　足かな？　ハハ、今いま頃ごろ、泣いてるだろうなぁ、お前の彼女！　あーぁ。透が、もうちょっとちゃんとしてればよかったのに。透さえいなければ、透に会いさえしなければ、こんな事には、ならなかったのに。そう思って、泣いてるんだろうなぁ！」

　卑口は、腕にますます力を込め、全身で笑う。まるで、世界には、何一つ、悲しむべき事など、存在しないかのように。

　そして、ドアが開いた。

　バンダナのデブが、開いたドアの隙すき間まから顔を覗のぞかせ、

「よっしゃ！　待ってたぜ、早速……」

　卑口の言葉に、何の反応も返さず、

「あ……ぐぇ」

　白目をむいて、そのまま、崩くずれ落ちた。重量級の体重に負け、扉とびらの錆さびた蝶ちよう番つがいが外れる。

　壊こわれた扉の上に倒たおれ伏ふしたバンダナデブ、その頭を後ろから踏ふみつけて、

「喧けん嘩かのやり方くらい……」

　灯璃は、吠ほえた。

「習ってきたわよ、このクズ男！」

　卑口の顔が、野やじ獣ゆうのように歪んだ。力任せに押しのけられ、透はよろける。

「この、クソアマァああああ！」

　襲おそいかかる卑口に向けて、灯璃は、冷静に身体を開き、腰こしを落として、

　その鼻先に、正確な、反はん撃げきの拳こぶしをたたき込んだ。壁かべに弾はじかれたゴムまりのように卑口の身体が跳はね、そのまま、通路の柵さくに激げき突とつする。

「『私たち』は、人間離ばなれしている。最初の時点で、人間を超こえる。

　鍛きたえれば、際限なく、強くなれる。

　けれど、鍛えなければ、そのままなのよ。人間と同じく」

　灯璃は、柵に凭もたれて倒れ込んだ卑口を見下ろし、冷たく呟つぶやく。

「あなたは、今まで、何をしてきたの？」

　何をしてきたんだ。卑口に向けられた灯璃の言葉は、透の心に突つき刺ささった。

　おれは、一体、何をしてきたんだ。

　おれは、何も、しなかった。しようとさえ、しなかった。

　戦わなければならなかったのに、戦おうとさえ、しなかったんだ。

「こ、クソ…………」

　呪のろいの言葉を吐はきながら、卑口が低く唸うなった。

　怒おこった愚犬のような、煮に詰つめたような憎にくしみに満たされた、真っ黒な唸り声。

「クソ……があああ！」

　叫びとともに、爆ばく発はつ音おん。

　アパートの壁に、鋭するどい、凶きよ暴うぼうな破は壊かい音が突き刺さる。一拍ぱく遅おくれて、硝しよ煙うえんの香かおり。

「え」

　怪け訝げんそうに呟く灯璃、その顔を残ざん酷こくに睨ねめ上げながら、卑口は身を起こす。

「勝ったと……思ってんじゃねぇぞ！　あぁ！　いい気になってんじゃねぇ！　コラ！」

　右手に、うすく煙けむりたなびく、鉄の殺人兵器を構えて。拳けん銃じゆう。

「調子に乗りやがって、クソ女！」

　拳銃。なんで、そんなものを。

「テメェが、オレに勝てると思ってんのか！　オレが、誰かに、負けるとでも思ってんのか！　動くんじゃねぇよ！　殺すからな！」

　癇かん癪しやくを起こした子供そのままに、拳銃を持った男は、全身を口にして吠えた。

「そんな物まで……どこから、そんな物を」

「当たり前だ！」

　銃口が、灯璃の方を、向いている。

「オレは、王なんだよ！　この力で、あの『白い奴やつ』から奪うばい取ったこの力で、オレは、王になったんだ！　オレは、もう、誰にも馬ば鹿かにされねぇ。もう、誰にも嘗なめられねぇ！」

　殺人機械を手に握にぎって、血まみれの男が、叫さけんでいる。

「オレに逆らう事は、許されねぇんだ！　オレは、もう、ヤクザなんて怖こわくねぇ！

　もうすぐ、オレが、逆に、奴らから、金をむしり取るんだ！　透！」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれ、思わず身を縮める。

「テメェがやれ！　テメェが、その女を、ボコボコにするんだよ！」

　なんで、こいつは、こんな事を、思いつくんだ。

「タイムリミットは、あのザコ共が、目を覚ますまでだ！　さっさとやれ！

　少なくとも、顔に傷の五つ六つは入れねぇと、オレは、お前も殺すぜ！　これで！」

「…………」

　灯璃は、卑口を睨みつけ、そして、透の方を、向いた。

「ごめん」

　何を、謝るんだよ。

「油断した。仕方ないよね。こいつは、私の担当だから、キミを巻き込めない」

　仕方ないって、何だよ。

　おれに殴なぐられても、仕方ないって言うのか。

　ここで死んでも、仕方ないって言うのか。

「さっさとやれ！」

　卑口の叫びが、脳の中にまで、響ひびいてくる。怖い。こいつは怖い。息が乱れる。こいつは、全てを握りつぶす。こいつは、全てを壊す。人が積み上げた全てを、こいつは壊す。こいつは、おれの全てを、絶望で満たす。殺される。殺される。息が苦しい。殺され、

　殺され──

　殺されたって、いいじゃないか。

　──こいつの為ためなら。灯璃の為なら。

　息が、出来た。

　そうだよ。おれは、こいつに、憧あこがれてたんだ。

　闇やみの中で光を見失わない、その姿が、美しかったんだ。

　いつも前を向いている、その瞳ひとみが、眩まぶしかったんだ。

　どうしようもない邪じや悪あくに、敢かん然ぜんと立ち向かう、その珠しゆ玉ぎよくの意思が、頼たのもしかったんだ。

　絶望に負けずに、いつも笑っている、その笑顔が、おれは、好きだったんだ。

「……あ」

　こいつは、おれの光だ。

　闇に負けずに道を指し示す、気高い灯火だ。

　暖かいものが、闇を払はらう聖なるものが、胸の中を降りてゆく。

　おれの神は──

「さあ、もう時間がないぜ！　透クン！」

「あ……ああ」

　おれの神は、ここにいる。

「ぐずぐずしてんじゃねぇ！　とっとと」

　卑口が、悪あく魔まが、闇が、遠くで、何かを叫んでいる。

「…………ああ」

　こいつの為なら、おれは、死んでも、いい。

　今、死ね。ここで死ね。ここで死んで、そして、生き返れ！

「うわああああああ!!」

　顔を、闇の方に向け、叫びと共に、飛びかかる。卑口の目が、驚きよ愕うがくに見開かれる。拳銃を持った右手を、戸と惑まどったように竦すくめる。

　何だ。この程度か。この程度の事だったのか。叫びながら、透は笑う。笑いながら、左手で悪魔の襟えり首くびを掴つかみ、右手を振ふり上げる。

「てめ……！」

　銃口が、目の前に来た。だからどうした。そのまま、右みぎ拳こぶしを、血まみれの顔面にたたきつける。みしり。いやな音がして、骨にひびが入った。指の骨に。痛い。関係ない。もう一回。今度は、折ってみよう。折れるまで、叩たたき付けてみよう。もう一度、拳を作る。

「やめ……ろ！　止めろっつってんだ！」

　止めろと言っている？　誰が？　誰が、止めろなんて言ってるんだ？　もっと指の骨、折りたいのに。やっと、一本折れる所なのに。五本全部折れるまで、まだまだ先は長いっていうのに。誰が、止めろなんて言ってるんだ？

　なんだ。卑口か。じゃあ、いいや。透は笑った。

「ガキ……死にてぇの」

　声とともに、なにやら爆ばく発はつ音おん。同時に、頬ほおに熱い感覚。血だ。血が垂れている。暖かくてぬめぬめした液体の感覚。解体にはつきもののにおいとかおり。当たり前すぎて意外でもなんでもない笑えるほど当たり前な当然の発想。透は笑った。笑って、右手を目の前の、何やら堅かたい物に叩き付ける。鼻が潰つぶれる。歯が折れる。唇くちびるが千切れる。

「ぎゃ……」

　これは作業だ。解体作業だ。

「ああああああああ！！！」

　作業は続けなければならない。なぜならこれは作業だから。右手で、悪魔を粉ふん砕さいしてゆく。悪魔が、みっともない断だん末まつ魔まを上げる。闇が消えてゆく。苦しみが、消えていく。

「やめ　……かった！」

　なかなか壊こわれない。なかなか手間のかかる作業だ。なかなかやりがいのある仕事だ。

「嘘うそ……オレは、お前の妹を…………訳じゃ……

　……つい、仲間に、虚きよ勢せい…………」

　まだ、音を出す。この物体は、まだ音を出す。仕方ない、止めよう。もっと壊して、止めよう。いつしか卑口の首を、のど仏を握にぎり締しめていた左手が、染み出してきた血に染まっている。爪つめが剥はがれ上がって気持ち悪い。

「…………轢ひいて……どうしていいか、分からなく……

　……隠かくそうと……連れて帰って、そのまま……」

　作業の中で、誰かが笑っている。誰だ、笑っているのは、これは仕事なんだぞ。自分だ。自分は、笑っている。顔を歪ゆがめて、目を釣つり上がらせて。あまりに可笑しすぎて、口を閉じる余よ裕ゆうさえない。行き場をなくした涎よだれが重力に引かれて落ちて、卑口の顔面の血に混じる。その光景が、また可笑しくてたまらない。

「…………止め…………………お願……」

　月夜に響ひびいていく。哄こう笑しようが。破は壊かい音が。悲鳴が。断末魔が。いいぞ。順調だ。全てが順調だ。この調子だ。今、三本目の骨が折れそうだ。やっと、折り返し地点だ。まだまだ先は長いぞ。じっくりやろう。どんどん行こう。

　死ね。悪魔め。闇で死ね。消えろ。両親と共に。錫と共に。死人と共に。



「──止めな。もう」

　透は、我に返った。

　今、自分は、どこにいるのだろう。今、自分は、何をしているのだろう。今、自分は、なんで、笑っているのだろう。今、自分は、なんで、泣いて──。

　嗚お咽えつがこみ上げる。そうだ。おれは、泣きたかったんだ。あの日から。泣いてもいい、絶望してもいい。それでも、世界は美しいと、誰かに、言って欲しかったんだ。

「大だい丈じよ夫うぶ」

　灯璃の腕うでの中で、その暖かい身体の中で、

「キミは、もう、大丈夫だから」

　全てを許し、全てを祝福する、慈じ愛あいの御許で。

　おそらく、奇き跡せきという言葉でしか表現しきれない、神聖な時と空間の中で、

　透は、泣きながら、生まれた。



    

  
    
      七章　共きよ生うせい






　四月二十四日の朝、テレビで全国放送された、ささやかなニュース。

　本日夜中、十とつ葉は市片かた隅すみの廃アパートで、重傷を負って倒たおれていた無職の少年、（十九歳さい）と、その友人二名、計三名が、市民の通報により発見され、それぞれ、住居侵しん入にゆ罪うざいで逮たい捕ほ・補導された。

　同時に、現場からは「数々の証しよ拠うこ物件」若者向けの麻ま薬やく、購こう買ばい者しや名めい簿ぼ、上納金リスト、拳けん銃じゆう、その他諸もろ々もろ……が、発見されており、警察は事件と見て、三名の意識の回復を待って、事情を聞く方針。

　何という事もないニュース。事実、これを聞いた大半の人間は、それについて何の関心も持たず、そのまま、このニュース自体を、記き憶おくの片隅へと追いやった。

　そう、どこにでもある、ありふれたニュースに過ぎなかった。

　その翌日、搬はん送そう先さきの病院から、「十九歳の少年」が、忽こつ然ぜんと姿を消してしまうまでは。

　病室の窓が、開いていた。

　病室は、五階だったのに。



　──残る二名の証言により、行方不明となった「十九歳の少年」の犯罪行こう為いが明らかになった。警察は、その同グループ他九名を逮捕、その余罪を追つい及きゆうするとともに、その、「十九歳の少年」の、行方を追っている。

　だが、一ヶ月、二ヶ月を過ぎても、姿を消した「十九歳の少年」の行方は知れず、人々は、次第に、この不可思議な消失劇と、それに纏まつわる噂うわさ話ばなしに、関心を失っていった。

　三ヶ月が過ぎ、七月が終わる頃ころには、もはや、事件自体忘れられ、風化しきっていた。

「十九歳の少年」が、いったい何者で、そして「彼」が、これから、何をするのか。

　そんな事に興味を示す人間は、誰一ひと人り、いなくなってしまった。

　そして、八月、一日。



「もうすぐ四時よ、透とおる！」

　長くなってきた髪かみを上で縛しばり、白いエプロンを付けた灯あか璃りが、客席から怒ど鳴なった。

「ここはいいから、『実行部だより』の四時号、早く仕上げちゃって！」

「分かってる！」

　厨ちゆ房うぼうスペースの中、鉄板の上でじりじりと焼け固形化していく小麦粉を前に、透は返事する。厨房と客席を隔へだてるのは部室から運んできた長机一つ、距きよ離り的な問題はほぼないものの、野外という事もあり、また、すぐ脇わきでうなる発電機や客席の喧けん騒そう、お好み焼きの焦こげる音がやかましく、怒鳴らないと伝わらない。

　八割固形化した素材をひっくり返し、金属製のヘラを脇に置いたその返す手でソースとマヨネーズを準備。その動きのついでに腕うで時ど計けいを確認する。現時刻、午後三時四十五分。四時号の締しめ切りまでもう少しだ。誰だ文化祭当日は二時間ごとに広報紙発行とか、無茶な事言い出したアホは。

　とはいえ、この時点でここを放ほう棄きして生徒会テントにすっこむわけにも行かない。人員はギリギリだ。しかも、かなりアウトの方にギリギリ。「ここは任せた！」と一言言い残して去ってしまったら、厨房には、羽は幌ほろ一人だけが残される事になってしまう。残るのは墨すみと煙けむりと待ちぼうけの客だ。そうはいかない。

　一枚焼けた。もう既すでに予あらかじめ混ざっているソースとマヨネーズを目分量でぶっかけ、カツオと青ノリを重力に任せてぶちまける。一丁上がり。

　ヘラを打ち上げたその動作で紙皿を準備し、顔を客席の灯璃に向けて、

「いくぜ灯璃ぃ！」

「おっけー！」

　厨房と客席を仕切る長机を飛び越こえ、灯璃の持つお盆ぼんの上にナイス着陸。待ちぼうけの連中から、惜おしみない拍はく手しゆが起こった。

「……息合ってるな。お前ら」

　俯うつむいたままボソッと呟つぶやく羽幌の声がまるで合図であったかのように、拍手は冷やかしと囃はやし声に変わる。どいつもこいつもやけにテンション高い。

『余計なこと言わんでいいっ！』

　二人で綺き麗れいにハモった反論に、ますます歓かん声せい。灯璃が場外乱らん闘とうプロレスラーよろしくお盆を振ふりかざして「こらあ今笑った奴やつ出て来ーい！」客席の中に乱入していく。

「遊んでないで働いてくれよ灯璃」

「いつの間にか、呼び捨てになってるし……」

　相変わらずの陰いん気きぼそぼそ口調だが、ひょっとしてこいつ、物もの凄すごく面白がっているのだろうか。

「ええいやかましいっ。じゃあ行って来る！」

　叫さけんだその勢いのまま、さっき地面に落としてそのままになっていたタオルを拾い、厨房に併へい設せつされている生徒会用テント入口をくぐる。中にあるのは発電機と材料と紙皿の山と長机。長机の上に、実行部各自用のペットボトルお茶とノートパソコン。ノートパソコンのスイッチを入れ、電源がつくまでの間で土にまみれたタオルで汗あせを拭ふいてペットボトルを傾かたむける。もはやどのペットボトルが誰のやら誰一人わかりはしない。何か唾つばっぽいのがついてるがひょっとしてコレ羽幌のだったりして。いやそんな事はないさ。きっと三年のおねぇさまのさそうに違ちがいない。要らん事を考えつつも一気に飲み干し、パイプ椅い子すを引いてノートパソコンの前に座る。『ようこそｗｉｎｄｏｗｓへ』挨あい拶さつはいいからとっとと始めろこのガラクタ。

「……透！　まだか……こっちは……」

　厨房から、ただ一人戦場に取り残された戦士の、苦く悶もんの叫びが響ひびいてくる。

「まだ来た所だろうが！」

「ダメだ……くい止められ……限界……」

「ダメだ！　ダメなんて言ったらダメなんだ！　ダメと言ったらダメになるんだよ！

　あんた、昔、おれにそう言ったじゃないか！

　振り向くな！　前を向け！　見極めろ！　お前の敵は、お前だ！」

「ふ……言うようになったな……新兵……おれも…………ヤキが回」

「おい！　返事はどうした！　復唱はどうした！　返事しろ！　返事しろよ老いぼれ！

　いつものように怒鳴って見せろよこのクソジジイーーッ！」

「……誰がクソジジイだ」

　かけあいしているうちにパソコンが起動した。高速で『学園祭広報だより』をクリック。書きかけの原げん稿こうを呼び起こす。四時号の原稿は四分の一が白紙のままだ。どうする。考える前に指先は動いている。まずイラストだ。昨日のうちに羽幌に描かかせてスキャンしておいた幾いく多たの萌もえイラスト。二次元の世界から媚こびを売る女どもから一人を選び出し空白に貼はり付ける。なんで水着の上にメイド服なんだよ意味分からん可かわ愛いいじゃないか。体育会系無愛想男の意外な特技。今度突っ込んで質問してみよう。どういう経けい緯いでどういう過去をもっててこういうイラストを描けるようになったのか。

　これであと残りは六分の一。とりあえず祭りに付き物のアレでも載のせておこう。置き引き注意。人混みに紛まぎれ置き引きが発生する可能性があります。身の回りの物に気を配りつつ文化祭を楽しみましょう。実際に置き引きなんて起きてるかなんて知らん。可能性があるって言うんだから嘘うそじゃないさ報道なんてこんなモンだ。よしこれで完成。まだ十分の一くらいは白いままだが、まあいい。ＵＳＢメモリに保存して引っこ抜ぬく。あとは図書室へ持っていって印刷担当の鳥と羽ばに渡わたすだけ。午後三時五十五分。ギリギリだ。

「ちょっと出てくる！」

『アホか！』

　今度は灯璃と羽幌の声がハモった。じゃあどうしろって言うんだよ。誰か暇ひまなヤツはいないのか。携けい帯たい電話を取り出し、適当なヤツを捜さがす。七なな尾お。こいつはどうだ。三回目のコールで受話器が取られ、

「なあ七」

「それ以上喋しやべったらぶっ殺すわよクソ忙いそがしい時に電話してくんじゃねー！」切れた。

「おお、透」

　突とつ然ぜん、何の前まえ触ぶれもなくテントの幕が開き、隙すき間まから女の子が入ってきた。

　伸のびてきた赤髪を後ろでルーズに縛しばり、黒いＴシャツを着たその腰こしに赤のジャケットを長なが袖そでで巻きつけ、下をショートパンツとニーソックスで可愛く纏まとめた、小さな女の子。

「ここにいたのか。さっきからずっと探して」

「由ゆ宇うお前学校には来るなとあれほど」

「すまんが、このスカーフを髪に巻いてくれないか。自分ではやりにくい」

「ちょっとこれ届けてくれ届け先は東館入ってすぐの部屋だ行ったら分かるから！」

「意思統一してから喋った方がいいぞ。あと、人の話を聞け」

　ノートパソコンの電源を切り、タオルを首に巻いて立ち上がる。また戦場へ。ソースと小麦粉と怒ど号ごうが飛び交う戦場へ。

「何故私がきさまのお使いなどしなければならんのだ」

「ついてきてないでとっとと行ってくれよ頼たのむから」

「私は、ただこの機会に学内図書館を見に来ただけで、ヒトの祭りになど興味は」

「あとでお好み焼き一枚やるから」

「わかった行ってやる」

　テントを出たら、厨ちゆ房うぼうの前に、現存する幽ゆう霊れいのように男が立っていた。長身ハンサムのインテリメガネ、会長だ。兵ひよう藤どう会長。

「順調か」

　会長は大おお汗あせを掻かきながらも、無表情でヘラを動かす。怖こわいから止めて欲しい。

「まあぼちぼち」

「よし」

　その手元で、見る間に一個完成した。インテリメガネの鋭するどい眼光が客席に走る。所在なげに座るお代わり待ちの客、目の前に置かれた紙皿、その僅わずかな目標に向けて、会長の手より放たれたお好み焼きが、獲え物ものに飛びかかる精密なオオカミのように宙を舞まい──

「ぎゃああああっつうううう」

　客の顔面に命中した。

「できん事をやらんで下さい」

「すまん」

　素直でよろしい。透は会長の手からヘラを取り上げ、鉄板の前に立つ。さっきと同じ動作で材料をぶちまけ形を整える。もうなんか作業用プログラムが脳内に設定されている感じだ。

「四時号は上がったのか」

「ええメモリはここに。あとは、こいつが印刷所まで運んでくれるんで、鳥羽が」

「鳥羽はいない」

「は？」

　ひっくり返すの失敗した。小麦粉の塊かたまりが、鉄板の上で崩くずれる。

「先ほどから行方不明だ。さっきから探しているのだが、見あたらん」

　崩れた小麦粉の塊を、無理矢理押おし込んで形を整える。あの馬ば鹿かどこ行きやがったんだ。

「そこの少女。お前は知らんか」

　なんで由宇に聞くんだ。

「知っているぞ。先ほどすれ違ちがった」

　由宇は、頭の後ろでスカーフをいじりながら、何気ない調子で返事した。

「おお」

「鳥羽とは、あの、調子の良さそうな、丸まる坊ぼう主ずの男だな」

　覚えているのかこいつ。一回、ちらっと見ただけなのに。

「四月の半ば頃ごろ、他の連中と共に、私の家に遊びに来た」

「『私の家？』」

「ああ。私と透の家だ。近い将来あそこでわりゃひほこどもをほふぁて」

「あーはいはい笑って笑って由宇ちゃん」

　あーもう柔やわらかいなあ。お好み焼きの生地みたいだ。このまま焼いちまうか。

「……その件については、後で諮し問もんするとして」

　そっとしといてください会長。

「それで？　鳥羽をどこで見た？」

「門の所で女を口説いていた」

　人の額に血管が浮うき出る所、始めて見た。まさにビキって感じ。

「ほお。女を」

「きさまらの生せいし殖よく行こう為いは回りくどくていかんな」

　やっとスカーフに結び目ができた。ゆっくりと手を離はなし、ちゃんと固定されているかを恐おそる恐る確認している。

「交こう尾びをしたいのなら、もっと直線的に」

「印刷は俺がやってくる。メモリを寄よ越こせ透。……そして、そこの少女」

　スカーフで髪かみを飾かざっている、というより「布切れが頭に巻きついている」という按あん配ばいだが、本人はそれなりに満足げだ。

「なんだ」

「鳥羽を殴なぐってこい」

「なんで私がヒトの希望通りに動かねばならんのだ。私はそもそも」

「これをやるから」

　会長の手には、焼き鳥が三串くし握にぎられていた。どっから出した。いつ出した。

「心得た。殴ってくる」

「止めた方がいいですよ。死ぬから」

「アホは一回死ねば治る」

　まさか本気で言ってるんじゃないだろうな。

「ところで透、次の六時号の件だが」

　ああまた二時間後には締しめ切りか。正直、この企き画かく物もの凄すごいしんどいんだが。誰だよ言い出した奴やつは。

「これを載のせてくれ。先生より預かった」

　会長は、ポケットから一枚の紙を取り出した。明朝体のワープロ文字が事務的に印刷されている。学内で、浮ふ浪ろう者のような姿をした不ふ審しんな男が発見された。男は、学園祭入場門の影かげで、人目を避さけるように辺りを見回し、そして、ライターを取り出し、紙で出来た入場門に火を付けようとした。近くにいた男子生徒の集団が大声を上げると、男は、罵ば声せいと共にそのまま逃とう走そうした。

「不審者ですか」

　まあよくある話だ。学園祭中は学内出入りが自由だから、どんな奴でも入ってくる。例えば宇宙人とか。

「そうだ。入場門を焼こうとする、その行こう為い自体はよく分からないが、とにかく、気を付ける必要はある。校内放送で警告もしているが、一応、広報誌の方でもな」

「はいはい」

　透は受け取ったチラシをポケットに突っ込み、ふと、周りを見回す。

「……ところで、由宇は」

「ああ、あの少女か」

　立ち去ろうとしていた会長は、振ふり返って言った。

「先ほど、出発したぞ」

「…………え？」

「鳥羽を殴りに」

　ヘラを鉄板の上に置いて、一言、呟つぶやく。

「…………やばっ」



「何故止めるのだ」

「止めいでか」

　由宇の手を引っ張って歩く透は、突つき刺ささる周囲の視線を振り払はらいつつ叫さけんだ。

　年とし端はもいかない美少女の腕うでを引っ張って運動場を横切るエプロンの男。そりゃまあ珍めずらしいだろうなあ。心の中でため息をつく。

「ヒトの頭ず蓋がい骨こつ硬こう度どを調査しようと思ったのに」

「調査せんでいい。お前、もうテントの中にいろ。……ほら電話鳴ったよ絶対怒おこってるよ灯璃と羽幌。……もしもし！」

　非難のように電子音を上げるポケットの携けい帯たい電話を、左手で取る。

『どこ行ってんのよアンタはッ！　今ね、こっちは……！』

「すまんすまん本当すまん由宇がうろうろして迷子に」

「私は迷子になどなっては」

「分かった分かった以後ちゃんと見てます管理してます。じゃあこいつにも手伝わせるよ厨ちゆ房うぼう。すぐ戻もどる」

　電話を切り、走る。全力で走っても、由宇はちゃんとついてくる。息一つ乱さずに。

「私も料理するのか。それは楽しみだ」

　小さい体で、走りながらも、平気で喋しやべる。

　こいつは、どのくらいの力を、持っているんだろうか。



「う……」

　子供用の白い割かつ烹ぽう着ぎに三さん角かく巾きん。まるで小学校の給食当番みたいな格好で出てきた由宇を見て、灯璃の目が変わった。

「おい、女」

　由宇はびくっ、と身を縮め、一歩後ずさる。

「……何を」

「うわ……」

　獲え物ものを狙ねらうヒョウのようにその瞳どう孔こうがキュッと収縮し、そして、

「あああああああぁぁ可かわ愛いいいいいいいい！」

「うわあああああ来たああああああ」

「いやああああ逃にげたあああああああああ！」

　飛び退る由宇より、飛びかかる灯璃のほうが素早かった。

「ぎゃああああああやめろおおおおおお髪かみが首筋が頬ほおがあああああ」

「ああああああ人形みたいぃいい持って帰りたぃいいいい！」

「よせー！　やめろー！　いやー！」

「うひょおおおおおお喋ったぁあああああ」

　殆ほとんど仰のけ反るようにして叫ぶ。暴れる由宇を抱だきかかえたまま。

「うわああああああ肌はだすべすべしてるうううううかわいいかわいいかわいいー！」

「あっいやっ足はやめろっ本当にっ危ないからっ危なっあわっひゃめろぉおお」

「あああああじたばたしてるぅううううううううああああ」

「ああああああああああああああ」

「……遊んでないで、働け」

「はいはい！　あ、それじゃ由宇ちゃん、そんだけ可愛いぃんだからもう全部許す。

　面めん倒どうな事は男どもと私に全部任しとけばいいよ。

　まだ子供だし、料理とか、あんまりやった事ないんでしょ。おねーさんに任せなさい」

　由宇が、腕の中でムッとした。

「私は子供ではない」

「うわああああああああクールな一言きたあああああああああもう駄目ぇええええ」

「私は一週間に三日以上の割合で、この男に料理をふはひてやっへいるのだひ」

「ひょおおおおおおおほっぺた伸のびてるううううううううう」

　何でもいいのか。お前は。



　五時を過ぎると、流石に客足も少なくなり始めた。材料も底をつき始め、そろそろ終しゆう了りようの気配だ。店は灯璃と羽幌の二人でも何とか回るようになり、多少長く生徒会テントにすっこんでいても、そうは咎とがめられない。

「ふう」

　キーボードから指を離はなし、透はペットボトルのお茶を飲んだ。六時号の原げん稿こうもほぼ終わり、あとは会長に頼たのまれた不ふ審しん者しや情報を入れれば埋うまるだろう。もう外は夕暮れの気配だ。不審者も家に帰っちまったかもしれないが、一応念のためだ。

　ポケットからチラシを取り出し、男の身体情報を入力していく。老けて疲つかれ切ったような容姿。見た目は三十から四十代くらい。ろくに洗せん濯たくもしていないようなボロボロ灰色の上着と、くすんだピンクのＴシャツ。天然カット加工になっている、よれよれのジーパン。

「……ん？」

　頭の中で、情報の流れが、一いつ瞬しゆんせき止められる。ちょっとした、違い和わ感かん。

「どうした？　透」

「……いや、別に」

　後ろにいた由宇に返事をしたその時には、違和感は霧む散さんするように消えてしまっていた。

　何故、おれはこんなチラシに違和感を感じたんだろう。自問する。

「気のせいだろ」

　答えは出なかった。まあいいや。終わって家に帰って、じっくり考えよう。入力。完成。

「じゃあ六時号、渡わたしてくる。灯璃、羽幌、ちょっと頼むわ」

「あいよー」

　幕の向こうから聞こえてくる返事にも、かなり余よ裕ゆうが出てきた。もうこれはＵＳＢ渡して帰ってくる頃ころには店も終わっているかもしれないな。のんびりと立ち上がる。

　今度はちゃんと持ち場にいた鳥羽にメモリを渡し、夕暮れの学校を歩く。赤い太陽の欠かけ片らが校舎の窓ガラスを照らし、東の運動場はもう夜の気配。宵よい闇やみが片かた隅すみのバスケットゴールを隠かくし始め、見事な満月が、運動場の上、秋雲に霞かすんでいる。

「なかなか疲れるな。祭りというモノは」

　後ろを歩く由宇が、声をかけてきた。

「まったくだ」

「きさまらは、何故、こんな不合理な事をしているのだ」

　満月を見ながら、考える。

「…………さあ……」

　確かに、不合理だ。めんどくさいし、疲れるし。

「でも、」

　言葉を続けようとした、その瞬しゆ間んかん、

「ちょっと、ひーちゃーん！　おーい！　こっち向いてー！　上、上！」

　突とつ然ぜん、真上から、甲かん高だかい声が振ふってきた。見上げる。

　赤く染まった校舎の窓、三階から、七尾が顔を出していた。

「ちょっと、いま、暇ひま―？」

「まあまあ暇」

「じゃ、ちょっと、荷物取ってきてよ。花火の台なんだけど。駅前にある、シャッター付きガレージの中に突っ込んであるから！　締しめの花火だから、六時に要るのよ。お願い！」

　パン、と音を立て、芝しば居いがかった仕草で手を合わせる。

「いいよ」

「あー助かった。言っとくけどね、これはただの花火じゃないのよ。この道三十五年の花火職人さんが、自分の人生時間の限界を感じ始め、そして最後の締めくくりとして作った、まさに時間の結けつ晶しようなのよ！　時間通り打ち上げられなかったら、私、切腹すっからね！」

「そりゃすげぇな」

「でしょ？　だから、はい急いで」

　鍵かぎが、三階の窓から投げられる。物もの凄すごい回転と、速度で。

「あ、ごめん！　避さけて」

　回転しながら、鍵が突っ込んでくる。

　ごく平へい凡ぼんな、ホームセンターとかで売ってるような鍵だ。部室の鍵と、メーカーも型番も同じ。キーホルダーまで同じだ。『シャッター倉庫Ｇ』と書かれた、味も素っ気もないキーホルダーが、空気抵てい抗こうを受けて複雑な回転をしながら、今、目の前に──

「よっ」

　目の前に来た鍵を、透は、人差し指と親指でつまんだ。運動エネルギーを残したキーホルダーが、手元でじゃらりと鳴る。

「うお！　すげー！　何それ。今の何？　ひーちゃん」

　七尾は、メガネの奥おくの目を見開いて叫さけんだ。

「あ、いや、別に」

　言いながら、キーホルダーをポケットにしまう。

「よっしゃ。次これ！　これ、倉庫の地図だから！」

　やけに装そうし飾よく過多な紙飛行機に折られて飛んでくるレポート用紙、無意味に複雑な軌き道どうを取って飛んでくるそれを、

「くだらん事をするんじゃない」

　由宇が、一飛びの跳ちよ躍うやくで掴つかんだ。髪かみに巻きつくスカーフが風圧に押おされ、台風の中の旗のようにはためく。

「うおおおおおすげー。あんたらすげーよ。従姉妹同士で何それ。実は勇者の血統とか？」

　こいつも、大したモンだ。

　今、戦ったら、どっちが、勝つだろうか。

　おれは、こいつに、勝てるだろうか。

「そんな事出来るんなら、もう、二十分かかんないよね！　じゃ、頼たのんだよ！」

　鍵と地図を持って、自転車置き場へと歩いていく。自転車は半年前に買った。半年前は新品だったのだが、もう既すでに風格すら漂ただようボロさになってしまっている。

「自転車とは、実に合理的な構造をしている。きさまらにしては珍めずらしい構造物だ」

「そうか」

　自転車の鍵を外し、サドルにまたがる。

「じゃ、テントで待ってろ。あんまウロウロすんなよ」

「私も自転車に乗りたい」

「そのうちな」

「後ろに乗せろ」

「……は？」

「今後の為ために、体感しておきたい。乗るぞ」

　返事も聞かず、由宇は後ろに座った。重みで後輪がきしむ。

「重量バランスが変化した。私を落とすなよ」

「落とさないよ。行くぞ」

「その言葉を、忘れるなよ」

「何だよ」

「………………、私を……」

　言葉の尻尾しつぽは、風に散らされて、消えていった。

　しばらくして、自転車をこぐ背中に、むぎゅっ、という感じの重みが来た。

　その重みを感じながら、透は、心の中の言葉を、静かに飲み込む。

　おれたちは、いつまで、こうしていられるんだろうか。



「なんだこれ。あのアパートじゃないか」

　渡わたされた地図を確認し、透は言った。あの廃アパートは事件後すぐに取り壊こわされ、そして、跡あと地ちにはシャッター付き貸ガレージが出来た。そのうち一つを、倉庫として生徒会が借りていて、花火の台とやらはそこに突っ込んであるらしい。

「たった三ヶ月で、何の痕こん跡せきもなくなるのか。きさまらは本当にせわしない」

「三ヶ月っつったら、結構長いだろ」

　自転車を止め、地図を見ながら歩く。見覚えのある道。三ヶ月前に歩いた道。それぞれに表札がかけられた建て売りの民家と、道みち脇わきの自動販はん売ばい機き。そろそろ灯がつき始めた街灯。三ヶ月前、闇やみに包まれていた道は、今、通ってみると、どこにでもある、普ふ通つうの道だ。

「……まだ、捕つかまっておらんな」

　自転車に乗っかったまま、由宇が呟つぶやいた。

「何が」

　重い自転車を引きながら、なんとなく、尋たずね返す。

「何が、だと」

　驚おどろいたように目を見開き、由宇は言葉を切った。

「……呆あきれたな」

　そこまで言われて、やっと思い出した。

　そう言えば、卑ひ口ぐちって、まだ捕まってないんだっけ。

「あれだけ、気にしていたというのに」

「まあ……な」

「……笑っていたな、先ほど」

「え」

　少女は、自転車の上から、真しん剣けんな視線を向けてくる。

「卑口の存在は、きさまにとっての、絶望であったはずだ」

「…………」

「なぜ、笑える。あの男は、消えてなくなったわけではない」

　言われて、つい考え込む。何でおれは、こんなに、普通にしているんだろう。

　何でおれは、平気になったんだろう。

　忘れたのか？　家族のことを。いいや。即そく座ざに否定する。忘れてなんかいない。忘れられるわけがない。もし……もし万が一、その万が一、あいつが、また、何かを──そう考えるだけで、心の奥おくがざわめく。それは、今も、変わっていない。

　じゃあ、何で、おれは。こうして、笑っているんだろうか。

「分かんねえ」

　透は、答えた。

「最近、忙いそがしかったから、考える暇ひま無かったのかもな」

「……そうか」

　由宇は、目をそらし、虚こ空くうを見上げた。

　しばらく黙だまって、そして、口を開く。

「……きさまは、三ヶ月前とは、別人のようだ」

「そうかね」

「以前のきさまとは、明らかに、違ちがう……根本的に。

　今のきさまは…………そうだな、『生きている』……」

「えらく、抽ちゆう象しよう的な事言うじゃないか」

「……『私らしくない』か？」

　首を傾かしげる。

　その仕草が、何故か弱々しい物に感じ、透はそれ以上言うのを止めた。

「…………私の……」

　由宇は、視線を落とし、自分の小さな掌てのひらを見つめつつ、言葉を続ける。

「……私の求めていた物は、ひょっとしたら……

　今の、お前が………………」

　また黙る。

　言葉を途とち中ゆうで止めるなよ。透は無責任に思った。空気が止まるじゃないか。

「…………」

「………………」

「……………………お前」

　沈ちん黙もくに負けた。口を開いたはいいが、喋しやべることがない。まあとりあえず、

「いい趣しゆ味みしてるな」

「？」

「いや、その服装。似合ってる」

「この男はっ突とつ然ぜんっ」

　由宇はなぜか大声を出し、そっぽを向いた。

「何を抜ぬかすかっ」

「今度はファッション誌でも読んだのか」

「うるさい」

「何を怒おこってるんだ。ショートパンツにニーソはポイント高いぞ」

「余計なことを言うな。馬ば鹿かがっ」

　何で怒ってるんだこいつは。訳が解らん。というか、ちょっとはこっち見て喋れよ。

「きさまの変態趣味など知ったことではない」

「いや別に変態とかじゃなく」

「靴くつ下したに欲情する牡おすは変態だっ」

「ちょっと待てその台詞せりふは誤解を招く」

「きさまなんか靴下と交こう尾びしてればいいんだっ」

「だからお前の表現は生々しすぎるんだよおれを異世界に連れて行くつもりか」

「きさまが悪い！」

　断言されてしまった。



「何やってんのよっあんたはっ！　たかが荷物取りに行くくらいでなんで三十分も四十分もかかってんのよこのロリコンハゲ！」

　怒られた。

「すまん。ところでおれはまだフサフサだぞ言いがかりだ」

「ああもう。怒ってる時間も惜しーわ」

　七尾は威い嚇かくするように腕うでを振ふり上げ、時計を確認した。

「あと三十分！　三十分で全部用意ね！　言っとくけどこの花火は、苦節五年、下積みに下積みを重ねた若き新人が、やっと師しし匠ように認められ一人前の花火を作る事を許されて、始めて全てを一から自分で作った、まさに情熱の」

「さっきと設定が違ってるじゃねーか」

「そうだっけ？　いいや。とっとと中庭んトコ持ってって担当に渡わたして。向こうではほぼ準備できてるし、行ったら分かるから」

「おれ、今から最終号の原げん稿こう作成しなきゃならないんだけど」

「ええいこの役立たずがッ」

　七尾は首を振った。つられて三つ編みがぶんぶん振り回る。

「しゃーない。私が持ってくわ。ノートパソコンは図書館に行ってるから頑がん張ばってっ。

　よし、あと一息！　あと一息でこの忌々しー学園祭も終わりだ！

　あーせいせいするわ！　お疲つかれ！」

　花火の台を担かついで、嵐あらしのように去ってゆく。今日の七尾は大おお荒あれだ。まさに一人暴風雨。

「おつかれー」



　腹に響ひびく重低音と共に、闇やみの校舎を、光の色しき彩さいが染め上げる。

「おお」

　本を読んでいた由宇が、小さい叫さけびと共に、図書館の窓に張り付いた。

「ああもう六時半か」

　パソコンの画面から目を離はなし、透は呟つぶやいた。文化祭の終わりを図書館で迎むかえたわけか。筋が通っているようなそうでないような。

　まあ、あまり一いつ般ぱん的てきでない事は確かだ。他の連中は、もっと賑にぎやかな所で屯たむろっている。こんな辛しん気きくさい所にいるのは、自分と由宇の二人だけ。電気も一カ所しか付けていない。薄うす暗ぐらい図書館の中を、夢む幻げんの色彩が照らし出す。

　実はここって、花火の隠かくれスポットなのかもしれない。

「ロマンチックだな」

「お前ロマンとか分かるのか」

　花火ばかりも見ていられない。透はパソコンに視線を戻もどし、何気なく呟いた。

「そんなもん、生存にはまったく関係ないぞ。お前の専門外だろ」

　今の所、四分の三埋うまっている。残り四分の一だ。

「食えるわけでもないし、非合理極まる……って、おい、どうした」

　視線の片かた隅すみに、小さくなった由宇が映った。キーボードから指を離し、座ったまま腰こしを捻ひねって、そっちを見てみる。

　由宇は、窓に手を張り付けて、俯うつむいている。お気に入りのおもちゃを、今、まさに、ドブに捨ててしまった子供のように。

　何やってんだ、こいつは。

「……ただ、言ってみただけだ」

　俯いたまま、喋しやべる。

「そうだ。私には、ロマンや芸術など、分からん。希有状じよう況きようの観測が出来るだけだ。分かるふりをしてみても、恐おそらく、分かってはいないのだろう。きさまの言うようにな」

「いや……その」

　何か悪い事言ったか。これは謝るべきなのか。

「……この身体を得た時、私は、『有機体』について、単純で、明確な理解を持っていた。

目的は生存、手段は捕ほし食よくと交尾。それだけだ。それ以外には、何もない──。

　他の事は、何もない。今でも、この確信は、変わらん。

　だが、それと同時に、私の中で、もう一つ、確信とはほど遠い、真実とはかけ離れた、一つの……そうだな、願望だ。願望が、芽生えつつある。

　私は、変わってしまったのだ。もはや、私自身にも、制せい御ぎよできない場所で」

「………………変わったのか？　お前」

「……変わったんだ」

「へー」

「きさまと、同じように、私も、」

　そうかなあ。でも、頭ず蓋がい骨こつ粉ふん砕さいとか平気で言い出すしなあ。

　という心の中が伝わったらしい。由宇は不満げに眉まゆをひそめた。

「あんなもの冗じよ談うだんに決まっているだろうが。それくらい分からんか」

「冗談は嫌きらいなんじゃなかったのかよ」

「あれは……だから、四ヶ月も前の言葉ではないか」

「はいはい」

　透は身体を戻した。再び、キーボードを叩たたく。

「私に背を向けるな。透。私の方を見ろ」

「今忙いそがしいっつってるだろ」

「もっと、私を理解しろ」

　何を言ってるんだこいつは。さっきから。

「私に、関心を持ってくれ。……私は、ずっと、きさまを見てきたのだ。

　何故だろう。きさまは最近、『私』にとって、最優先に近い観察対象に……

　きさまは、変わった。何故だ。私は、それを、知りたいんだ。

　……そう、私は、きさまを理解したい」

　さて、残りは四分の一。どうしようか。とりあえずイラストか。

「私は、今のきさまに、近づきたいのだ。何故だ」

　イラストを選び、一枚貼り付ける。残りは、八分の一。

「……ひょっとしたら、私は、当初から、とんでもない勘かん違ちがいを──していたのかも」

　残りは……、コラムでもでっち上げるか。タイトルは『～文化祭を振ふり返って～』まあこんな感じでいいだろ。よしこれで。

「なあ、透」

「っ！」

『なんか来た』。突とつ然ぜん、自分でも訳の分からない衝しよ動うどうめいた確信に駆かられ、殆ほとんど本能的な動作で、身体ごと、声のした方へと振り返る。キーボードが非難のエラー音を上げた。

　由宇が、こっちを見ていた。近い。なんだこいつ。何時の間に、こんなに近寄りやがったんだ。何のつもりだ一体。

「…………おい。由宇」

　蚊かの泣くような声で、呟つぶやいてみる。目の前の少女は、びくともしない。真っ直すぐに、こっちを見つめている。花火の音を背景に。光の色しき彩さいに彩いろどられて。真しん摯しな瞳ひとみはまるで闇やみ夜よの深海だ。覗のぞき込んで魅み入いられて飲み込まれたら、もう二度と上がってくる事は出来ないに違ちがいない。

「もし、……もし私が、」

　何だ。この雰ふん囲い気きは。

　まずいぞ。心の中で、声が上がる。これはとてもまずい。大変まずいぞ。この状況は、物もの凄すごくまずい。声はどこに引っかかる事もなく脳内で高速回転を続け、白熱しながら破は壊かい力と威いり力よくを上げていく。何の威力なのか何を破は壊かいするのかは、いまいちはっきりしないが。

「今、この場で……」

　ヤバいって絶対ヤバいってさあどうするさあはっきりしろどうすんだよなんでこんな事になってんだよなんでこんなんになるまでほったらかしといたんだよこの状況責任とれ責任なんて取れるか何言ってんだアホな事言ってないで何とかしろさっさとどうにかしろ何か考えろどうにかしろどうすんだよこれ。

「…………その」

　ピピピピピピピピピピピピ!!

　混雑する言葉の群れを追おい払はらうように、ホイッスルの甲かん高だかい音が響ひびき渡わたった。

「はいはいそこまで。両者そこまでだ」

　落ち着いた声色と共に、図書館の入り口付近のソファから、長身の男が姿を現した。

「両手を頭の後ろで組んで三歩下がりたまえ透君。従わぬ場合は反逆と見なし発はつ砲ぽうする」

「……何やってんですか、会長」

　続いて、ホイッスルを首に提さげた丸まる刈がりの男が、華か麗れいなジャンプとともに登場した。ソファを飛び越こえ、戦隊物ヒーローのようにポーズを決めて着地する。

「と、鳥羽」

「速やかにポケットの中の武器をしまえ透。今ならまだ引き返せる」

「お前らいつからいやがった」

「学内での不純行こう為いは禁じられている」

「誰が不純ですか」

「お前以外の誰が不純だというのだ」

「そういえばそうですね」

　由宇はいつの間にか机に戻もどり、本のページの続きを捲めくっている。その顔は完かん璧ぺきに無表情。何を考えているのかさっぱり分からない。

「ふむ。気のせいか。

　……ちょうど六時半。現時刻をもって、今年度の文化祭事業は終しゆう了りようだ。

　広報紙最終号は、完成したか？」

「はいはい……と」

　片手でキーボードを操作し、ＵＳＢメモリに保存。

「出来ました。これが、最後の広報紙です」

「ああ、確かに。……透」

　メモリを受け取った会長は、真っ直ぐに言った。

「なんですか」

「ご苦労だったな。三ヶ月間。ありがとう。無事に終わったのは、お前のおかげだ」

　ええ、確かに苦労しましたよ。透は思った。この三ヶ月間、要らん苦労のし通しだった。何にも関わらず、家でゴロゴロしていた方が、どれほど楽だったのか分からない。

　でも、

「こちらこそ。ありがとうございました」

　おれは、この三ヶ月間を、この瞬しゆ間んかんを、死ぬまで忘れないだろう。

「よし」

　伸のばしてきた手を取り、握あく手しゆをする。我ながら気き恥はずかしい。

「頑がん張ばれよ、透」

「何をですか」

「目を見れば分かる。お前は、これから、戦うのだろう。何者かと。

　戦って、取り戻すのだ。かつて失ったものを。だが、私が保証しておく。

　今のお前は、無敵だ。何者にも負けはしない。自分を信じろ。そして、勝利しろ」

「なに言ってるんですか。ＲＰＧのラスボス直前にでてくる長老じゃあるまいし」

「あの役職は神秘的でいい。一度やってみたかったのだ」

「実は、全員に同じ事言ってるんじゃないでしょうね」

「想像に任せよう。そして、考えるがいい。じっくりと」

　本のページを捲る音が、静かな空間に、響いた。

「お前の敵は、誰だ？」



「実行部の打ち上げは、夏の臨海宿しゆ泊くはく事業をもって行う。是ぜ非ひ来てくれ」

　との会長の声を背後に、透は帰路についた。当日限りの雑用志願者は意外に多く、幼い子供を連れていると言う事もあって、後片づけは免めん除じよという事らしい。灯璃や七尾も残っているのに自分だけ帰るのはちょっと心苦しいが、もう大した仕事もなく、すぐに終わるだろうと言うことで、遠えん慮りよなく帰らせてもらうことにする。

「ご苦労だったな。透」

　家の門をくぐりながら、『幼い子供』由宇は言った。

「これで、きさまは役目を果たした。三ヶ月間、よく頑張ってくれた」

　あ……そうか。透は思い出す。始めは、こいつに命令されて、入ったんだった……

　灯璃に、近づく為ために。

「『おっさんの組織』についても、大体の見当はついたしな。まあ、こんな所でよかろう」

　灯璃は、『組織』について積極的に喋しやべる事などなかったが、それでも、この三ヶ月、彼女と繰くり返した何十回という雑談の中で、『組織』について、ある程度の輪りん郭かくは見えてきた。

『組織』。正式名めい称しようは『警備局特とく殊しゆ犯罪対策室』……の管かん轄かつは、『正体不明の疾しつ病ぺいによって、生理的変化を遂とげた人間たち』の管理と、その存在自体の情報統制だ。

『患かん者じや』は、その症しよう状じようによって『罹り患かん者しや』と『発はつ症しよ者うしや』に分けられ、両者の区別は『組織』が行う。つまり、『組織』に属し、管理されている者が『罹患者』であり、管理外にいるもの、その力を利用して犯罪行為を企たくらんだりする可能性のある者達が『発症者』という訳。

『組織』は、『罹患者』に『発症者』を追わせ、逮たい捕ほ・処分させる事によって、情報の流出と『発症者』の犯罪行為を防止し、そして、ひいては『患者』達の頭数を減らそうとしている……のだが、その一員である灯璃が、早くも六月頃ごろには、

「最近、『おっさん』全然見ないよね。出しゆつ撃げき命令も、あれきりだし……

　ま、給料は減ってないし、別に文句はないんだけど」

　などと気楽に洩もらしており『組織』の方針は、徐じよ々じよに、『罹患者』へと向けた長期戦……つまり、『罹患者』達に、国家公務員としての地位と定期収入を与あたえ、その生活を安定させる事によって、『発症』を防ぎ、公務員の守秘義務によって情報流出を避さける……へと、変わりつつある。のかもしれない。まあ、そんな感じだ。

「多分、『組織』は、もう、手を引いた」

　宇宙人は、得意げに呟つぶやいた。

「性急な者どもを、一応押おさえ込み、安心したのだろう。

　……ご苦労だった。もう、明日からは、早く家に帰れるぞ」

「…………」

「では、私は、風ふ呂ろへ行って来る。今日は疲つかれた」

　バスタオルを拾い、歩いていく。その後ろ姿に向けて、透は小さく呟いた。

「文化祭は終わったけど、部活自体は終わってないし、辞めるつもりはない、

　……って言ったら、やっぱり、怒おこるのか？」



　居間に寝ね転ころがり、何気なくテレビを付ける。

　そろそろクーラーを付けてもいいかもしれない。ちゃんと動くのだろうか。

「あ」

　そのまま、チャンネルを変えようとして、思い出した。昼間感じた違い和わ感かん。何だっけ。おれは、何に違和感を感じたんだっけ。確か、家に帰ったら確認しようとか、頭の片かた隅すみで思ったような……なんだっけ？

　……そうだ。不ふ審しん者しやだ。学校で、入場門に火を付けようとしたという、不審者。それがどうした？　おれは、あの不審者に、一体、何を……

　ふと気付くと、立ち上がって、棚たなから封ふう筒とうを取り出している。三ヶ月前、由宇がもって帰った、興信所の封筒。「卑口とその仲間達」十二名の写真。

　十二枚の写真のうち、十一枚には、バツ印がつけてある。事件のあと、一人逮捕、または死体として発見されるたびに、写真にマジックでバツを付けていった──そして、最後の一人。唯ゆい一いつ、バツ印がついていない、最後の一人。卑口。

「……これが」

　これが、違和感の正体だ。透は確信した。

　あの日、廃アパートでの、卑口の服装。黒の上着に、赤のＴシャツ、灰色のジーパン。

　そして、今日、不審者として現れた男。ボロボロ灰色の上着と、くすんだピンクのＴシャツ。天然カット加工になっている、よれよれのジーパン。

　写真を確認する。暗くら闇やみの中、携けい帯たい電話のカメラで撮さつ影えいしたらしい、荒あらい画質。

「……卑口」

「気付いたのか」

　いつの間にか風呂から出てきていた由宇が、後ろから声をかけてきた。

「私は、先程気付いた。そうだ。『不審者』は、『卑口』。

　あの日、病院から消失し、そして、今まで、ずっと、逃にげ回っていた男だ」

「なんで──」

　自然に、口が動いた。透は自覚した。口の中が乾かわいている。

「なんで、」

　なんで、今いま頃ごろになって、出てきたんだ。しかも、よりによって、あんな所に。

　高校の学園祭に。何の為に。何をしに。

　あの男は、これから、何をするつもりなんだ。

「……何にして、も」

　ざわつく心を押しとどめ、意識して、落ち着いた声を出す。

「一応、みんなに、連れん絡らくを」

　しておこう。下がもつれて、言葉の後半は、口に出せなかった。

　身体の奥おく底そこで、激しい音が聞こえる。自分の、心臓の音だ。いや、そうじゃない。暗黒からの呼び声。闇やみからの叫さけび。慟どう哭こくのような悲鳴のような嘲ちよう笑しようのような、或あるいはその全てのような、恐おそるべき塊かたまり。

　携帯電話に手を伸のばそうとした、まさに、その瞬しゆ間んかん、

　呼び出しベルが家に鳴り響ひびき、透は飛び上がった。反射的に、ボタンを押す。

「もしも──」

　携帯電話を耳に当てても、反応がない。ベルは、まだ、鳴っている。何でだ。すぐに気づいた。鳴っているのは家の電話だ。何をしてるんだおれは。何をうろたえているんだよみっともない。しっかりしろよ自分。何故か浮うかび上がってくる乾いた笑いを必死で押し留とどめつつ、鳴り続ける黒電話の前に移動、意識して、ゆっくりと、受話器を、取る。

「氷ひ見みか」

　電話は、若い男の声で、喋った。

「ちゃんと、家に帰っているようだな」

「山田先生」

　何だ。先生か。大きな息を吐はき出す。何だ、先生だ。これで、安心だ。ただ、先生が電話をかけてきただけだ。たった、それだけの事だ。こんな時間に。こんな夜に。何でこんなに緊きん張ちようしているんだよカッコ悪い。ただの電話じゃないか。安心なんだって。そう、おれは、ちゃんと、安心していいんだよ。あんな事が、あんな事が、二度と起こるはずが無いんだ。安し──

「……あと、家に帰っていないのは、不ふ破わだけだな」

　──ん。

　わき腹が冷たい。何か、冷たいものが、わき腹の上を伝ってゆく。

　脇わきの下から流れ落ちた、冷ひや汗あせだ。

「え」

　世界にひびが入る。ひび割れた闇の向こうから、何かが姿を現す。

「──ちょっと、待ってください」

「ん」

　電話の向こうの若い男は、気楽な調子で、尋たずね返してきた。

「灯璃が──不破さんが、何を」

「ああ、いや、不破は、まだ」

　家に、帰っていない。その言葉は、言葉として、透の耳に入らなかった。

「後片づけは、七時半には終わったってのにな。一体、どこで、何を──」

　灯璃は、まだ、家には帰っていない。

　灯璃は、闇に消えた。



「そんな──」

　電話を持ったまま、家の柱時計を見上げる。剣けんのような短針が、「９」の位置にある。真っ黒の長針が、「12」の数字の、ほんの少し前で、震ふるえている。

　透は、電話を切った。

　携帯電話を取り出し、登録番号を呼び出し、通話ボタンを押おす。

「透、きさま」

「何だよ。ちょっと待て。……」

　耳に、全神経を集中させる。呼び出し音が鳴る。一回、二回、三回、四回……

「どこに、電話をしている」

「ちょっと、静かにしろ」

　……十五回、十六回、十七回……

　出ない。

「灯璃か」

「そうだよ」

　二十二回、二十三回、二十四……ぷつ。

「繋つながった！」

　思わず大声が出てしまった。

「もしもし！　灯璃か、お前、何やってんだ、皆みな」

「…………おる？　………………て、…………今」

　声が、届かない。電波が悪いのか。こんな状じよう況きようで！

　耳を受話器に押しつける。目を閉じて、全身を耳にする。

「………………室に、………………警察を、…………

　………………

　ハハハハ……アハハハハハハハ……ハハハハハハハハ！……」

　ぞわっ──と、体中の血の気が引く音を、透は、確かに、聞いた。

　確かに、聞こえた。

　電話の向こう、灯璃のそばに、あの声。

　聞き覚えのある、調子っ外れな、甲かん高だかい笑い声。

『あの男』の、あの、笑い声。

「何──だよ！」

　鉛なまりのような言葉が、自然に口から滑すべり落ちた。

　そして、ドアらしき物を激しく叩たたく、激しい打だ撃げき音おん。

　悪意と敵意に満ちた、破は壊かいそのもののような轟ごう音おん。

　音に煽あおられ、黒い渦うず巻まきが、頭の中で荒あれ狂くるい始める。

　何だよ。何やってんだよ。何なんだよあいつは。何なんだよこれは。

　また、来やがったのか。性しよ懲うこりもなく。懲りもせず。何の反省もなく。何の後こう悔かいもなく。

「この──」

　叫さけぼうとして、透は口を閉じた。

　ぼわーん。ぼわーん、と、鐘かねが、鳴っている。

「…………」

　通じない言葉、悪意の哄こう笑しよう、敵意の打撃音、それに混じって、

　ぼわーん、ぼわーん、という、穴の空いた鐘のような、気の抜ぬけた音。

　柱時計を、見上げる。ちょうど、九時。

　鐘が、鳴っている。電話の向こうで。ぼわーん、ぼわーん、と。

「実行部……部室か！」

　そこに、あの男がいる。部室に、魔まが蹲うずくまっている。灯璃に、闇やみが纏まとわりついている。

　どうすればいい──考える必要なんかない。悩なやむ必要なんか、ない。

　行く。行って、戦う。

　それだけだ。



　学校へは、自転車で二十分くらいかかる。急がないと。

「出てくる」

　居間から一歩踏ふみ出した、その目の前に、由宇が移動した。

「……どこへ行くつもりだ」

　目の前に立ち塞ふさがりながら、こちらを見上げ、呟つぶやく。

「学校だよ！」

　思わず怒ど鳴なった、その声を全身で受け止めて、

　由宇は、仁王立ちしたまま、はっきりと宣言した。

「行かなくていい」

「あのな、今、急ぐんだよ」

「行く必要はない。そう言っているんだ」

　何かを思い詰つめたような、真しん剣けんなまなざし。

「…………お前な」

「お前は、行く必要は、無い」

　──

　透は、足を止めた。目を閉じる。心の準備に、数秒を要した。

　意を決し、由宇の瞳ひとみを見返す。

「何を言っているんだ、お前は」

「合理的な事を、言っているんだ」

　邪じや魔まを──。

　強力な感情が、急き立てるように、姿を現す。

「あの女は、お前とは、無関係だ」

　邪魔を──しないでくれ、

「あの女が、どうなろうと──」

　おれの邪魔を、しないでくれ、由宇。

「私達には──私達の生活には、何の関係も」

　そこを、どいてくれ、由宇。

「きさまは、私と、ここで──」

　おれの前に、立ち塞がらないでくれ、由宇。

「一生、私と共に、過ごしていれば──」

　おれは、前に行きたいんだよ！

「外になど、絶望になど、目を向ける必要は──」

　おれを、前に進ませてくれよ、由宇！

「外になど出なくても、私が、きさまの望みを、何でも──」

「確かに──、その通りかも……な」

　由宇は、安心したように、息を吐はいた。

「でも、おれは、行く。卑口を倒たおしに。灯璃を助けに」

「なん──」

　そして、絶句した。

「────だと？」

「由宇」

「お前は、私のつがいだ。お前は、私の計画の、重要な要素だ。お、お前は、私の──」

「おれは、」

　由宇の言葉を最後まで聞かず、透は言葉をかぶせる。

「おれは、もう、お前の計画に、協力するつもりは、無い」

「────────！」

「おれは、息子を、性犯罪者になんか、しない。核かく戦せん争そうなんか、起こさない。

　おれは、世界を、滅ほろぼしたり、しない」

「──あ」

　聞いているのか、いないのか。由宇の顔が、空白になった。無表情ではなく、空白に。

「じゃ、行って来る」

　その脇わきをすり抜ぬけ、居間から出ようとした、その瞬しゆ間んかん。

「…………私は」

　底冷えのする言葉を、由宇は吐いた。

「以前に、言ったよな」

　地の底から吹ふき出す冷風のような、氷点下の呟き。

　由宇の顔が、ゆっくりと、横を向いた。透の方を、向いた。

「私を、捨てるな────と」

　氷点下の冷風は、水蒸気のように地表へと吹き出し、

「……由宇……？」

「……きさまが……そんな事を、言い出すのではないかと……」

　そして、

「そう、思っていたのだ！　思っていたから、黙だまっていたのだ！　黙っていたのに！

　きさまは、きさまは案の定、灯璃の元へ行くと言いだした！」

　そして、爆ばく発はつした。

「私を──私を放り出して！　私の事など、構いもしないで！

　私の言葉に、まったく耳を傾かたむけようとせずに！」

「……由宇」

「灯璃の為ためならば、私はどうなってもいいというのか！」

「お前、何を言って……」

「人類の為なら、私の計画など、どうでもいいというのか！」

　無茶だ。透は思った。反はん抗こう期きの子供のような、無茶な理り屈くつ。

「あの時から……灯璃に近づき始めた、その頃ころから、きさまは変わりだした……

　それに応じて、きさまは、徐じよ々じよに、私への関心を失っていった！

　そんな事くらい、気付いていたさ！

　だが、そんな事は、私にとって、私の計画にとって、大した問題ではなかった。

　その筈はずだったんだ！　畜ちく生しよう、私は、私はもう──」

　こいつは、一体、何を言って──なんで、こいつは、こんな事を、

　催さい促そくするように、携けい帯たい電話が鳴った。灯璃から着信。アラーム音が一回だけ鳴って、そして、いきなり途と切ぎれた。……そう、今は、それどころじゃない。

「目の前にいるのは私だ！　電話などに目を向けるな、透！」

「急いでいると言っただろうが！」

　自分の事ばかり言ってるんじゃない。反抗期の子供じゃあるまいし。

　灯璃が電話をしてきて、そして、アラーム一回分しか鳴らせなかった。

　電話の向こうは、どんな状じよう況きようなのか。

　時間は、無い。本当に。

「話なら、あとで──」

「透」

　言葉を切って、燃えるような瞳ひとみを吊つり上げ、由宇は宣言した。

「女を殺す。……そう言ったよな、以前！」

「由宇！」

「やかましい！」

　反抗期の子供のように。自我に戸と惑まどい、荒あれ狂くるう嵐あらしを制せい御ぎよできない、子供のように。

「警告しておいただろうが！　私は、合理的に障害を排はい除じよする！　それだけだ！

　灯璃を殺す！　そして、その後、きさまも殺す！」

　由宇の右みぎ腕うでが、凶きよ器うきの形になる。拳こぶしの形をした凶器。ヒトを、易々と殺傷する道具。

「──私は、私は」

　由宇は、右足を引いた。ロケットスタートをしようとする陸上の選手のように。

「私は、きさまが憎にくい！」

　叫さけびと共に、烈れつ火かのように繰くり出される由宇の右みぎ拳こぶし、

「──」

　それを、透は左手で受け流した。そう、教科書通りに。教えられた通りに。そのまま、左手の甲こうで押おし流ながしつつ、暴漢の背後へと移動。そして、右手で暴漢の後頭部を押し下げて──腰こしを捻ひねる。流れるような、決められた形。この三ヶ月間、練習した、そのままの形。

「が……っ」

　床ゆかに、俯うつぶせに腹を打ち付け、由宇はうめいた。

「なん……で」

「この三ヶ月間、羽幌に習っていた、護身術、戦うための技術だ。お前に、」

　手を離はなし、倒たおれた由宇から距きよ離りをとって、透は言う。

「お前に、負けない為に。お前の計画を、阻そ止しする為にな」

「……この」

　由宇の顔が歪ゆがんだ。怒いかりの形に。今にも泣き出しそうな、激げき怒どの形に。

「……この、愚おろか者がァ！」

　吠ほえるような叫びと共に、バネ仕じ掛かけの人形のように起きあがる。そのまま喉のど元もとに向けて、恐おそるべき右腕を伸のばしてくる。三ヶ月前と、同じように。

「私に！　私の力に！　逆らうつもりか！　私の──私の、つがいの癖くせにッ！」

　のど笛を握にぎり潰つぶすほどの力が加えられるその右手を、透は左手で掴つかんだ。そのまま、握あく力りよくを込める。

「痛……──っ！」

　苦痛の呻うめきと共に、由宇の右腕から、力が抜ぬける。そのまま、左手で押し戻もどす。力で負けた右腕が、震ふるえながら喉のどから離れてゆく。

「……調べたんだ。灯璃に、教えてもらった。

　おれ達だって──『破片』だって、『宝石』なんだ。

　その力は、基本的には、お前らには──『欠かけ片ら』には、及およばないけど、

　スタート地点は、お前らより、遥はるか後方だけど、

　勝てるんだ。……才能なんて、環かん境きようなんて、関係ないんだ。

　努力で、積み重ねで、乗り越こえられるんだよ」

「く──がァ！」

　由宇は右腕を引き抜き、背後に飛びすさった。前まえ髪がみをかき上げる。露ろし出ゆつした額の宝石が、紅く輝かがやいた。泣くように。その輝きと共に、左胸に、『鞭むち』が……

　こない。

　透は、由宇に向かって、一歩、踏ふみ出した。

「な……なんで……？」

「やっぱりな。さっき、倒した時に、塗ぬったんだ。お前の額に」

　由宇は、指を伸ばし、額の宝石に触ふれた。

「あの時。一番始めの、あの時。ガラスが震えてたのを思い出して、もしかしてと思った。

『鞭』の正体は、音だ。人間の耳には聞こえない、超ちよ音うお波んぱ。

　それで、こっちの『破片』を共きよ振うしんさせて、激痛を作り出している。

　だから、音の発生源、お前の宝石に、粘ねん性せいの物、例えば糊のりとか、を塗ってしまえば、もう、共振は出来ない。音は鳴らない」

　由宇は、額の宝石を擦こすった。ゼリー状の粘着材は、そう簡単には、剥はがれない。

　それでも、両手を構えて、まっすぐに睨にらみつけてくる。

「これは、授業で、習ったな」

　由宇に、近づいていく。少女の視線に、おびえの色が混じる。

「やめろ……やめろ！　……わ、私に、……私に、逆らうんじゃない……

　……私には、お前が、必要……私は……お前が……

　あの女などに……私の計画を、……妨さまたげられて

　あの女などに……きさまを……られて、たまるかッ!!」

　やけくそのように飛びかかってくる由宇、

「諦あきらめろ、」

　その両りよ肘うひじと、正中線の、交わる所。みぞおち。羽幌に習った、人体の急所に。

「お前の計画は、もう、終わりだ！」

　透の、左ひだ腕りうでが、突つき刺ささった。



「──か、はっ……」

　透は、左腕を引いた。ずるり、と、由宇の膝ひざが折れる。そのまま、床に両腕をついて、少女は、うずくまった。

「おれは行く」

　透は、背を向けた。

「灯璃を助けてくる。今度こそ、助けるんだ、おれが。あの男から」

　その背後から、

「──────行け」

　少女の、か細い声が、追ってきた。

「私は──私は──」

　戸を開け、靴くつを履はく。

「…………私は、もう、ここにいる意味は……ない。……行く」

「そうか」

「もう、ここには──戻らない。戻る理由は……ない」

「そうか」

「私は──合理的なんだ──。私は……私、には、もう……きさまなど、必要、無いっ

　従順な牡おすを、私に従う牡を……探す、だけだ」

　か細い声に、嗚お咽えつが混じる。

「そうか」

「私は……私の計画を、私は、……合理的なんだ。

　泣く必要はない。だから、私は、」

「由宇」

「私の名を！　気安く呼ぶんじゃない！　私は！　何とも思っていない！

　私の顔を、見るんじゃない！　消えろ！　私の前から消えろ！

　お前なんか……お前なんか嫌きらいだ！　お前なんか、大嫌いだ！」



　自転車に乗り、夜の町を疾しつ走そうしながら、透は思う。

　ありがとう、由宇。多分、おれには、言う資格はないだろうけど、ありがとう、由宇。

　お前がいなければ、おれは、あのまま、死んでいくだけだった。

　お前のおかげで、おれは、生き返ったんだ。

　ありがとう、由宇。ピーマンのツナ詰づめは、美味かった。本当だ。



    

  
    
      八章　起き源げん






　馴な染じみの通学路、いつもの校門、学園行事実行部、部室へ。慣れ親しんだ道。この三ヶ月、何十回と、往復した道。

「はい、そうです。十とつ葉は高校の校内に、怪あやしい男が！　すぐに、パトカーを……

　僕？　僕は、十葉高校、二年生の、氷ひ見み、透とおるです！」

　電話を切って、ズボンのポケットにしまい、視線を前に向ける。部室のある、旧校舎三階へ。職員室の電気は、一応灯ともっているが、寄っている暇ひまはない。直接、部室へ。

　階段を上り、廊ろう下かの角を曲がって、透は見た。

　部室の戸が、スチール製のドアが、粉ふん砕さいされている。ノブが外れ、蝶ちよう番つがいが壊こわされ、元の形も分からないほどに、破壊されている。

　何か、強い力で、外部から執しつ拗ように叩たたき付けられた、まさに、そのままの形に。

　中から、蛍けい光こう灯とうの光が漏もれている。中にいる者の影かげが、外に映し出されている。女の、灯あか璃りの影と、そして、その上に、男の、卑ひ口ぐちの影が。

「灯璃！」

　叫さけんで、残ざん骸がいとなったドアの隙すき間まをくぐる。一刻を争うというのに、部屋の中を確認するのに、数すう瞬しゆんの心構えを要した。自分を叱しつ咤たし、目を見開き、確認する。

　灯璃が、力をなくした灯璃の身体が、コンクリートの床ゆかに、倒たおれている。

　髪かみ留どめのゴムひもを千切り取られ、上着の袖そでと襟えりを切り裂さかれて、

　まるで、壊れて捨てられた人形みたいに、灯璃が、倒れている。

　赤い液体が張り付いて乾かわいていびつな形になった髪かみ、血の気をなくした顔色、苦しげに閉じられた目、冒ぼう涜とく的なスプラッタ映画そのままに、床に広がって滲にじんでゆく、大量の赤。

　灯璃が負けて、そして、ぶっ壊されている。力づくで。

「あああああああああああ！」

　突とつ撃げきしながら、右手に触ふれたパイプ椅い子すを掴つかみ、そのままの勢いで、灯璃の上、灯璃の身体の上に、馬乗りになった人ひと影かげに叩き付ける。グガッ、という硬こう質しつの音とともに、パイプ椅子が曲がる。人影は、受け身も取らずまともに衝しよ撃うげきを食らって吹ふっ飛び、コンクリートの壁かべに激げき突とつした。

「灯……！」

　仰あお向むけに倒れた灯璃を抱だき起おこす。首の後ろに差し入れた左ひだ腕りうでに、生暖かい液体の感かんし触よく。汗あせ。の訳はない。赤い液体。傷口からの液体。血。

「灯……璃」

　真っ青な顔色の中、閉じられたまぶたが微かすかに動き、血を引いた唇くちびるが僅わずかに動いた。

「とお……る」

　弱った声。暴力によって、力によって、理り不ふ尽じんに傷つけられた者の声。

「テメェ」

　視線の隅すみ、闇やみの中で、嬲なぶるような声色とともに、人影が、暴力の主が、ゆっくりとその身を顕けん現げんする。消しても消しても消えないシミのように、断ち切っても断ち切っても浮うかび上がる獣けものの本能そのままに、男は、今日も、そこにいる。

　ずっと、変わらずに、そこにいる。

「────！」

　意思疎そ通つうの必要なんてない。語り合う理由なんて存在しない。

　そのままパイプ椅子を振ふり上げ、渾こん身しんの力で投げつける。

　殆ほとんど必殺の勢いで回転しつつ突っ込んでいくパイプ椅子、それを目の前にして、

「もう少しで……あとちょっとでよォ……」

　卑口は、顔をゆがめた。

「もうちょっとで、その女を、ヤッちまえたのによォ！」

　呪のろいそのままの言葉とともに右みぎ腕うでを動かし、その一いち撃げきでパイプ椅子が瓦が礫れきになる。ひん曲がった骨組みと砕くだけた金具の塊かたまりが、大だい音おん響きようとともに長机を巻き込み、地面に墜つい落らくする。

「いい所で……邪じや魔ましてんじゃねぇよ！　ええ！　ぶっ殺されてぇのか！」

　何を、言っているんだ、こいつは。透は、考えるでもなく、ただ思う。

　灯璃をこんな風にして、その上で、こいつは、一体、何を言っていやがるんだ。

「折角、あと──」

　最後まで喋しやべらせやしない。嵐あらしのような感情とともに身体は動いている。灯璃を背に、目の前の男に飛び掛かかる。叫び声や鬨ときの声なんて必要ない。飛び掛って、倒す。ただ、それだけだ。それ以外は、何も必要ない。

「ハッ」

　ほんの一メートル先に拳こぶしがあると言うのに、男は笑った。余よ裕ゆうたっぷり、それを、わざわざ見せ付けるかのように、嫌いやらしく、浅ましく、笑いを浮かべた。自分の力を確信して、高いところから下を見下ろす、愚ぐ劣れつなケモノのように。

「くだらねぇ事を……」



    

  
    
      　会話に付き合ってやる気はない。倒すだけだ。そう、倒すための技だ。この三ヶ月間、積み重ねた技。腕を掴んで引き寄せながら、相手の喉のどに、肘ひじを叩き込んで──

　肘を叩たたき込まれた卑口の喉が、そのまま、

「……してんじゃ……ねぇ！　クソがァ！」

　そのまま、毒を含ふくんだ言葉を吐はいた。苦く悶もんに歪ゆがむ筈はずのその顔が、歓かん喜きに歪む。そして、

　右みぎ頬ほおから首筋を伝わって、胴どう体たいまで響ひびく一撃。にぶい痛みとともに平へい衡こう感覚がなくなり、視界がぐるりと回る。自分の状態を認識したのは、頬にざりざりという鋭するどい痛みを発見してからだった。顔面から、コンクリートの床に、叩き付けられた。凄すさまじい力で。

「ハハハ、ビビってんじゃねぇよ！　それで全力か？　あぁ？　ハハハハハハハハハ！」

　左腕一本の腕わん力りよくだけで、力づくでこちらの技をつぶした卑口は、追つい撃げきしようとも動こうともせず、ただ、悠ゆう然ぜんと突つっ立ったまま、ヘドロのような言葉を撒まき散らす。

「ハハハハ……ハハハハハハハ！」

　男は笑う。相変わらず、同じ調子で。なんの変化もなく。

「ハハハハハハハ！　ああ、テメェ、透！　透か！　お前、透かよ！　ああ、久しぶりだよなあ、またしても、久しぶりだ。三ヶ月ぶりだよなぁ、臆おく病びよう者の、透クン！」

　滴したたるような憎ぞう悪おの言葉とともに、男は手近のパイプ椅子を両手でつかみ、力をこめた。

　パイプ椅子が、その手元で、ぎちぎちと変形していく。男の腕力、ただ、それだけで。

　透は、唾つばを飲み込んだ。なんだ、こいつは。

「ハハハハ……ハハハハ！」

　曲がっていく鋼鉄の塊を愉ゆ快かいそうに眺ながめ、そして、卑口は、顔をこちらに向けた。

　その顔の、額の中央に、白く輝かがやく何かがある。何か、光るものが、男の額に、張り付いている。いや、嵌はまり込んでいる。

「ん？　気づいたかな？　ええ？」

　男は、単なる瓦礫となったパイプ椅い子すを放り出した。額の、白い宝石を見せびらかすように、前まえ髪がみをかき上げる。

「そう……『宝石』さ」

　ネズミをいたぶるトラのように、男は笑った。これから始まることが、愉快で愉快でたまらない、というように。

「病院でな、あの人に……『白い人』に……貰もらったのさ」

　自分の額を指し示す、その顔が、醜みにくく、浅ましく、ゆがんでゆく。

　ここで呑のまれたら負けだ。そう分かっているものの、驚きよ愕うがくが顔に出るのを止められない。『宝石』人間の身体を書き換かえる、未知の物質。あの時、三ヶ月前とは比べ物にならない大きさのそれが、卑口の額に埋うまっている。ビー玉ほどの大きさの、白い『宝石』。ひょっとしたら、由ゆ宇うのより大きいかもしれない。

「もう、これは、『欠かけ片ら』ども並みの大きさだろ？

　テメーらのモノとは、比べ物にならねー大きさだろ？　ええ？」

　確かにそうだ。自分の中の冷静な自分が、冷れい酷こくに告げている。

　そう、『宝石』の力は、体積に比例する。十五歳さいにもならない女の子の由宇が、あれほどの力を発揮したのだ。こいつは、それより年上の、しかも、男。

　いったい、どれほどの腕力を、手に入れたんだ。

「ハハハハハハハハハハハハハハ！」

　爆ばく発はつするような笑いとともに、卑口は壁かべを叩いた。壁の内装材が、まるで漫まん画がのように大げさにへこむ。

「分かっただろ？　分かったよなぁ！　おれは、人間を超こえたんだ！

　あああ、可か哀わい相そうになぁ、透クン！　『今度こそ、おれが、この手で、女を救ってみせる』とか、そういうアツい決意と共に、折角、ここまで来たってのになぁ！　敵は、オレは、テメーの目論見よりも、はるかに強かったってわけだ！　まあ、そういう事だ！　テメーは、オレにボコボコにされるために、わざわざ、ここに来たんだ！　ハハハハハハ!!」

　視線の片かた隅すみで、男が放り出したパイプ椅子を確認する。

　あれが──もし、人間の腕うでだったら。

　そう、同じだ。何の変わりもない。腕が瓦が礫れきになる。それだけだ。こいつには、それを止める理性や良心なんてない。できるから、やる。物理的に可能だから、実行する。こいつの倫りん理りは、それだけだ。

「ハハハハハハハ……ハハハハハハハ！」

　卑口は、哄こう笑しようを止めない。何一つ、不安も憂うれいもないかのように。

「ハハハハハハハハハハハハハハ！」

　優位を圧あつ倒とう的てきに自覚して、そして、安全な所から、笑っている。暗あん愚ぐな肉にくし食よく獣じゆうのように。

　こいつは、強い。そう、強いんだ。生物として。ケモノとして。

　なら、どうする？　自分に問いかける。

「う……」

　後ろで、灯璃が呻うめいた。

　……そう、おれの後ろには、灯璃がいる。

　おれを助けてくれた少女が、おれを救ってくれた少女が、おれの憧あこがれだった少女が、傷ついて、倒たおれている。どうしようもない存在の、どうしようもない力に傷つき、倒れている。おれの背中の後ろで、倒れている。

　──なら、お前は、何をすべきだ。

「…………」

　絶望はある。力はある。どうしようもなく、そこにある。なら、どうする。

　お前は、どうする。

　お前は、これから、どこへ行く。

「負──」

　口に出して、言え。逃にげるな。立ち向かえ。

「負けるか！」

　よく言えた。それが正解だ。それが、お前の正解だ。それが、お前の、進む道だ。

　小こし癪やくな合理や小利口な理り屈くつなど、気にする事はない。お前を笑う奴やつがいたら、おれが、そいつを笑ってやる。

　お前は、おれは、戦うために、生まれてきたんだ。

　それを、確認したかったんだ。それだけだ。行くぞ。



「ハハハハハハハハハハハハハハハ！　ハハハハハハハハ！　カッコいいねぇ！　輝いてるよ、透クン！　やっぱり、若者は、そうでなくっちゃあなぁ！」

　嬉うれしげな叫さけびとともに、男が動いた──一いつし瞬ゆん後。

　左半身に衝しよ撃うげき。防ごうとして反射的に上げた左ひだ腕りうでの上から、右の拳こぶしの一いち撃げき。左ひだ頬りほおから脳天へと響ひびく一撃。顔の左半分が、消し飛んでなくなってしまったに違ちがいない。絶望的な喪そう失しつ感とともに、背中に、尖とがった衝撃。ぶっ飛んだ身体の体重をそのまま受け止めた長机が、派手な音を立てて横よこ倒だおしになる。全身が痛い。口の中が苦い。手足の先が痺しびれている。内臓が鈍にぶく重い。

　ただ、右腕を振ふるった、それだけで、こいつは、これほどの破は壊かいを撒まき散らす。自在に、自由に。この男には、腕わん力りよくがある。ただ、それだけが事実だ。他には、何もありはしない。

「な？」

　ニヤニヤと笑いながら、わざとらしく、こつ、こつと、コンクリートの床ゆかに足音を立てて、足音の主が、卑口が、近寄ってくる。体中が痛い。だが、致ち命めい的てきなものはない。顔がなくなったりはしていない。大だい丈じよ夫うぶ。倒れた長机を支えにして、足に力をこめる。

　まだ、立てる。まだ、戦える。なら、戦え。それだけだ。

「お前」

　喋しやべると、血の味がした。

「何で、こんな事してんだ？」

「……ハァ？」

　卑口は、嘲あざけるように顔を歪ゆがめた。

「お前、強いんだろ。最強なんだろ。

　誰にも負けない、誰にでも勝てる力を、手に入れたんだろ。

　……だったら、何で、こんな所で、こんな事してんだ？」

「…………ハハハ、テメェ、くだらねー話で誤ご魔ま化かそうったって」

「何で、こんな所にいるんだ？」

「………………オレは、テメェの話なんか、」

「何で、入場門を燃やした？」

「……………………」

「お前、おれを殺して、灯璃を壊こわして、そして、その後、どうするんだ？」

　卑口の眉み間けんに、血管が浮ういた。痙けい攣れんのように、ぴくぴくと動く。

　まあ、のんびり怒おこっててくれ。その方が助かる。

　埃ほこりを払はらい、ゆっくりと立ち上がる。

「お前、もう、やる事ないだろ。出来る事、ないだろ」

　正面から、まっすぐに見つめる。

『最強の男』は、馬ば鹿か馬ば鹿かしいほど、ちっぽけだった。

　病院から逃げて、警察から逃げて、仲間から逃げて、世界から逃げて。三ヶ月間、ボロを着て、人目を避さけて、全てから逃げ回っていた、惨みじめな男。

「お前は、ずっと、そうやって、生きてきたんだよ」

　こいつは、この男は、二十年間、ずっとこんな風に生きてきたんだ。何をやっても自由だからって、何をやっても誰にも何も言われないからって、何をやっても罰ばつせられる事はないからって、やりたい事だけを好き放題にやって、やりたくない事からは、徹てつ底てい的てきに逃げまくってきたんだ。

　そして、──これだ。

「お前は、何だ」

　たかが高校の文化祭を妬ねたんで、いじましい妨ぼう害がいをして、たかが十六歳さいの子供相手に根に持って、力任せに襲おそって傷つけて、溜りゆ飲ういんを下げようとする、二は十た歳ちの、無職の男。

　それが、この男の、卑口隆たか志しの、全てだ。

　もう、こいつの周りには、誰もいないし、何もない。

　そう──。小気味のいい納得が、心の穴にはまり込む。

　闇やみなんて、こんなものだ。こいつの力は、この程度だ。

　おれが、こいつでなくて、本当に、良かった。

「…………クソガキ」

　闇の王は、二十歳になった不良少年は、ゆらり、と呟つぶやいた。

「なんか用か」

　口の中の血を唾つばと一いつ緒しよに吐はいて、身構える。右手を握にぎり、拳を作る。

「明日こそハローワーク行けよ。無職」

「──」

「空白の履り歴れき書しよじゃあ、どうしようもないけどな」

「この──」

　足音が早くなる。来た。走ってきた。突とつ撃げきしてきた。必殺の、文字通り必殺の一撃を携たずさえて。次の一撃は、おそらく、今までとは、比べ物にならない。

「クソ──」

　勝てるのか。冷静な自分が、声を上げる。

　お前は、こいつに勝てるのか。さっき、お前の技は、こいつには、通用しなかった。

　お前の研けん鑽さんは、こいつには、通用しなかった。お前は──

「──クソガキがああああああああああ！」

　襲ってくる卑口、力任せに襲ってくる卑口。

　それに向かって、その鼻先に、正確な、反はん撃げきの拳こぶし。あの時、灯璃が使ったのと、同じ技。

　──お前は、勝てるのか。おれの力は、届くのか。

「──」

　よく狙ねらえ。そう、相手は、何も考えない、力任せだ。難しくはない──よく、狙って。

　もし、負けたら。そんなことは考えるな。考えても仕方のないことを、考えるのはよせ。

　目を逸そらすな。前を向け。お前の敵は、そこにいる。

　信じろ。自分の力を。自分の──

　張はり詰つめた空気が、一いつ瞬しゆんに収縮する、

　その、瞬間、



　自分の、息の音が聞こえる。はっはっという息いき遣づかいが聞こえる。人間の呼吸の音が聞こえる。血とともに、汗あせの味がする。

　目の前に、卑口が、倒たおれている。顔面を、血に染めて。

　がくがくする膝ひざに気合を入れて、ゆっくりと、見下ろす。

　卑口は、動かない。倒れ伏ふしたまま、動かない。それを見届け、

　透は、一言、呟いた。

「──届いた」



　夜の静せい寂じやくを切り裂さいて、遠くから、パトカーのサイレンが近づいてきた。

　近づくに連れ、だんだん音が低くなる。ドップラー効果ってヤツか。

「灯璃」

　声をかけると、少女は、ゆっくりと目を開けた──。無事だ。灯璃は、無事だ。

「……透」

「良かった」

　ただ、それだけを呟き、携けい帯たい電話を取り出す。救急車を呼ぼう。

　規則的な呼び出し音の伴ばん奏そうのように、パトカーの音が大きくなってくる。

「もしもし──」

　電話が繋つながった。

「──はい、十葉高校の、旧校舎三階で……ええ、女子生徒が」

「……透」

　電話を切って、灯璃の方を見る。

　傷つけられた灯璃は、それでも、笑っていた。

「……ありがとう」

「どういたしまして」

　おれは、この一言を、言いたかったんだよ。ずっと。

　透は、天を見上げた。

　これで──

　ふう……と、息を吐く。これで、終わりだ。これで、終わった。

　終わりだ──。

　その単語と共に、少女の顔が、由宇の顔が、浮うかんでくる。

　終わったんだ。もう一度、同じ事を思う。

　おれは、後こう悔かいしては、いけないんだ。無理に、確信する。

「──救急車、来るのね」

「うん」

「大だい丈じよ夫うぶなのに」

「大丈夫じゃないだろ」

　こめかみ付近の切り傷から流れ出した血が、髪かみに広がってゆく。

　首筋の擦すり傷きずから垂れた血が、襟えりをじわじわと染めていく。

「大した事、ないよ」

「……そうか」

　大丈夫、なのだろう。灯璃が、そう言うんだから。

「──いきなり襲おそわれてさ、なんとか──」

　かたかたかた……

「──何とか、部室に逃にげ込んで──」

　かたかたかた……かたかたかた。

「──でも、透が、助けに来てくれたから──」

　かたかたかた……かたかたかた……。

　ガラスが、震ふるえている。

「──」

　かたかたかた……かたかたかた……かたかたかた。

　ガラスが、震えている。

『鞭むち』の音が、鳴り響ひびいている。

　灯璃の目が、大きく、見開かれた。

「─────痛」

　灯璃の顔が、苦痛に歪ゆがむ。震える手が、首筋を押おさえる。

「痛い────!!」

　かたかたかた……かたかたかた……かたかたかた。

　ゆっくりと──ゆっくりと。接せつ着ちや剤くざいに固められたゴキブリのように。墓場からせり上がる、死にきれなかった死体のように。呪のろわれた花の芽め吹ぶきのように。

　視界の片かた隅すみで、『音の主』が、その身体を、起こしてゆく。



「ハハハハハハ……ハハハハハハハ……ハハハハハハハハ！」

　卑口が、血にまみれた顔で、口裂けるような笑いと共に、身を起こす。闇やみに縁ふち取どられた姿を、蛍けい光こう灯とうの光に映し出し、起きあがる。

「ハハハハハハハ……ハハハハハハハハ！　言っただろうが！　言っただろうがよ！」

　額の『宝石』を、狂きよ気うきのように輝かがやかせ、男は、全身で笑う。笑いながら、乱暴な動作で窓際に腰こし掛かけ、そして、そのまま、狂王のように、宣言する。

「オレは、あの『白い人』に、力を貰もらったって、言っただろうが！

　オレの力は、『欠かけ片ら』並だって、そう言っただろうが！」

　男の額の『宝石』が、無む秩ちつ序じよな輝きを放つ。まるで、それ自体の意志を持つかのように。冷れい酷こくな死、そのもののように。冷たい金属の魂たましい、そのままに。『自死』が、輝く。

「ハハハハハハ……ハハハハハハハ！」

『自死』の力を得た男は、『宝石』の輝きに同調するかのように、口から音を放つ。

「そうだよ！　もう分かっただろ！　透クン！　テメーは、遅おそかったんだ！」

『自死の男』は、宝石を輝かせたまま、無ぶ遠えん慮りよに灯璃を指さした。

「その女は、既すでに、オレに、『改造』されたんだ！　最初の時点でな！　テメェが来る、その、ほんの数秒前にな！　首筋に噛かみついて、オレの『破片』を、ぶち込んでやった！」

　かたかたかた……かたかたかた……かたかたかた。

「………………ぁ……！」

　ガラスの震える音とともに、灯璃の表情が、辛つらそうに硬こう直ちよくしていく。

「…………痛…………!!」

　傷ついた顔が、さらに、血の気をなくしていく。

「もう、その女の身体の中には、オレの『破片』が、入ってんだよ！」

　かたかたかた……かたかたかた……かたかたかた。

　鳴り響く音とともに、痛みが、振ふり下ろされている。遠えん慮りよも、容よう赦しやも、理性もなく。

「もっと……もっと強くもできるんだぜ！　ハハハ……ハハハハ！

　こんなモンはなぁ、まだまだ序の口なんだぜ！　ハハハハハハハ！」

　狂くるった暴力そのままに、卑口は叫さけぶ。叫びに呼応するかのように、

「そうだ、オレは、その女に、自由に『鞭』を、振るえるんだ！　ハハハハハハハハ！」

　灯璃の顔が、苦く悶もんに歪んでゆく。灯璃に、傷ついて倒たおれた灯璃に、灯璃の首筋に、更さらに、『鞭』が、振り下ろされている。卑口の手によって。『自死』の手によって。

「ハハハハハハハハハハハハ……ハハハハハハハ！」

　闇の中で、悪あく魔まが笑う。愚おろかで馬ば鹿か馬ば鹿かしくて、どうしようもない悪魔が、それでも笑う。嬉うれしくて嬉しくてたまらないと言うように、心の底から。

「ハハハハ……ハハハハハハハ！」

　血の気の引いた顔で、苦痛の呻うめきを漏もらしている。何とか声を出さないように、歯を食いしばって、痛みに耐たえている。それを恥はじ知しらずに見下ろす、容赦のない笑い声。

「ハハハハハハハハハハハ……ハハハハハハハ！」

　抱だき起おこす。そんな事をしても、どうしようもない。

　理り不ふ尽じんに、遊び半分で、ちょっとした手間で与あたえられる、凄すさまじい痛みによって、

　灯璃は、叫ぶことも出来ない。気を失うことすら出来ない。

　腕うでの中で、灯璃が、苦しんでいる。

　どうすることも出来ない。止める手段はない。防ぐ手段はない。

「さあ、オレは、もう、この女を離はなさないぜ！　この女は、一生このままだ！」

　灯璃は、灯璃の身体は、この男の意思次第だ。この男は、ほんの気まぐれで、ちょっとした思い付きで、灯璃に苦痛を与えることが出来る。どこでもいくらでも、苦しみを与えることが出来る。今後、ずっと。死ぬまで。

「オレの意志一つで、自由に地じ獄ごくを見せられるんだ！　この女は、オレのモンだ！」

　透は、『自死の男』の瞳ひとみを見つめ、そして、確信した。

「悔くやしいか？　悔しいだろうなぁ。でも、どうしようもないんだよなあ、透クン！　ああ、そうさ。認めてやるよ。テメーの仰おつしやる通りだ。オレは馬ば鹿かだ。救いようのねぇ馬鹿だ！

　あーあ。認めちまったよ。テメェは立派だ！　立派で見事で、お利口さんだよ！　凄すごい凄い！　いや、大したモンだ！　やっぱり、人間、そうでなくっちゃなぁ！」

　こいつは、これ以上、口を開いていては、いけない。

　透は、確信した。心の奥おく底そこ、全てを司る場所で、確信した。

　そして、決意した。

　こいつの口を、閉じなければいけない。今、すぐに。

「だが、残念だ！　立派だろうと何だろうと、馬鹿がその気になりさえすりゃ、あっさりぶっ壊こわしちまえるんだよ！　人生なんて、こんなモンなのさ！　人の意志や努力なんて、何の意味もねぇんだ！　人間の信心や良心なんて、何の役にもたたねぇんだ！」

　こいつは、人間じゃない。

「テメーは、今、こうして、ここで、オレにぶっ壊される為ためだけに、あの日から延々積み上げてきたって訳だ！　三ヶ月間！　ジュージツしてたよなぁ！　楽しかったよなぁ！　ご苦労さん！　ああ、ご苦労だった、ご苦労だったよなぁ！　ハハハハハハ！」

　止める。

　おれは、こいつを止める。こいつの口を、止める。こいつの存在を、止める。

「……透…………！」

　殺す。こいつを殺す。透は決意した。おれは、これを殺す。

　おれは、こいつを、殺す。ここで。

「ハハハハ！　透クン！　今いま更さら、余計な事、してんじゃねーよ！

　殺すぞ！　ハハハハ、ハハハハハハハ！」

　殺してみろ。

　冷静な感情が、言葉を受け止めた。

　殺してみろよ。おれを。

　おれも、お前を、殺してやるから。



「早まった事を、するんじゃない。透」

　唐とう突とつに、声。

「え？」

「お前の人生は、そんなに、安くはない」

　声。背後から。部屋の入口から。女の子の声。聞き慣れた声。

「あ」

　灯璃が、声の主に気付き、小さく呟つぶやいた。

「……テメェ、誰」

　次に、『自死』が、気付いた。部屋の中に、一歩、入ってきた少女に。

「自己紹しよ介うかいなど、してやらん」

　耳元で、ごうっ、と、何かが風を切った。

　フライパンだった。少女が投げたフライパン。鉄の塊かたまりの調理器具は、そのまままっすぐ飛び、かーんって感じの、やけにさわやかな音を音を立てて、窓際に座る『自死』の顔面に命中した。

「あ……」

　跳はね上がったフライパンを見上げて仰のけ反ぞり、まるでアメリカン・コミックのような絵ヅラで『自死』はバランスを崩くずし、

「ァアアアア……」

　落ちていった。下に。数秒後に、重い物が落ちる墜つい落らく音。一拍ぱく遅おくれて、再度、さわやかな激げき突とつ音。落ちてきたフライパンに、また殴なぐられたらしい。

「案外、芸の細かいヤツだな」

　ゆっくりと振ふり返って、偉えらそうに呟く声の主を、確認する。

「……由宇」

　少女は、扉とびらに凭もたれ、腕うで組ぐみをして、無愛想な表情で立っていた。

「お前」

「気を抜ぬくのは、まだ早い」

　由宇は、腕組みをしたまま、呟く。

「こんなものでは、奴やつは死なんよ」

　その言葉が聞こえた訳でもないだろうが、

　ガラスが、揺ゆれ始めた。地面に墜落し、また傷を負った『自死』の怒いかりを、代弁するかのように。

「！」

　……かたかたかた……かたか……か…………

　揺れが、止まった。

「……あれ？」

　灯璃の首筋を覗のぞき込み、恐きよう々きようと、呟く。灯璃は、気を失っている──

『鞭むち』は、彼女に、届いていない。

「止めてやっているのだ。有り難く思え」

　由宇は髪かみをかき上げ、額の宝石を露ろし出ゆつした。さっき塗ぬりつけた糊のりは、綺き麗れいに剥はがされている。

「奴の音の逆ぎや位くい相そうを発生させ、双そう消しよ滅うめつさせている。私の側にいれば、とりあえず『鞭』は、届かん。あくまでも、とりあえず、な」

「え」

「……とりあえず、だ。こんな物は一時的だ。奴が気付いて、波長を少し変えれば、それで、対応は出来なくなる。数分、もたんだろうよ」



    

  
    
      　由宇は冷れい徹てつに呟きながら、足下の、瓦が礫れきになったパイプ椅い子すを拾い上げた。隅すみに、血が付いている。あれは、卑口の血だ。最初にぶつけた時についた。透は確認する。

「ところでお前、意外と容よう赦しやがないな」

「何だよ」

　無表情な瞳ひとみに見つめられ、思わずそっけなく返事をしてしまった。

「こんな物で、ヤツをぶん殴ったのか」

「そうだよ」

「なるほど」

　由宇は、パイプ椅子を放り出した。

「私を相手にした時は、お前は身体しか使わなかった」

　瞳に、意志がこもった。安心したような意志。

「手加減した訳だ。一応」

「そりゃまあ……そうだけど」

「ふん」

　何故か得意げな二重の瞳に見つめられ、心臓がどきりとする。

「なら、礼をしてやる。ヤツの音が復活するまで、数分。それまでに」

「え」

「その女の、『破片』を、外してやるよ。私が」

　由宇は、無表情のまま、歩み寄ってくる。

「お前の失敗を、私が、取り戻もどしてやる。透」

　傍おかまで来た由宇は、「どけ」とばかりに、灯璃の傍へとしゃがみ込んだ。圧あつ倒とう的てきな空気に押おされ、つい、後ずさって場所を空けてしまう。

「私が、この女を、助けてやる」

　後ずさったせいで、後頭部しか見えない。どんな顔をしているのか、よく分からない。

「『宝石』は、分ぶん離りも出来るのだから、融ゆう合ごうも出来る。同じ事だ。こいつの首筋に、『改造跡あと』に噛かみつき、『破片』を取り出し、私の『宝石』にくっつける。それだけだ」

　由宇は、倒たおれている灯璃の首の後ろに右みぎ腕うでを差し入れ、上体を起こした。

「それで、この女は、あの『自死』から、『鞭』から、解放される」

「……なんで、お前」

「何だ。文句でもあるのか」

　由宇は振り返りもせず、同じ調子で、言葉を吐はいた。

「なんで、そんな事を」

　なんで、そんな事を、してくれるんだよ、由宇。

「ふん」

　少女は、灯璃の上半身を抱かかえながら、言葉を続ける。

「その前に。……きさま、少し、私の質問に答えろ」

「……何だよ」

「きさまは、今回は、勝った。とりあえず。だが、こんな事は、続きはしない。

　負けた時は、どうする。

　今後、戦って、しかし、どうしようもなく敗北した、その時、どうする」

「そりゃあ……」

　少し考え、言葉を続ける。

「もう一度、戦うしかないだろ。今度は、成功するように」

「そうか」

　由宇は、振ふり返って、顔を透の方へ向けた。

「……そうだな。失敗した事は、やり直せばいいのだ。

　間ま違ちがっていた事は、正せばいいのだ。ただ、それだけの事だ……というわけで」

　真面目な顔になって、一言。

「キスしろ」

「…………は」

　台詞せりふを噛んだ。息を吸い込んで、もう一回。

「はあ？」

「図書館のアレは、失敗だった。軽率だった。だから、やり直す」

「ちょっと待てよお前、アレは」

「私の始めてをあんなところで奪うばっておいて」

「だから誤解を招くようなことを言うなっつーに」

「だからやり直せ」

「……あのなあ、お前なあ──」

「冗じよ談うだんだ、馬ば鹿かが」

　いきなり冷徹な口調になり、首を戻す。

「…………」

　せいぜい不ふ機き嫌げんに口を閉じるしかない。

「……私は、ずいぶん自分勝手になってしまった」

　気配を背中で感じたらしい。少女は、悪いた戯ずらが成功した悪ガキのような口調になった。

「そうだろうなぁ」

「しみじみと言うな。お前のせいだ」

「何でおれのせいなんだよ」

「お前がいたから、私は、自分勝手になったのだ。

　……だから、その礼だよ。私は、その礼をしに、ここに来たのだ」

「…………意味が、いまいち」

「それは」

　全く平へい坦たんなままの口調で、少女は呟つぶやく。

「乙おと女めのひ・み・つ。うふっ」

　…………分かってやってるのか、ひょっとして。



「……さて、猶ゆう予よはない。始めるぞ」

「…………って、おい、……待てよ」

　透は、思わず声をかけた。

　灯璃の中の『破片』に、『自死』の破片に、接せつ触しよくして、融合する。それって、つまり、

「お前……『自死』に触ふれたら、お前も、『自死』に……

　お前も、『死にたく』なっちまうんじゃないのかよ。『自死』に、感染されて。

『自死』に、説得されて」

「そうかもな。はっきり言って、かなり危険だ」

「なんで、お前」

「透」

　由宇は、笑った。後ろ姿でも分かる。由宇は、笑っている。

　今まで浮うかべた事の無かった、少女の微ほほ笑えみで。

「な……んだよ」

　なんで、おれは、こんな言葉しか、吐はけないんだろう。

「以前に、言ったよな。『生物は、何故、死なないのか』。私には、分かったよ。

　何故、お前らは、四十億年も、生き続けてきたのか。

　何故、私達は、たったの三億年で、『死にたく』なってしまったのか。

　お前らが、何の為ために生きて、そして、どこへ行こうとしているのか。

　私は、……お前に、その答えを、教わったのだ」

　そんな大それた事、おれにも、よく分からないのだが。

「言語化する必要など無いのだろう。当然すぎてな。そんなものだ。

　そんな、当然の事を、我々は、知らなかったし、やろうとしなかったのだ。

　だからこそ、我々は、『死にたく』なってしまったのだよ。透」

「何だ」

「私を……抱だいてくれ」

「え」

「後ろから……抱いていてくれ」

　紛まぎらわしい事言うな。こいつはいつもこんな、

「……私が、『死にたく』ならないように」

　透は、口を閉じた。

「頼たのむぞ」

　由宇は、目をそらして、顔を前に向けた。灯璃の首筋に、『改造跡あと』に、顔を近づける。

「……分かったよ」

　由宇の後ろに、コンクリートの床ゆかに、座り込む。冷たさなんか、気にならない。

「────『成せぬ事を成す為に』」

　由宇は──宇宙の放ほう浪ろう者しやは、腕うでの中で、歌うように呟いた。

「これが──私の問いの、答えだ。

　それが……お前らの、力だ。それが、我々に、無かったものだ。

　生命とは、好こう奇き心しんだ。知り得ぬ事を知る為に、まだ見ぬ物を見る為に。

　お前らは、その為に、この地に生まれ、海より上がり、この星に満ちて、

　そして、日々、戦い続けているのだ。──終わりのない、残ざん酷こくな戦いを。

　私は──」

　由宇は、腕の中で、満足した猫ねこのように、身を丸めた。

「私達は、何も、成そうとはしなかった。何一つ、成なし遂とげはしなかった。

　だからこそ、私達は、『死にたく』なってしまったのだよ。永えい劫ごうの暗黒の中で。

　私は、あの日から、ずっと、お前を……為なし得えぬ事を成そうとするお前を、見てきた。

　感動的で、美しく、そして、活力に溢あふれていた。

　お前に興味を抱き、理解しようとして、そして、私も変わった。

　……私は、だから、お前を、好きになったんだ。

　その『成そうとする事』の一つが……

　……『私を倒たおす』。『私の計画を阻そ止しする』。事だとは、想像できなかったが、な」

「それは──」

「それ以上言ってくれるな。過去の過あやまちは、私も恥はずかしい。

　……愚おろかだったのは、私だ。私の計画では、そもそも『自死』に、対たい抗こうする事は、出来なかったよ。何故なら、『自死』は、まさに、その先にある物だったのだから。

　だからこそ、私は、こうして、ここに来たのだ。

『成せぬ事を成す為に』な。……お前を、取り戻もどす為に、だ。

　ありがとう。透。私は、お前のおかげで、……生きる事が、出来るのだ……

　お、おい、苦しいぞ。ちょっと、腕の力を、緩ゆるめろ」

「──すまん」

　言葉もない。

　なんて、人生は、楽しいんだろう。なんて、世界は、美しいんだろう。

「本当に、すまん」

「何を謝っている」

「お前を……もっと、理解してやれば良かった。ちゃんと見ていれば、良かったんだ」

「……まるで父親のような言いぐさだな。私とお前はつがいだぞ」

「子供の癖くせにいっちょ前の口をきくな」

「私は子供ではないと言ってるだろうが。何なら、あとで確認するか」

「そういう事を気軽に言うから子供だと言ってるんだ。

　おれは『人生の先せん輩ぱい』だぞ。ちゃんと言う事聞け」

「私は、三億──、

　……いや、いい。」

　由宇は、間を取るように小さく咳せき払ばらいをし、口を開けた。

「透──私が、もし」

　灯璃の首筋に、口を近づけつつ、由宇は囁ささやくように言葉を吐はく。

「もし……万が一、その万が一、この『自死』に汚お染せんされ、

　……自ら、死を願う事になっへひふぁっひゃひゃ」

　ああもうこれ何回目だよ。いい加減ギャグとしても成立しなくなってきたぞ。

「さひごまへ、おふぁえはひんひょうはんがなひっ」

「さっさと済ませろよ。つまんない事言ってないで」

「多少はもったいぶらせろ」

「済ませて、とっとと帰ろうぜ」



　少女の唇くちびるが、ゆっくりと灯璃の首筋に触ふれ、

　そして、『自死』は、消え失せた。



    

  
    
      エピローグ






　八月一日、午後九時四十八分。

　神か奈な川がわ県けん十とつ葉は市の片かた隅すみで、殺人事件が起こった。

　殺人現場は、神奈川県十葉市の公立高校グラウンドで、被ひ害がい者しやは、二は十た歳ちの男だった。

　その殺人事件について、唯ゆい一いつの目もく撃げき者しや、同校教職員は、こう語っている。

「グラウンドを横切って逃にげようとする男の前に、突とつ然ぜん、まるで映画の怪かい人じんのように『白い人』が、姿を現した。『白い人』は、何事か言い募つのる男の言葉に、全く耳を傾かたむけることなく、何気ないしぐさで男の額に手を伸のばし、そして、そこから、まるで、果物の実を穿ほじるかのように『何か』を取り出し、そのまま、一跳とびで、『上空へと』消えた」

　死体を発見したのは、別件により現場に駆かけつけていた警察官だった。警官によって発見された男は、すでに、絶命していた。

　死因は、脳のう挫ざし傷よう──。頭ず蓋がい骨こつが、縦に、叩たたき割られていた。精密機械のような力で。

　この謎なぞめいた殺人事件に、各種マスコミは、ほんの少しだけ関心を示し、その教職員に対し、一応の取材を行ったが、

「よく解らん。何の特とく徴ちようもない奴やつだ。『白い』としか言いようがない。だから顔なんて思い出せんし、男か女かもはっきりせん」

　などと、要領を得ない答えしか返ってこないことを知ると、早々に仕事を切り上げ、他の、もっと重大なニュース……何とか言う芸能人が、一年三ヶ月の結けつ婚こん生活に、ついにピリオドを打った……へと方向転てん換かんし、あっという間に、消えていった。

　死亡した男──卑ひ口ぐち隆たか志しの名は、そのまま、消えていった。

　誰に記き憶おくされることもなく。



「……暇ひまそうだな」

　透とおるは新聞の死亡記事から目を離はなし、ベッドに寝ねたままの灯あか璃りに声をかけた。

　あの事件から丸二日、彼女はずっとこの個室に軟なん禁きん状態だ。いい加減退院してもいいと思うのだが、とりあえずあと三日くらいが、病院の方針らしい。

「本当に暇よ。いい加減解放してくれないかなあ」

　あーあ。というようにベッドの上で伸びをする。特別個室とは言え、退たい屈くつなのはどうしようもないらしい。

「単なるカスリ傷だって、初日の検査ではっきりしたってのに」

「マスコミ対策だろ」

「支配階級による作さく為い的てき偏へん向こう報道を用いたイデオロギー操作というヤツだな」

「大スジは合ってる」

「そうか」

『対策室一同』と書かれた見み舞まい用の果物籠かごからリンゴを取り出しつつ、由ゆ宇うが頷うなずいた。

「まあ、よく聞く話だな。大きな所は、上から権力で押おさえ込んで、あとは、本人を入院の名目で暫しばらく隔離し、功名心に焦あせるゲリラマスコミを……」

「うわ……」

　ベッドの上から、灯璃は、少女に熱っぽい視線を送った。

「由宇ちゃん理知的……かわいい……」

「とっとにかくっ」

　慌あわてたように、ベッド脇わきの椅い子すから飛び退る。リンゴを持ったまま。

「……そういう、事だ」

　それを名な残ごり惜おしげに見送り、灯璃は深くため息をついた。

「……あーあ。大変ねえ。『おっさん』も。病院も」

　ぼふ、と音を立てて、灯璃の頭が枕まくらに墜つい落らくする。

　そして、そのまま、にいっ、という感じの、笑い顔を作った。

「……私さあ、表ひよう彰しようされるみたいよ。その一件で」

「……」

「お手て柄がらだってさ。給料も上がるとか」

「給料か。金は大切だな。無む駄だ遣づかいは良くない」

「分かってるじゃん由宇ちゃん。ふへへ」

　それも、『おっさん』の、仕事の一いつ環かんだ。

　透は、考えながら、何となく、病室の壁かべを見つめる。

　真実に近づいた『罹り患かん者しや』には、そうして飴あめを与あたえるのだろう。

「『おっさん』も、喜んでくれたし、皆みなも、祝福してくれたし」

　金はやる。誉ほめてやる。だから、黙だまっていろ。そういう風に、管理を──

「──人間って、みんな、いい人よ、うん」

「……そうだな」

　透は、密かに、ため息をついた。

「本当に、そうだよ」

　おれは、こいつには、敵わない。

　そう、人間は、いい人だ。だから、なんとか世間は平和だし、世界は事もなしだ。

　ぶっ壊こわすとかぶっ殺すとか言って粋いきがってるのは、幼よう稚ちなガキだけだ。

　何が核かく兵へい器きだ。人類舐なめんな。この馬ば鹿か。

「何、妙みような顔してんの？　透」

「別に」

　透は、新聞をベッド下のゴミ箱へと放り込んだ。

「ふーん。……ところで、」

　天てん井じようを見上げたまま、灯璃は呟つぶやいた。

「表彰されておいて、こんな事言うのアレだけど」

「何だよ」

「私、最後の方、知らないのよね。

　……最後、一体、何が、どうなったの？」

　来た。

　ついに来た。

「由宇ちゃん、あんな所で、何してたの？」

　さあどうする。透は、密かに唾つばを飲み込んだ。

　いずれ来るとは思っていた。ついにこの時が来てしまった。さあどうする。

　灯璃は『罹患者』で、おれは、おれ達は、『発はつ症しよ者うしや』だ。分類上は。

　少なくとも、こいつが属している組織の分類上は。

　それは、その事実は──

「む」

　果物ナイフで、リンゴの皮を『削けずり取りつつ』、由宇は、何気なく呟いた。

「まあ、大した事ではない」

「へえ」

「私が、この男に振ふられただけだ」

「……は？」

　思わず、発言者の顔を見る。何言ってんだこいつ。

「いや、お前、何言ってんだよ」

「振られたのだ。ばっさりと」

「……ひどいんじゃない。透。それはちょっとー」

　灯璃は、大おお仰ぎような動作でベッドから身を起こした。

「いや、お前、何も知らんくせに口挟はさむなよ」

「こんな子を振っちゃうなんて、それって流石に男としてどうかと」

「ちょっと待てや。なんでお前がそれを言うんだよあのな、」

「酷ひどいだろう。この男は」

『この男』の言葉とともに、ばっちり指差された。

「いやちょっと待て由宇。指差すな。事態が何かややこしく」

「私は、本当に泣いたのだぞ。本当に」

　リンゴを持った少女は、目を閉じて、やれやれと言わんばかりに首を振った。

「ひっどー。女の子泣かすなんて。さいてー」

「え？　何？　おれを責める空気になんのかちょっと待てよそれはあまりにも」

「私より、他の女の方がいいと抜ぬかして」

　そのまま目を伏ふせて右みぎ袖そでで拭ぬぐう。しっかりリンゴを囓かじりながら。

「いや、別に、そんな事言った覚えは」

「ひっどー。この男ひどー」

　小学校の学級会ってこんな感じだったなぁ確か。まったく女って奴やつはなんでこう

「だからな、アレは別にそういう意味で言った訳じゃなくて」

「言い訳すんな透。男らしくないっ」

　ああ男の言葉は無力だ。透は遠い目をした。そんな事知ってたさずっと昔から。

「引き留める私に背を向けて、こいつは、他の女の所へ走って」

「いや、お前な、そもそもアレは、あの、こんな場所で言う事では」

「振られた」

「だから、急いでたし、それに」

「見苦しいぞ透。ちゃんと謝りなさい。今謝りなさい。ここで！」

　いや待てよなんでこんな話になってんだよ。いったんイチから普ふ通つうに考えようぜ。

「どーせ一方的に、話も聞かないでサヨナラーとか、そんな振り方でしょ」

「すいません」

「心、こもってないっ」

「ホント申し訳ありません」

「別に、大した事ではない」

　大した事じゃないなら言うなよ。なんて台詞せりふは、口が裂さけても言えません。

「それまでの理念では、私の目的は、達成出来なかった。

　だから、やり直すことにした。それだけの事だ。

　負けたなら、再び戦うだけだ。失敗したら、再度、挑ちよ戦うせんするだけだ。それだけの事だ」

　ふっ、と向こうを向き、残ったリンゴ半分を頬ほお張ばる。

「……へえ」

　その姿を見て、灯璃は、小さく息を吐はいた。

「…………ま。良かった良かった、って事ね」

「なんてテキトーな」

「テキトーでいいのよ。大たい抵ていの事は」

　灯璃は、再びベッドに寝ね転ころがり、天を見上げる。

「人生、何とかなるのよ」

「……なるんだろうなあ。多分」



　窓の外、病院の中庭で、広葉樹が、緑の葉を広げている。

　一番美しい季節は、まだ、始まったばかりだ。



    

  
    
      あとがき






　ある日突然、宇宙人に「どうせ死ぬのに、なんで生きてるんだお前ら」って聞かれたらどう答えましょうか。ちなみにこの宇宙人は不変不滅不死身の存在で「死」の概念が無く、「お前が今生きているのと同じ理由だ」は通用しません。



　昔から、「大して役にも立たないけど、とにかく壮大な思索」というのが大好きな子供でして、とくに死生観とか人生の意味とかそういうのがお気に入りで。中学、高校生の間は勉強もせず、よく議論を戦わせていたものです。一人で。暗い部屋で。体育座りで。

　でも結局、参加者が全員その「生きている」立場の存在である以上、どうしても議論には限界が出てきてしまうんですよね。「なぜ人は生きるのか」って問いには「だって腹が減ったらメシ食うしかないだろ」だし、「なぜ人は滅びないのか」って問いには「そんな事言ったってお前だって異性と交尾したいだろ」。いつもこれで話が決着しちゃうわけですよ。

コンピューターみたいな奴を議論の末席にでも加えてやればいいんですが、奴らとて結局ヒトが作った道具、たとえ意志を持ったとしても「いや、貴方が電源入れたからですよ」としか答えられんでしょう。



　じゃあ宇宙人と会話してみればいいじゃん。地球生物を客観的に見るヤツ連れてくりゃいいじゃん。という事で鉱物生命体を思いつき、そしてその存在を元にした物語、つまり「そこいらの石ころとひたすら対話する物語」を考え付いたわけです。が、自分で言うのもなんですが、この「石ころ相手にブツブツ言う話」全く面白くない（当たり前だ）。さあどうすればいいのやらと思っていると、議論参加者の一人から「机上論だけでなく、種の保存に関するフィールドワーク要素も入れた方が良いのでは？　いや変な意味じゃなく」という意見があがりまして、そういうわけで本作ヒロイン、生殖と繁殖と種の保存に興味津々の石ころ少女、紅由宇が誕生いたしました。いや変な意味じゃなく。



　という訳で冒頭の質問に戻る訳ですが、とにかく、そういう感じの物語です。

　正直なところ、人物とそれぞれの立ち位置だけを決めて解決策も着地点も決めないまま実に無責任に、ウイリャアアアという感じで書き始めたのですが、書いているうちに物語や結末、疑問への回答まで出来てしまいまして、生みの親としては何だか複雑な気分です。

　勿論、主人公たちの出した結論は唯一無二のものでもないし、それどころか正しいかどうかすらハッキリとしないものではありますが、少なくとも今、ここでこれを書いている「冬樹忍」は、その結論に、第三者としてささやかな同意をする次第であります。彼らがその結論を出してくれなければ「冬樹忍」は誕生することも無く、また、私がここでこうして、この文章を打っていることもなかったでしょうから。



　このような機会を与えてくださった編集部の皆様方、様々な助言を下さいました担当編集者様、審査に携わってくださった先生方、この本の制作に関わってくださった全ての皆様方、「冬樹忍」としての私を形作ってくださった全ての皆様方、人間としての私を作って育んでくださった両親や家族、そして勿論、今、この本を手に取ってくださっている貴方。



　あなた方のおかげで、私は今、生きています。ありがとうございます。



　２００７年６月４日　冬樹忍



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

冬樹 忍 先生／魚 先生



    

  
    
      ＨＪ文庫

たま◇なま

～生物は、何故死なない？～
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